
        
            
                
            
        

    


























治癒魔法の間違った使い方
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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救命団ノ掟

～戦場での心構え～





一、救命団は人命の救助が最優先と心得るべし

一、味方のみならず己の命も護るべし

一、自己犠牲精神の勘違い野郎は殴ってでも退かせるべし







　　プロローグ







　酷ひどい雨の日だった。

　空から落ちてくる雨粒が地面を打ち、周りに絶えず音を鳴り散らかす。けたたましいほどに鼓膜を打つ音を煩わしく思いながら、人で溢あふれかえった昇降口をぼんやりと見つめる。

　午後になり急に降りだした雨。天気予報を見忘れた僕が都合よく折り畳み傘なんて持っているはずもなく、今日のような急な雨の時に備えて昇降口に置いておいた傘を取ろうと、傘立てまで歩み寄る。

「傘がない」

　そこにあるはずの傘がない。

　多分、誰かが持っていってしまったのだろう。朝までそこにあった、目立つ黒色の傘が跡形もなく消えている。

「ついてない……」

　ここは怒るべきなのかもしれないが、そんな気持ちが少しもわいてこず、ただただ振り続ける雨を昇降口の屋根の下からゆっくりと見上げる。

　湿気のせいか、はたまた暗くなる感じがそう思わせているかは僕自身にも分からないけど、雨の日は決まって自分を見つめ直したいような心情になる。

「明日も学校か……休みになればいいなぁ」

　ぽつりとそんなことを愚痴る。

　学校に通う自分。

　それなりに友達もいるし、成績も極端には悪くないし、運動も苦手じゃない。

　自分の長所と短所を挙げろと言われてもすぐに思いつかないし、これといった趣味もない。

　兎う里さと健けん、ウサトという変わった名字から一転して、ケンという地味な名前も僕という存在を表しているといってもいいだろう。

　自他ともに認める普通──それが僕。

　普通に甘んじている僕だけど、自分の現状に満足しているかと言われればそうでもない。毎日の生活に何不自由ないというならば何が不満なんだと疑問に思われるかもしれないけれど、僕が満足していないのはもっと根本的なところ──。




　僕は現実とはかけ離れた『非現実』に憧れている。




　自身を取り巻く日常が劇的な変化を遂げればいいと。

　何でもいいから月並みなことから離れて、たまには普通の人とは違うこともしてみたかった。

　ウサトって地味だけどいい奴だな、なんて言われて苦笑いしか返せない自分とはおさらばしたかった。

「……はぁ」

　でもそれは難しい話だということは分かっている。

　現実はどこまでも現実で、どうあっても虚構やファンタジーにはなり得ない。

　人は漫画やアニメみたいにそう簡単には変わらない。劇的な切っ掛けがなければずっとそのままなのだ。僕はいつまでも普通のままで、一生死ぬまでこのままの人生を送っていかなくてはならない。僕が頭の中で描いている理想は、絶対に現実と交わることはない。

　たとえそれを嘆いていても、現実は変わったりしない。

　僕は普通だから、だからそれで呆あきれるほどに諦めてしまっている。

「……何考えてるんだろ」

　今さらながら結構恥ずかしいことを考えているな、僕は。

　すっかり人ひと気けの薄れてしまった昇降口の壁に背を預け息を吐く。そこに激しい雨音と僕の呼吸音だけが響く。

「しばらくここで雨宿りするか」

　誰に言うでもなくそんな独り言を呟つぶやきながら、雨を見る。

　無理をして帰りたいほど、急いではいないしね。




「……やまねぇッ!?」

　そのまま一時間過ぎても一向に雨がやむ気配はない。

　時刻は五時半を過ぎたあたり、部活動に励んでいる人達は片づけを始めている時間帯だ。

　かくいう僕も、このままでは暗い中ずぶ濡ぬれになって帰らなくちゃならない。

　いっそのこと、傘立てに残っている誰かしらの傘を拝借してしまおうか……いや、なんか申し訳ないし後々面倒くさいことになるのは嫌だからやめておこう。

　こういう時も小心な自分に嫌気がさしながらも、もうしばらく待つことにした。

「さすがにこれ以上暗くなるのは……ん？」

　僕以外に人のいない昇降口に一組の男女が現れる。

　その二人を一言で言い表すならば、美男美女というのが相応ふさわしい。

　男のほうはクラスメートの龍りゅう泉せん一かず樹き。一樹と書いてカズキと読むカッコイイ名前を持つ男。高身長で顔もカッコイイという非の打ちどころがない、ギャルゲーも真っ青な主人公気質の男。そのルックスと性格で我が校の女子を虜とりこにしているイケメン。

　しかも生徒会の副会長でもある。どこから見ても設定盛り込みすぎの完璧超人だ。

　正直、爆発すればいいと常々思っています。

　やべ、こっち見た。

「……おや」

「どうしました犬いぬ上かみ先輩」

「彼は……」

　こちらに気付いたのは女子の方。犬上鈴すず音ねである。

　彼女は三年生の先輩で生徒会長、黒髪で整った顔が凛り々りしい美少女だ。

　頭脳明めい晰せき、運動神経抜群、それに美人もついた二次元も真っ青の才色兼備な彼女は、学校中の男子生徒達の憧れの存在である。一部の特殊嗜し好こうの女子生徒達にも人気。僕からすれば高たか嶺ねの花、というべき存在だろう。

　噂うわさでは、龍泉と付き合っているとかいないとか。

　そんな彼女が、下げ駄た箱の前で途方に暮れている僕を見ると龍泉と共に近づいてくる。

「君は傘がないのかな？」

「えっ、まぁ……はい」

「なるほど、だから雨がやむまでここで待っていたのか……しかしもうすぐ完全下校時刻になることだし……」

　もうそんな時間になっていたのか。僕は携帯を開いて時間を確認しながら、外を眺める。

　親に迎えに来てもらうという考えも頭の中にはあったが、共働きなのでどちらにも頼れない。

　犬上先輩にそのことを言うと、彼女は腕を組み悩むような仕草をする。

「……ずぶ濡れのまま帰らせるのは生徒会の沽こ券けんに関わる」

「なら先輩、俺の傘を兎里君に貸しますよ？」

　折り畳み傘を持っているから、とフレンドリーなノリでこちらに傘を手渡す龍泉。

　なるほど、この人柄の良さが女子生徒に人気なのか。

　同じクラスになって初めて話したけど、何というか清すが々すがしい奴だなと思った。なにげに僕の名前を覚えてくれていたところにも少し感動した。

「ありがとう、龍泉君」

「おいおい、同じクラスなんだから君付けなんてむず痒がゆいぜ。気軽にカズキって呼んでくれよ。俺も……えーと、兎里？　いや……ケン？」

「ウサトでいいよ」

　ケンとかたくさん学校にいるしね。

　僕自身、兎里って名字は結構気に入っているから、呼ばれるならケンよりもウサトの方が好きだ。

　でもまさか学校一のイケメンに友達として名前を呼ばれる日がこようとは、明日はファンの女子達の注目（殺気）を集めちゃうな。

「それじゃあ私もウサト君と呼ばせてもらってもいいかな？」

「え……か、構わないですよ？」

　明日は男子の嫉妬の視線の心配もしなければならないなッ。

　でも学校一の美人さんに名前を呼ばれるなんて、もう死んでもいいです。

　いやー、今日はなんかついていない日だと思っていたけど、逆だった。学校の人気者と友達になれるなんてね。滅多にないことだ。

　雨最高、もっと降ってくれてもいい。

　雨に対しての掌てのひら返しが忙しい僕であった。

「じゃ、早く帰ろうぜ？」

　仲良くなれたのがよほど嬉うれしいのか、カズキはややテンションを上げて僕も一緒に帰るように誘った。

　この男、そっち方面の人かと心臓を鷲わし掴づかみされる気分になったが、単に男友達が増えて嬉しいだけだったらしい。

　疑ってしまった自分に軽く自己嫌悪しつつ、内心謝る。

　犬上先輩も特に反対しなかったので、僕も同伴させてもらうことにした。




「ウサト君は、今後の進路とか考えてはいるかな？」

　不意に犬上先輩から投げかけられた質問に曖昧に答える。

「いえ、まだ二年生なので」

「先輩、俺にもその質問しましたよね？」

「ふふっ、私にはないからな。他の人のそういうものが気になるのさ」

　雨音と水を弾はじきながら歩く音が周囲に響く。その音を聞いて「なんか平和だ……」とそんなことを思う。

　二人と話していると、不思議と心が穏やかになってくる。実はこの二人、マイナスイオンでも放出しているんじゃないのか？　僕がいつも話す友人共の時とは明らかに空気が違う。あいつらの時は暑苦しい空間だが、二人の場合は爽やか空間といってもいいだろう。

　のほーんとした気分のまま、犬上先輩に気になったことを質問してみる。

「犬上先輩は……進路とか決めてないんですか？　三年生なのに」

「決めてないよ」

「それって結構まずくないですか？」

　不ぶ躾しつけだけど、僕の素直な感想を言ってみた。犬上先輩は三年生、そろそろ進路を決めなくてはいけないはずなのに。

　僕の反応に先輩は苦笑いする。

　なんだか自虐的な笑みだ。生徒会長として全校生徒の前で凛りんとしている犬上先輩には似合わない。

「そうなんだけどね。私にはやりたいことが見つからないんだ……これといって目標を決めてもすぐに達成してしまう。なんだかね、ここは私のいる場所じゃない、そう考えてしまうときがあるんだよ」

「すごい先輩だよな」

「確かに……」

　彼女は運動も勉強も何でもできるイメージがある。

　僕とは真逆のことで悩んでいるんだな。ベクトルは違うけど似たものがあるのかもしれない。

「あ……今のは、嫌味とかそんなんじゃないよ？」

　分かってますよ、とカズキと顔を見合わせ笑う。

　頬を朱に染めた犬上先輩は、怒ったようにそっぽを向いてしまった。

「そういえば、カズキと犬上先輩は付き合っているんですか？」

「は？　なんだそれ？　俺が先輩と……？　そんなわけないじゃないか」

「そうだぞ。周囲には誤解されがちだが、生徒会という仕事上一緒にいることが多いだけだ」

　なん……だと？

　驚きょう愕がくの事実。僕も付き合ってると思ってたのに。

「嘘うそでしょ？」

「なんでここでそんな嘘つくんだよ。俺と先輩はそんな関係じゃないよ」

　信じられないとばかりの表情を浮かべた僕に苦笑いするカズキ。

　噂は完全なデマだったのか。

　でも分かったのは、カズキは僕が思っていたよりずっとフレンドリーだったということだ。思えばクラスで女子と話していても、困ったように苦笑いしているようにも見えた。

　リア充この野郎、と友達と共に妬みの視線を送っていたけど、少し認識を改めなくちゃな。

　少しとっつきにくい人だと思っていた、と彼に言うと、苦笑いしながら「ウサトには言われたくないよ」と言われた。なぜに……。

　確かに僕は普段決まった友人としか話さないから、そう思われても仕方ないといえばそうなるけど、とっつきにくいのはなんだか納得いかないなぁ。

　そのまま何気ない話題で会話を広げながら歩を進めていくと、不意に犬上先輩とカズキの足が止まる。

「……何だ？」

「ん？」

　不思議に思って背後を見ると二人とも耳を澄ますように、耳に手を添えている。

「え、どうしたの？」

「……ウサト、今何か聞こえなかったか？　ごぉーんって」

「僕には何も……」

「私にも聞こえた。これは……鐘の音？」

　鐘の音と犬上先輩は言うが、この近くには鐘を鳴らすような建物なんてない。

　僕だけ聞こえないことに軽い疎外感を感じる。

「大丈夫ですか？」

　気になり、立ち止まった二人の近くに歩み寄る。

　二人に近づいたその瞬間、僕達の足元──コンクリートの地面に、幾何学的な文様が急に浮かび上がった。




　突如、足元に現れた文様。

　ややゲーム脳の僕の灰色の脳細胞は、光の速さでその文様を言葉に表した。

「魔法、陣？」

　科学が支配するこの世界で魔法陣とはいかなることか。

　パニックになりすぎて逆に冷静になった頭で現状を見る。

　地面に魔法陣、それが脈打つように輝いている。

　これは、異世界への道が開かれるのではないか？

　平凡な世界からの脱却を──。

　非日常への転換を──。

　今までの僕とは違う道を──。

　胸躍る冒険の始まりを──。

　ぐるぐると頭の中を巡る思考に混乱しながらも、隣にいたカズキに大きな声で言葉を投げかける。

「カズキ、イセ……異世界ってどう思う!?」

「えっ、いきなり何を言ってんだよウサト!?　それより何だよこれ！　何かの撮影!?」

　しまった、カズキには僕の言語はまだ早すぎた。

　楽観的な僕とは違い本気で混乱している彼を見て、事態の危険さをようやく理解する。

「ウサト君！　異世界には魔法とかモンスターとか……ゆっ、勇者とかいるのだろうか？」

「なんだか犬上先輩とすごく仲良くなれる気がしました」

　予想外、犬上先輩こっち側の人だ。

　ラノベとかを読んでいる人だ。

　しかもかなり俗っぽいぞ!!

　やけに冷静な笑顔でそう言い放った先輩の言葉で、また我に返ってしまった。












　そうこうしているうちに、魔法陣が目が眩くらむくらいに輝く。

　その眩まぶしさに思わず目を瞑つぶった僕は、突然襲ってくる吐き気と浮遊感と共に意識を失った。





　　第一話　巻き込まれて異世界！　の巻







　まどろみの中、僕は床の冷たい感触を肌に感じ目が覚めた。

「ん……ここは……？」

　周りを見ると、煌きらびやかな大広間。

　目の前には、大きな椅子に腰掛けるヒゲ面の男性と……数人の老人達がいた。寝起きで頭が働かず状況が理解できないが、よく見ると目の前の玉座らしき場所に座っている男性は高級そうな装飾が施された西洋風の衣服を着ていて、頭には王冠が載せられている。それに後ろの老人達はＲＰＧでよく見るお付きの人のような服を着ているではないか。

　老人達から周りに目を向けると、灰色の鎧よろいに身を包み腰に西洋剣を携えている衛兵らしき人達が横一列に並んでいる。

「おいっ、大丈夫かウサト」

「カズキ……一体ここはどこ？」

　隣にいたカズキが、不安そうにこっちを見ていた。

　良かった、はぐれてはいないみたいだ。カズキがいるなら先輩もいるかも。

　カズキに質問しながら自分の周囲を見ると、既に目を覚ましていた犬いぬ上かみ先輩が僕の隣に座っていた。

　寝起きの先輩、サイコーッス……。

　変態的な思考で現実逃避しつつも、カズキにこの状況について訊きいてみる。

「分からない。でも起きたら周りに変な格好した人がたくさんいて……」

「そっか……先輩は大丈夫ですか？」

「ああ、心配はいらないよ。どこも怪我はしていない」

　僕達が目を覚ましたことに気付いたのか、王冠を被かぶった男性がこちらを見る。

　威厳のある眼力に、なんとなく気け圧おされる。

「全員、目が覚めたようだな」

　とても偉そうな人に見えるが、一体僕達に何の用があるのだろうか。

　ボーっとしながらも周りの状況をゆっくり理解しようとしていると、カズキが警戒しながら王冠を被った男性に顔を向ける。

「あんたらは誰だ」

「貴様！　ロイド様に何と不敬な!!」

　王様らしき人物の隣に佇たたずんでいたお付の人が、カズキの不遜な物言いに怒声を張り上げる。

　そんなお付きの人を手で制す王様らしき人。

「構わん。いきなりこのような場に呼び出されれば、そのような言葉も出てこよう。あまり目くじらを立てるなセルジオ」

「しっ、しかし……分かりました」

「すまないな。彼はどうにも頭が固くてな」

「は、はあ……」

「私の名前はロイド・ブルーガスト・リングル。このリングル王国の王だ」

　リングル王国。聞いたことがない国だ。

　別に全世界の国名を知っているわけじゃないけど。

「単刀直入に言おう。お主らは勇者として我がリングル王国に召喚された」

「勇者、だって？」

　今、隣から小さい声で「キタッ」って声が聞こえたけど、僕は決して犬上先輩の声じゃないと信じたい。

　先輩、これ以上クールビューティーなイメージを崩さないでください。

　あとカズキがシリアスやってんだから、自重してくださいお願いします。

「そうだ。この世界の魔族の王、魔王が復活した。奴は軍を率いて、着々と勢力を広げている。二年前の戦いで、我らリングル王国の民も決死の覚悟で戦いに臨んだにもかかわらず魔王軍の強大な力に苦戦を強いられた」

「ま、魔王？」

「死闘の末になんとか撃退することに成功したが、次はどうなるか分からない……よって、私は最後の手段として、異世界から魔王に対抗できる素養のある者をこの世に呼び出す禁忌の術、勇者召喚を行うことを決断したのだ」

　犬上先輩、隣でパタパタと自分の足を叩たたいて興奮を抑えないでください。

　先輩のイメージが崩れ始めてます。いや、もう崩れてます。瓦が礫れきの山になってます。

「素養？」

「勇者召喚の魔法陣には素養のあるものを選定し呼び出す術式が施されておる。呼び出される際に鐘の音が聞こえただろう？」

「あの音がそうだったのか……。それだとウサトは……」

　カズキがこちらを見る。申し訳なさそうな視線だ。

　素養のある者のみに聞こえる鐘の音。つまりそれが聞こえなかった僕は素養がないことになる。

「僕は、巻き込まれた？」

　それしか考えられない。

　……いや、全然気にしていないし？　僕だって取り柄ぐらいあるし。超負けず嫌いだしッ!!

　僕の方を戸惑いの目で見る二人……はい、僕すごい場違いですね分かります。

　間違って巻き込まれたという事実がバキバキと僕の心にヒビを入れてくる。胸を押さえ苦しんでいるこちらに気付いた王様は、深刻そうに目を瞑つぶる。

　ヤバイ、役立たず扱いされて追い出される展開かもしれない。

　なんで僕だけ難易度ルナティックなの……。

「お主は巻き込まれたのか……帰してやりたいところだが、現状では異世界召喚は一方通行、連れてくることはできるが返すことはできぬ……二人も同様だ」

　あれ、この王様、実は良い人なのでは？

　いや、勇者召喚とやらで勝手に喚よび出したんだから一概にそうとも言えないんだけど。

「いえ──」

「ふざけんじゃねえよ!!」

　いえいえ、と僕が発し終わる前にカズキが怒りの声を上げる。

　彼の怒声と同時に、兵士らしき人達の手が腰の剣へと伸びる。

　ちょっ、ちょっと怒る気持ちも分かるけど、抑えよう!?　相手を刺激しちゃ駄目!!

「それじゃあ俺達はどうなるんだ!!　元の世界に家族だっているんだぞ!!　先輩にだって、ウサトにだって……」

「申し訳ないと思っている……だが、我らも必死なのだ」

　拳を握り締め、前に一歩踏み出すカズキ。

　友達になって間もないのに、なんていい奴なんだろうか。僕なんて、突拍子もなさすぎて真面目になりきれないのに……。

「落ち着いてくれカズキ。ここで暴れてもしょうがないだろう？」

「くっ……ウサトがそう言うなら」

　カズキの中での僕の発言にはどんな力が宿っているのだろうか。

「勝手だと理解している。だが、私達は必ずお主らを帰す方法を見つけてみせる。それまでの間、力を貸してくれ……頼む」

　その場で立ち上がり僕らの所まで降りてきた王様は、深々と頭を下げる。

　その異様な光景の中で、冷静になったカズキは諦めたようにため息をついた。

「俺も……取り乱しすぎました、すみません。話を聞かせてください。まずはそれからです」

「……温情感謝する」

　王様に頭を下げたカズキは、僕と犬上先輩の方を見ながら頷うなずく。

　犬上先輩は、学校では見たことがないほど清すが々すがしい笑顔のままサムズアップしてきた。

　この人、この状況を一番楽しんでいると思うんだ。
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　結局、カズキは王様の頼みを引き受けることにした。

　最初は断るつもりだったようだが、魔王によって引き起こされた惨状を聞かされると、渋々ながらも頼みを受けてしまった。

　カズキの判断に、犬上先輩は特に反論はしなかった。いや、反論する気などなかったと僕は感じている。

　理由は分からない、全く見当もつかないな……。

　僕は、カズキの判断に任せるとだけ言っておいた。この状況を少なからず楽しんでいる、というのもあるけど、僕はあくまで巻き込まれた二人のおまけだ。

「ではカズキ様、スズネ様、ウサト様。この水晶で貴方あなた達の適性を計りたいと思います」

　場所は変わり、大広間から古びた雰囲気の部屋へ移動した僕達。

　この部屋に案内してくれた王国お抱えの女魔法使い、ウェルシーさんの話によると、部屋の中央に鎮座している水晶に触れることによって、適性……つまり使える魔法が分かるという。

　使える魔法の種類は多岐にわたるらしいが、オーソドックスなものとしては、「火」「水」「雷」といったものらしい。

　転移系とか幻術系、他にも色々あるらしいが、中には特定の種族にしか出ないものもある、とのことだ。

　あまり現実感がわかない。

　でも、僕にも魔法が使えるのなら、カズキ達の力になれるようなものがいい。

　無理を言って僕の適性も調べてもらうように頼んでみたら、すんなりと許可を貰もらえたのだけど、いざ機会が訪れるとすごく緊張する。

「ではカズキ様から触ってみてください」

　一体僕はどんな能力になるんだろうな、そんな思いを抱きながら順番が来るのを待っていると、ウェルシーさんの興奮気味な声が聞こえる。見れば、カズキが手を置いている水晶が白く輝いているではないか。

　それを見て「さすが勇者ですね！」とウェルシーさんが喜んでいる。

　その勇者という単語を何度も言われると、ピンポイントで僕の濡ぬれたティッシュ並みのメンタルが破れそうになる。

　ん？　カズキは嬉うれしくなさそうだ。

「どうしたのカズキ？」

「だってよ、光って何だ？　闘ってるとき、ぴかーって光って敵の目を眩くらますのか？　どう使っていいか分からないぞ……」

「ビームを出せばいいのだよカズキ君。それか光で断ち切る剣を──」

「先輩、そういうネタ的なものは駄目だと思いますよ」

　この人やべえ。

　異世界来てからおかしくなったぞ。

「なかなか辛しん辣らつだねウサト君は。そういうの……嫌いじゃないぞ？」

　もうこの人嫌だ。

　誰だ、学校一の美人って言ったの……あっ、僕か。

「いえいえいえいえッ!!　すごいですよ光の魔法は！　なにせ扱える者が限りなく少ない魔法なんです！　光をもって邪を払う、対魔戦闘では無類の力を誇る最高位の力を持つ属性です！」

「そ、そうなんだ……」

　カズキの魔法について力説するウェルシーさんに、やや引き気味のカズキ。そんな彼を見かねた先輩が、ウェルシーさんに話しかける。

「ウェルシーさん。次は私の魔法がどんなものか調べてみてくれないか？」

「あ、はい。分かりましたっ。ささっ、カズキ様と同様にこの水晶に触れてください！」

　ウェルシーさんに促され、犬上先輩が水晶に手を置く。

　すると水晶の透き通った色が徐々に曇り、次第に煌めくような黄色へと変化した。

「スズネ様は黄色……雷系の魔法の適性がありますね。魔力量もカズキ様に引けをとりません!!」

「雷……くふふ」

　犬上先輩が嬉しそうで何よりです。

　それにしても雷かぁ。男の子なら一度は憧れる属性だ。

　さーて、次は僕の番だ。僕は一体どんな魔法を使えるのかな？　ちょっとワクワクしながら水晶に近づく。

「では、ウサト様。手を……」

「はい」

　恐る恐る水晶に手を当て見つめる。

　数秒ほど触れていると、水晶はやや透明な緑へと変わった。透明度は二人よりある感じだけど、色が全然違う。なんというか、目に優しい色だ。

「っ!!」

「あの、ウェルシーさん？」

　なんでそんなに顔を水晶に近づけて観察しているんですかね……。

「綺き麗れいな色だね。まるでエメラルドみたいだ」

「確かになあ。俺もなんか光っているだけで色なんて分からなかったし」

　犬上先輩とカズキが、僕の触った水晶を見て口々にそう言う。

　透明度は魔力量を表しており、色は属性を示すとウェルシーさんに聞かされていた。

　少し透明だから、割と上の方なのかな？

「植物とか操ったりして……ってどうしたんですか？　そんな顔を青くさせて……」

「つ、伝えないと……」

「はい？」

　ウェルシーさん、なんで僕の手を掴つかむんですか？

「伝えないとォォォォォォォォ!!」

　僕の手を万力のような握力で掴み走り出すウェルシーさん。

　え、何？　何なの？　僕何か悪いことした？




　着いたのは王様のいる大広間。

　息も絶え絶えになった僕は荒い息を整えながら、ウェルシーさんに手を引かれ王様の前に出る。

　女性に手を握ってもらえたのは小学生以来だけど、なんか違う。こんな全力疾走で鬼気迫った感じじゃない。

「ロイド様!!」

「どうしたウェルシー、カズキ達の適性が分かったのか？　おや、そこにいるのはウサトではないか？　他の者はどうしたのだ」

「カズキ様もスズネ様も素晴らしい素質を持っていました。しかし……」

「……何だ？　ウサトは元々巻き込まれてこの世界に来たのだ。彼の意思を無視するようなことはさせんぞ」

　この王様、本当に良い人すぎです。

「違います!!　私もそのことは重々承知しております。しかし彼の適性が、その……」

「どうしたというのだ？　まさか闇を司つかさどる属性というわけじゃあるまいな？　ハハハ!!」

　いきなり笑いだす王様とその周りの人々。

　それに対し、にこりともしないウェルシーさんの強こわ張ばった表情が僕の不安感をあおる。

「治癒系……なのです」

「はは……は？　今なんと？」

「水晶が緑色に、つまり治癒魔法使いになれる素養を持っています」

　治癒、魔法？

　何その回復職みたいな魔法。

「「「……」」」

　なんで皆さん無言になるんですか？　え、そんなまずい魔法なんですか!?

　僕の系統がそんなにもヤバイの!?　笑い飛ばせないくらいにヤバイの!?

　治癒って名前からして治すタイプの能力ですよね!?　それでなんでこの場がお通夜みたいな空気になるんですか!?

　王様が僕の方を見てコホンと咳せき払ばらいする。

　喜びと困惑を混ぜ合わせたようなおかしな表情で、状況を説明してくれる。

「治癒系の魔法使いは稀け有うなものでな。普通の魔法使いも応急処置程度の回復魔法は使えるのだか、それを遥はるかに上回る回復魔法を使えるのがこの系統の強みだ。実際、この国にも数人おる」

「それがなにか……？」

「いや、その、なんと言えばいいのだろうか……そ、そうだ、明日ウサトを城下町の診療所に派遣するのはどうだろうか!!」

　あまりにも分かりやすい話題の転換に、だんだん怖くなってきた。

　この人達は、僕に何を隠しているのだろうか？

『それがいいですぞ、ウサト殿!!』

『そうですぞ！』

　側近の人達も口々に同意する。

「いい話じゃないですか。受けるべきですよっ、ウサト様！」

　ウェルシーさん、さっきからずっと掴んだままの手がだんだん湿ってきているのですが……。

　皆の台詞から懇願に近い必死さを感じる。

「え？　でもこの国にも僕と同じ治癒系統の魔法使いがいるって……」

「いや、あの二人はともかくあやつは駄目だ!!　色々と駄目!!」

　あやつって誰だ。王様が危険視するほどの人物？

　周りの人達もしきりに頷いていることから、よほどの人物なのは理解できる。

　とりあえず了承するために口を開こうとすると、大広間の扉から一人の衛兵が慌てた様子で入ってくる。

「ロイド様！　ローズ様がやって来ました!!」

「なに!?　絶対に通すな！　今は特にだ!!」

「え!?　し、しかしそれが……」

　はて、ローズとは誰なのだろうか。

　その名前を聞いて、周りの人が僕に「隠れろ！　今すぐ隠れろ！」と呼びかけてくる。

　隠れた方がいいの？　でもウェルシーさんが僕の手を離さないのだけど……。

　ちょっと離してウェルシーさん……え？　ごめん？　なんで謝るんですか!?　目に涙を浮かべたウェルシーさんから離れようと四苦八苦していると、大広間の扉が勢いよく開けられる。

「ロイド様、勇者はもう来てるんですか？」

「あっ、マズイ……」

　来ちゃった、とばかりに口を押さえたウェルシーさんがそう呟つぶやいたと同時に、緑色の髪の美女が入ってくる。

　身なりは白衣のような厚手の服を纏まとって医者のようだが、右目をふさぐ傷に凶暴性を感じさせていた。

　ツカツカと玉座までやって来た女性は、汗をだらだらと流す王様に近づく。

「なんで私の顔を見て驚いているんですか？　何か知られたくないことでも？」

「そ、そんなことはないぞローズ。今日は休みをとったはずじゃないのかね？」

「ハハ、国のために私が休むことは……ん？　お前誰だ？」

　ローズと呼ばれた女性がギロリとこちらを見る。

　うっ、何だこの人怖い……。皆は、この人に僕が治癒の適性があるって知られたくなかったのか。

「か、彼は勇者ではない！　不幸にも、こちらの不手際で巻き込んでしまった少年だ！」

　王様必死。

「そうですか……おうボウヤ、名前はなんていうんだ？」

「う、ウサト……です」

「ウサトか。私の名前はローズ。王国の救命団の団長を務めさせてもらっている。よろしくな」

　救命団？　僕の目にはこの人が命を救うようには見えない。むしろ命を狩る職業をしていそうに見えます。

　じわりと額に汗が滲にじむのを感じる。

「そ、そろそろいいだろうか？　ウサトも疲れているだろうから休ませてやりたいのだが」

「それもそうですね。じゃあロイド様、他の勇者はどこにいるんですか？」

「ああ、それなら……」

「おいウサト！　大丈夫か!!」

「いきなり走り出してどうしたんだ、ウェルシーさん」

　後を追ってきたカズキと犬上先輩が入ってくる。

　王様は、カズキ達の方を見る。

「彼らがそうだ」

「ほお、いい面構えじゃないですか」

　僕からカズキと先輩へ興味が移ったことで、王様達が露骨に安あん堵どの表情を浮かべている。もちろん、僕も恐ろしい視線から逃れることができてひたすらに安堵している。

「大丈夫だよカズキ」

「……ふぅ、何だよぉ。お前の触った水晶が緑色になったのを見て、ウェルシーさんが血相変えて連れていったときは何事かと思ったぞ。でも良かった、何もなさそうで……」

　あっ、言っちゃった。

　やばい、そう頭をよぎった瞬間、再び鋭い視線が僕へ突き刺さる。

「緑……だと？」

　ローズさんがこっちを見て、ニヤァと口角を上げた。

　王様が顔面蒼そう白はくになる。もちろん僕もだ。かつてないほどの危機に陥っている。主犯は僕の近くにいる男、カズキ。

　悪気がないのは分かってる。でも、今は空気を読んでほしかった……。

　恐怖のせいで足を震わせる僕を見て、ローズさんは見み惚とれるような、それでもって恐ろしさを感じさせる微笑を浮かべ、王様へと振り返る。

「ロイド様、ちょっとあの少年借りますね」

「ウェルシー!!　ウサトを避難させるのだ!!　今や彼は我が国にとって大切な客人!!　あそこに行かせてはならぬぅ!!」

「え、あそこって……」

　ウェルシーさんは、僕の前に出て杖つえを構える。

　ウェルシーさんに隠れて前が見えない僕は、横に動いて前を見るも、既にローズさんの姿はない。ウェルシーさんも「どっ、どこです!?」と戸惑っている。

　すると突然の浮遊感、誰かに抱きかかえられる。

　顔を上げると、いつの間にか隣にいたローズさんが、脇に抱えるように僕を持ち上げ……た？　体重六〇キロぐらいある僕を片手で、しかも軽々と持ち上げた!?

「ロイド様。この少年、私が一人前の治癒魔法使いに育て上げてみせましょう!!」

「待て！　お願いだ待ってくれ!!　お前が治癒魔法使いを求めるのは分かる……だが、彼は本当に巻き込まれただけなのだぁ──!!」

　椅子から立ち上がり、僕を抱えたローズさんを呼び止める王様。

　だが高笑いを上げているローズさんには届かない。僕はどうしたらいいのだろう。カズキと先輩も呆ぼう然ぜんとしている。

　えっ？　えっ何これ、拉致!?

　今さらながら改めて自分の状況を理解した僕には、猛獣のように笑みを浮かべるローズさんに、ひたすら視線を合わせないようにすることしかできなかった。
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　ウサト君が連れ去られてしまった。

　一いっ旦たん心を落ち着け、ロイド王の方へ意識を向ける。

「あぁ、ウサトは関係のない一般人だというのに……」

「ウサト君はどこに連れていかれたのですか？　育てると言っていましたが……」

　今ここで飛び出していってもしょうがない。

　まずは事情を知っているロイド王に話を聞かなければならない。

「……ウェルシー、説明を頼む」

「はい、えーと」

　どかりと腰を下ろしたロイド王は、疲れきった表情でウェルシーさんに説明を託す。

　よほど、ローズという女性の相手に精神をすり減らしたのだろう。

　ウェルシーさんは私とカズキ君の前に歩み寄り、説明を始める。

「彼が連れていかれたのは、この城から少し離れた場所にある救命団ですね。そこは団長のローズ様を筆頭に、五人の助手と二人の治癒魔法使いの総勢八名により運用されているのです」

「少なすぎませんか？」

　魔物と闘うのならば、それなりの人数が必要だと思うが……。

「十分です。魔法使いはどんな適性でも応急処置程度の治癒魔法は使えます。だから自分の傷は自分で治せます。もちろん仲間の傷も……しかし、大怪我はすぐには治せないのです。そこで必要なのが、彼が適性を示した治癒系統の魔法です」

　自分で治せない傷を治してあげるのが治癒魔法使いの本領というわけか。となるとウサト君は、この国でも貴重な治癒魔法使いになれるということか。

「なぜ、ローズという女性にウサト君を任せたくなかったのですか？」

「……ロイド様」

「構わん」

　ロイド王に許可を求めたウェルシーさん。

　やはり何か事情があったのか……。

「ローズ様は、治癒魔法使いのエキスパートです。しかし、なんと言いますか……少し部下に対する教育方針がおかしいんです」

「おかしい？」

「えと、私も詳しくは知らないのですが……『救命団は常に死と隣り合わせ！　よって貴様らにはどんな苦境でも生き残れる術すべを授けてやろう!!』と団員を厳しく指導し、そのしごきに耐えられず、逃げ出してしまう団員が後を絶たないのです。実際、王国の騎士と救命団との合同訓練ではローズ様の指導に騎士達の方が耐えられなくなり、結局は救命団のみの訓練になりました」

「その騎士？が耐えられないとなると、ローズという人物は相当な実力者なのですか？」

　私の問いにロイド王は、懐かしむように顎をさすりながら答える。

「ああ、今は救命団に移っているが以前は……いやこの話はよそう。あやつには並の騎士では全く歯が立たん。それに、魔王軍が侵攻してきた際は救命団の活躍のおかげで大多数の兵士の命が助かった。そのおかげで魔王軍を撃退できたと言ってもいいほどにな。そういう功績でも分かるように、ローズの教育方針は間違ってはいない。しかしな……」

「しかし？」

「その教育で出来上がるのが……はぁ」

　遠くを見るような目をしたロイド王は、大きなため息をつく。

　王様も心労が絶えないのだなと思いながら、私はウサト君の身を案じるのだった。
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　ローズさんに連れていかれたのは、城から少し離れたレンガ造りの建物だった。

　空は既に暗くなっていた。

　ローズさんに促され建物の中に入ってみると、中は清潔にされており、奥の方には患者用のベッドや薬品のようなものが置いてあった。

　診療所のような内装に、意外と綺麗にしてあるんだなーと、感嘆の声を上げながらきょろきょろと中を見回す。

「今日からここがお前の家だ」

「え？」

「お前ら！　新入りだッ、出てこい!!」

　大声で誰かを呼び出すローズさん。

　すると、建物の奥の方からバタバタと複数人の足音が一斉に近づいてくる。最初に入ってきたいかつい風貌の男が、ローズさんの前にバッと背筋を伸ばし立つ。

　え、なに、この人怖い。

「お帰りなさいませ、ローズの姉御!!」

「おうアレク、私の留守の間に何かあったか？」

「いつも通り誰も来ませんでした!!」

「そうか、それはいいことだ」

　アレクと呼ばれた男を皮切りに続々とやって来る男達。

　僕はその面子に顔を硬直させる。

　ここだけ世界が違う……？

「お前らに紹介するぞ。今日から私が面倒を見ることになったウサトだ、仲良くしてやんな」

「「「分かりやした!!」」」

「よしッ!!」

　よしッ、じゃねえよ!!

　思わずキャラ崩壊した僕は、目の前に並ぶ五人の悪人面を見てこの先の未来に恐怖する。

　僕、生きて帰れるの？

　ここは盗賊のアジトかと錯覚してしまい、思わずローズさんの顔を見てしまう。

「ん？　何だウサト。ああ、こいつらの名前が分からねえのか？　じゃあ、お前ら自己紹介しろ」

　やっぱこの人全然分かってねえや。

　この女性は目の前の男達の顔が怖くないのだろうかと、割と本気で疑う。

　……あっ、そっかー。団長だからこの人もこいつらと同じタイプの人間だこりゃ。

　悪人面の男達は僕の周りを取り囲むように並び始める。何を始めるつもりだ？　いつでも土下座できるぞ？

「オレはトング、特技は消毒。ヨロシクなァ新人」

　一歩前に出た一際身長が高い男、トングが低い声で僕に自己紹介する。

　ニヤァと歪いびつな笑顔を浮かべているトングに汗が止まらない。くっそ、消毒ってなんだよ。火炎放射器でも振り回すのかよ。

　トングに続いて、他の男達も一人ずつ自己紹介を始める。

「ミルだ、ヨロシクゥ新人」

「アレクだ、ヨロシクゥ新人」

「ゴムルだ、ヨロシクゥ新人」

「グルドだ、ヨロシクゥ新人」

「ごっ、ごめんなひゃい……」

　泣いた。

　高校二年生になって泣くのはかっこ悪いけど、この状況は誰だって泣くと思うんだ。周りを強こわ面もての男達に囲まれ退路を断たれると共に、四方八方から僕に自己紹介するのだ。この儀式のような自己紹介はなんだろうな。僕は供物か!?　供物なのかッ!?

　これで泣かない奴はおかしい!!

「おいテメェら！　新人を怖がらせてんじゃねぞ!!」

「ウゴァ!!」

　トングの姿が一瞬で視界から消える。ローズさんが彼を蹴り飛ばしたのだ。

　歯は軋ぎしりをしながら額を押さえた彼女は、僕の周りの四人に怒声を上げる。

　正直、僕が一番怖いのはあなたです。

「仲良くやるのは別に構わねえが……分かってるよな？」

「ローズの姉御！　俺達は俺達なりの出迎えをしたまでですぜ!!」

　これで出迎えのつもりだったの!?

　小太りの男、ミルの言葉に愕がく然ぜんとする。このはき違えたおもてなし精神に戦慄を隠せない。

　ミルを蹴り飛ばしたローズさんは、鋭い目で僕の方をギロリと睨にらむ。

「ったく……。ウサト、こいつらは治癒魔法使いじゃねえが私の部下だ。こいつらの主な仕事は戦地での怪我人の確保。それと治癒魔法が使える奴があと二人いるが、生あい憎にくそいつらはこことは別の場所で働いている。だから私がお前に治癒魔法を教えてやる」

「え？」

「返事はどうした？」

「はっ、はい！」

「よし、じゃあ明日から訓練を始める。部屋は……トング、テメェの部屋が空いてたよな？」

　僕の意思はどこかへフライアウェイですか？

「オレだけ一人部屋です」

「じゃあ丁度いい、こいつに色々訊け。もう夜も遅せぇからテメェら休んでいいぞ」

「「「へい!!」」」

「はい……」




「ついてきな、部屋を案内してやる」

　トングについていき、部屋に案内される。

　案内された部屋は、割と普通だった。散らかってもいないし、無駄なものもない。自分の部屋とは大違いだと思いつつベッドに腰を下ろす。

　意外だな。鎖とか火炎放射器とか置いてあるかと思った。

「おい、新人」

「なんでしょうか？」

「オレに敬語はいらん、タメ口で構わねえ」

「……分かった」

　突然声を掛けてきたトングに、ビクリと体を震わせながら応答する。この人すごく背が高いから威圧感がある。話しかけられるだけで精神がガリガリ削られる。

　トングは素朴な服を僕に投げつけ、ぶっきらぼうに言い放つ。

「それが訓練時に使う服だ。上下揃そろえて三着ある、着回して使えよ。トイレはこの部屋を出た少し先にある。詳しいことは姉御から聞かされると思うが……」

「あっ、ありがとう」

　ずっと学生服でいるのは辛つらかったので、この服はありがたい。とりあえず学生服から着替えトングに教えられた場所に服をしまう。

　トングは、既にベッドに横になりながら僕のいる方向とは逆の方向を向いている。

　なんだ、ただのシャイボーイか。このツンデレめ。

「訓練はキツイ、早く寝やがれ。特にテメェは治癒魔法の訓練だ……明日は地獄だぜ」

「じっ、地獄？」

「治癒魔法は自分の傷も治せる……後は言わなくても分かるだろ」

「……」

　つまり、どんな怪我を負っても続行ということになると？

　顔から血の気が引く。

　自分の傷すらも治せる。休ませてもらえないわけですね分かります。

　それでも、ローズさんはここのボス。彼女から治療魔法を習う前に、少しくらいは予習しておきたい。

　望んでここに来たわけじゃないけど、治癒魔法を教えてくれるのなら師事してみるのも悪くないかもしれない。

「治癒魔法使いについて教えてくれないか？」

　これはチャンスだ。

　異世界で、この治癒魔法という特異な力を扱う術を身につけることができる。まだまだ先行きが不安だけど、元の世界で憧れていたような非日常を楽しめるようになるかもしれない。

　それに、僕がカズキや犬上先輩のサポートができるようになれば、役には立てるはずだ。

「あぁ？　チッ、仕方ねえな。治癒魔法使いってのはな、良く言うと治すことに長たけた魔法使い。悪く言うとそれしか能がない魔法使いってことだ」

「能がない？」

「そうだ。攻撃魔法が使えないってことは、戦闘では常に的になる。ここでも数年前までは治癒魔法使いは侮ぶ蔑べつの対象として見られていたんだぜ？　他の国では今でも『治癒魔法使いは役に立たない』なんていう風潮が残ってる」

　確かに、戦いの中で狙われる治癒魔法使いはいらないものと扱われてもしょうがないだろう。

　僕だってゲームではいつも回復要員を先に潰つぶす。

「ま、実際オレもそうだった。攻撃魔法の使えねえ治癒魔法使いなんて雑ざ魚こ、そう思ってたんだけどよ……」

「思って、た？」

「……少し喋しゃべりすぎた。寝るぜ」

「え、中途半端すぎるよ」

「うっせぇ！　早く寝ろやボケ!!」

　横になりながら叫んだトング。

　別に怒鳴んなくてもいいじゃん。怒鳴られたことに精神的な傷を負った僕は、ベッドの中で少し涙を流しながら、明日から行われるという訓練に備えるのだった。





　　第二話　地獄の始まり!!　の巻







　ローズさんに日記を書けと言われ、今日から書いてみる。

　こっちの文字は扱えないけど、僕だけしか読めないという点では秘密にできるからよしとする。

　日々の鬱うっ憤ぷんをここに書き記してやるぜー。




　一日目




　とりあえず、今日の出来事を綴つづっていく。

　昨日、トングに地獄といわれた訓練は、思いのほか楽なものだった。

　まずは魔力を感じること。これは簡単にできた。胸の中心あたりに温かい何かが込み上げてくる感覚がそうらしい。その魔力を体外に出すことが、僕が次にするべきことだとローズさんは言った。

　魔力の練習を切り上げた後、次に行ったのはこの世界の知識についての勉強。

　机に座らせられて分厚い本を渡され、ただ一言「読め」とだけ言われた。なかなか無茶を言ってくる先生である。

　僕にこの世界の文字が読めるはずないと反論したら怒鳴られた。勇者召喚された人物には文字翻訳の魔法が自動的に掛かると言われた。確かに本の文字が読めた。

　魔法ってすごい。

　本によれば、この世界にはモンスターがいるらしい。これぞ異世界って感じがして喜びのあまり思わず奇声を上げてローズさんに殴られた。

　すごく痛かった。

　黙々と本を読んでいるうちに、この世界には多種多様な種族がいることも分かった。中にはゲームに出てくるような種族もいる。

　他に分かったことといえば、リングル王国以外にもたくさんの国があることだ。主に人間の国ばっかりだけどね。

　僕が黙々と分厚い本を読んでいる間、無言で前の席に座るローズさん。

　プレッシャー半端なかったっす。

　でも、毎日がこんな訓練なら僕もやっていけるんじゃないか？

　トングが僕をかわいそうな奴を見る目で見ていたことが気がかりだけど……。

　まあ、明日も訓練頑張らなくちゃな。




　二日目




　いっぱいはしった




　三日目




　筋肉痛で全身動かなくなるまで走らされた。

　休みなんて与えられず、倒れたらローズさんが僕の体を治して走らせる。

　あの人マジ頭おかしい。「脚を鍛えろ、そしたら死なない」とか、「走りながら魔力を感じろ」とか。あれ？　僕の想像していた魔法の訓練と違う。

　僕はあなたの奴隷じゃないんだ、って言ったら「死ぬ気でやれ、死んだら治す」と言われた。あの人の前じゃ死すら休息にならない。

　次に「僕の脚はボロボロなんです！　無理です助けてください！」と土下座をしてローズさんに命乞いしたら、無言で太もものあたりをビンタされた。痛みで転がっていると、脚の痛みはなくなった。

　「筋肉痛を強制的に治した。さっさと走れゴミ」だって……マジやべえ。




　四日目




　今日は、他の団員と訓練した。

　筋トレの粋を超えていた。救命団の訓練というより兵隊のような訓練だった。

　変な掛け声を出しながら、全力疾走に近いスピードで走るヒャッハー共。

　当然僕は置いていかれる。

　そんな僕に掛けられたローズさんの声が「おい、遅れている虫がいるぞ？」だった。

　カズキ、助けて。

　治癒魔法を習う前に僕が死んじゃう。




　五日目




　僕の心のＳＯＳが届いたのか、カズキと犬いぬ上かみ先輩が僕の元にやって来た。

　二人は城で訓練しているらしい。

　先生として、魔法使いのウェルシーさんと軍団長のシグルスさんという人がついてくれているとのことだ。

　シグルスさんはとっても厳しいけど良い人なんだって。

　あと、王様の娘のセリアというお姫様が、カズキの訓練によく付き合ってくれるらしい。

　……何も言えないよ。

　僕は何をしているか訊きかれたけど、走ったとだけ伝えておいた。

　カズキは疑問に思った表情をしていたけど、犬上先輩は僕の脚を見て息を呑のんでいた。

　少し触らせてくれって言っていたけど、息が荒かったので無視した。

　二人も頑張っているんだ。僕も頑張らなくちゃ。




　六日目




　今日も走る。

　走ってる時に、手に緑色の淡い光が集まっていることに気付く。

　僕はそのとき思った。「いまこれ必要？」と。

　今日もローズさんは、冷血鬼畜ババァ（笑）でした。

　読めないからこそ書ける悪口だね。




　七日目




　あの人はエスパーか何か？

　それとも僕の顔に出ていたのか。

　死ぬほど走らされて、頭がおかしくなるほどしばかれた。

　なにが「苛いらついたから厳しくする」だよ!?

　あの怪力ゴリラ女……絶対復ふく讐しゅうしてやるぅ。




　八日目




　ぼくはほんとうにがくしゅうのうりょくがない




　九日目




　ちゆ　いらなく　ない

　ちゆ　すごく　ひつよう




　十日目




　心が荒すさんでいるのが分かる。

　治癒の魔力を体外に出せるようになってから、どんなに走らされても疲れなくなった。

　日に日にやつれていく僕……なんだろうなあ。

　ローズさんの元で訓練をしてから十日。最初は魔法を覚えたいって気持ちと、カズキや犬上先輩の助けになりたいって気持ちで訓練をしてきた。

　でも、魔法の才能も何もかもが違っている二人に、平凡な僕が助けになれるのだろうか。最近はそんな疑問が頭の中でぐるぐると回っている。

　こんなことローズさんに言ったらぶん殴られるだろうけど、僕は自分の目的を見失いつつある。

　でも、救命団の訓練だけは、少なくとも僕の意思でやっている自覚はある。ローズさんに無理やり入れさせられた場所だけれど、もうここまで来て逃げ出すのは癪しゃくだ。最後まで訓練をやりきってあの人に一泡吹かせてやる……。




　というか、ローズさんって言うのも億おっ劫くうだな。

　もうローズでいいや。




　十一日目




　今日から新しいメニューが加わった。

　腕立て伏せだ。とりあえず一〇〇〇回やれと言われたので治癒しながら淡々とこなす。

　僕の様子になぜかローズは満足そうな顔をした。僕の顔に何かついていたのだろうか。

　今日はほとんど怒鳴られずに訓練が終わった。

　正直怖い。普通なら「やったー今日は怒られずに済んだぞー」と諸もろ手てを挙げて喜ぶのに……。




　十二日目




　朝から昼まで走った後、夜まで腕立て伏せ。

　それ以外、何も書くことがない。強いていうなら、なんだか体が軽い。




　十三日目




　何かを悟られたのか、体に重りつけられた……すごく、重かった。

　走っている僕を見て、衛兵がドン引きしているところなんて見てない。




　十四日目




　トングの野郎、僕の昼の弁当を勝手に食いやがった。

　あの野郎ゆるさねえ。

　トングへの仕返しは後でするとして、思えば訓練開始から二週間が経った。

　なんだかんだで僕はうまくやっていけている。

　走るのも苦じゃないし、最近つけられた重りもしばらく走ったらすぐに慣れた。




　あれ、もしかして僕、洗脳されてる……？





　　　　＊＊＊






　私とカズキ君、そしてウサト君がこの世界に召喚されてから約三週間が過ぎた。

　ずっと訓練漬けだったせいか、私もそれなりには闘えるようになったが……実戦でまともに闘えるかはまだ分からない。

　今は、午前の訓練が終わり、訓練場の一角の木陰で昼食をとっている。

「カズキ君も随分強くなった」

「先輩には敵かなわないですよ」

　カズキ君も、猛スピードで成長していた。

　私も、リングル王国最強の騎士シグルスや、優秀な魔法使いであるウェルシーと引き分けにできるほどに強くなった。かなり手加減してくれているのは分かっているが、私達の成長にかなり驚いているのは理解できた。

　でも、私の中ではまだ足りない。

　この国の魔法にはロマンが足りないのだ。ちょっと強い電撃を飛ばしただけで拍手喝采の嵐。カズキ君だったら顔を真っ赤にして照れるだろうが、私は違う。

　さらに広範囲にドカンとくる技とか、雷パンチとか、もっと変態的な技をやりたい……っ。

「自分で作るしかないか」

「どうしたのですか？」

　おっといけない、思考が漏れてしまったようだな。

　私に声を掛けてきた金髪碧へき眼がんの少女はロイド王の娘、セリア・ブルーガスト・リングル。

　彼女のような人物がなぜここにいるかというと、時はウサト君がローズに連れ去られた後にまで遡る。

　ロイド王は、ウサト君を連れ戻すのは困難と判断した。

　そして、私とカズキ君に教育係として、軍団長であるシグルス、凄すご腕うでと評される魔法使いであるウェルシーの二人をあてた。その際に一緒に呼び寄せた娘のセリアに、彼女と同年代である私達を紹介したことが始まりだった。

「……」

　昼食を食べ終えたカズキ君は、城から外の風景を眺めている。

　ふむ、なんか物憂げな表情からして、ウサト君の心配でもしているのかな？

「……ウサト、今どうしてるかなぁ」

　分かりやすいな君は。

　前にウサト君に会った時、彼は酷ひどくやつれていた。

　異世界の生活は彼にとってそれほど馴な染じまないものだったのか、それとも救命団の訓練がそれほどまでに過酷だったか……。

「ウサト様とはどのようなお人なのですか？」

　ウサト君に興味を持ったセリアが、彼について訊いてくる。

　私が答えようとすると、先にカズキ君が胸を張りながら、彼について話しだす。

「ん？　ああ、この世界に一緒に来た友達だよ。まあ友達になったのは召喚される少し前だけどね」

「あの喜びようからすると、カズキ君に男友達がいないことは本当だったらしいね」

「ち、ちがっ!!」

　友達くらいいます、と自信なさげに呟つぶやいたカズキ君をクスクスと笑うセリア。

　まあ、私は知っているのだけどね。周囲の男子から距離を置かれていたカズキ君の学校風景を考えれば、ウサト君はたとえ短い付き合いでも大事な友達なのだろう。

「そのお方はどちらに？」

「救命団ってところかな？　確か……」

「きゅ、救命団ですか!?」

「そうですよね、先輩」

「そうだね」

　私は前に会ったウサト君の様子に疑問を持っていた。私は元の世界で様々なスポーツを嗜たしなんでいたので、体の構造……特に筋肉の構造についてはある程度の知識がある。

　ウサト君の両脚は見間違うほどに発達していた。それに合わせるように上半身の筋肉も鍛えられていた。まだ訓練を始めてから一週間も経っていないにもかかわらず。

　触らせてくれさえすればもっと色々分かったのに、いけずだなウサト君は。

　しかし短期間での急激なトレーニングは体に悪い。そのような面を考えれば──。

「心配だな……」

「先輩？」

「いや、なんでもないよ。セリア、さっき救命団と聞いて驚いていたけど、そこで何かあったのかな？」

「いえ、あの……最近、救命団に関するおかしな噂うわさが城に広まっていまして……」

「噂？」

　その噂について彼女は何かを知っているようだ。その証拠に、ウサト君の話を聞いてから一向に私達に目を合わせない。

　もしかしてウサト君になんかよくないことがあったというのか？

　彼女は口ごもりながら、ぼそぼそと言葉を紡ぐ。

「あくまで噂ですよ？　救命団に入った新人が、救命団の団員でさえも音を上げる訓練を黙々とこなしているという噂です。そのことを衛兵の方が話しているのを小耳に挟みましたが……」

「……なんだか本当に心配になってきた。今日の訓練はここで切り上げてウサト君の様子を見に行かないか？」

「あっ、私も行きます」

　顔の筋肉が硬直するのを感じながら、二人にそう告げると、カズキ君も同じく顔を引きつらせながら頷うなずくのだった。




　午後の訓練を休んだカズキ君と私は、セリアと共にウサト君のいる救命団の宿舎へと向かっていた。さすがにお姫様を城の外に出すのは危険ということで、護衛としてシグルスもついてきた。

　救命団の宿舎がある場所は、木々が生い茂っており、人の姿はなかった。

　先日来たときには、宿舎の前にウサト君がいたはずだが……。

「ここにウサト様が？」

「そのはずだけど……いないな」

「今は午後の訓練中じゃないか？」

「じゃあ、探してみるか。邪魔になりそうだったら帰ればいいだけだし。シグルスさん、案内お願いできますか？」

「分かりました。ではついてきてください」

　様子を見るだけなので、長居するつもりはない。シグルスを先頭に救命団の訓練場へ、生い茂る木々の間を通り歩いていく。

　いつも城の景色ばかり見ているセリアにとって外の景色は新鮮なのか、目を輝かせきょろきょろと周りを見ながらカズキに話しかけている。

「ふあ……すごいですねカズキ様」

「セリア様、あまり私から離れませんように……」

「シグルスは過保護すぎです！」

　彼女は一国の姫なのだ。シグルスが過保護になるのも無理はないだろう。

　困ったような表情をしながら先導しているシグルスに、カズキ君が申し訳なさそうに謝る。

「すいません、シグルスさん」

「いえ、気にしなくていいのです。私もローズに用があるので……この先に訓練場があります。恐らくその場所にウサト様がおられます」

「そうですか！」

　シグルスが指差した方向を見据える。

　前に会ってからの間に彼はどのような成長を遂げているのか。そんな思いを抱きつつ林を抜けると、直径三〇メートルほどの広場に出る。

　その広場の中心には、腕立て伏せをしているウサト君──だが、隣で見ているカズキ君からは喜びの声は出なかった。それは私も同様である。

「「……」」

「どうしたのですか？　一体、何が起こって──!?」

「フッ！　フッ！　フッ！　フッ！　フッ！」

「おい、ペースが落ちてるぞ。芋虫かテメェは？　重り増やしたくらいで音を上げてんじゃねえぞ」

「誰がッ音を上げたってッ言ったよッ!!」

「無駄口叩たたいてんじゃねえよ」

　腕立て伏せをするウサト君。

　そして、その背には大きなブロック状の大岩。

　見積もりで五〇キロほどか。それがウサト君の背に載せられている。

　さらに、その岩に尊大に座る救命団団長ローズの姿。

「……チッ」

「何だァ、舌打ちが聞こえたんだけどなァ」

　今、ウサト君から舌打ちが聞こえた。

　あれは本当にウサト君なのか。

　召喚される前、私達と楽しく会話に花を咲かせていたあの優しげな少年はどこに行ってしまったのか。

「あまりにもローズさんが軽くてビックリしたんですよ……。思わず舌打ちしちゃいました」

「ほほォ嬉うれしいことを言ってくれるじゃねえか。そんな余裕があんなら、もっと重り増やしても問題ねえよな」

　地面に下りたローズは、近くに置いてあるブロック状の大岩を軽々と持ち上げウサト君の背の大岩に重ねるように載せる。

　ズンッ、と擬音が付きそうな勢いで腕を震わせ体が沈むウサト君だが、ギギギと歯を噛かみ締め負けじと腕立て伏せを続ける。

　その様子に満面の笑みを浮かべるローズ。












「なかなかいい感じに私好みになってきてんじゃねえか。これなら思ったより早くあそこへ連れていけるな。ん？　お前らは……」

　私好み……だと？　もしや自分色に染め上げるためにこのような仕打ちをしているというのか。

　ファンタジーというより、格闘映画の修行のワンシーンのような場面に遭遇し困惑する。

　カズキ君は目を擦こすり、この光景を夢だと思っているようだ。無理もない。普通の少年に見えたウサト君が、ギラギラと目を怒らせながら腕立て伏せをしているのだ。現実逃避したくなるのはしょうがないことだろう。

　だが、軍団長のシグルスは怒りの表情を浮かべ、ローズの元に歩み寄る。

「よお、シグルスのオッサン。どうした、こんな場所に勇者様と姫様連れてよォ」

「貴様は、何をやっている」

「あ？」

「何をやっているか訊いておるのだ!!　このような未来ある若者を壊すようなマネをしおって!!」

　ローズの胸倉を掴つかみあげるシグルス。

　シグルスが怒る気持ちは分からないでもない。彼女がウサト君に対して行っている所業は訓練と呼べるほど生易しいものではなく、むしろ苦行に近い。

　胸倉を掴みあげられたローズは、先ほどの笑みをひそめ無表情にシグルスの腕を掴む。その握力でシグルスの籠こ手てがメキメキと音を立てて歪ゆがむ。

　シグルスはひしゃげていく籠手に目もくれず、ローズの襟から手を離さない。

「離せよ。アンタの騎士道精神は立派なモンだが、それを私に押し付けないでくれるかな。私には私のやり方があるんだからさ……それにこいつは私の右腕にする男だ。これぐらい軽くこなしてもらわなきゃ困る」

「右腕……だと？」

「そうさ、こいつはとんだ拾いモンだ。負けず嫌いなところがいい、屈服しないところがなおいい。それに加え私の訓練についてこれるというお墨付きだ」

　私は、ローズの目を見て思わず後ずさる。

　彼女の目は、どこか別の場所を見ていたからだ。

　こちらを見ているはずなのに、こちらを見ていない。そんな矛盾をはらんだ目をしている。

「異常者め！　王に貴様を軍に戻すよう命じられたが、その様子では無理なようだな!!」

「ははッ！　右目が開かねえから、どっちにしろ無理だよ」

「戯たわ言ごとを！」

　自らの開かない右目を指差し、そう言い放つローズ。

　彼女は右目に刻まれた傷を建前にして軍に戻ることを拒否しているのだろうか？　ロイド王やウェルシーの話を聞く限りでは、目の傷なんて関係ないくらい有能な人と思えるのだけど。

　ふんっ、と鼻を鳴らし私達のところへ戻ってきたシグルスは、心配そうに見守っていたセリアに近づく。

「セリア様、少しこの場から離れます。カズキ様から離れませぬように」

「え？　ええ……」

「落ち着いたらすぐに戻ります」

　そうセリアに言い放ち、林の中へ消えていくシグルス。

　彼自身、これ以上ここにいたらローズとケンカに発展することを理解していることからの配慮だろう。

「さあ、シグルスはどっか行ったことだし……勇者と姫様はこれに話があるんですか？」

「これじゃねえし。おい、どういうことですか？　僕を右腕に？　やったー右腕になった暁あかつきには僕の右パンチをローズさんにプレゼントしますよ。ささっ、右腕欲しいなら喜んで顔を差し出してください!!」

「その前に私がプレゼントしてやるよ……っといきたいところだが、せっかく勇者様方が来たんだ、話したいこともあるだろう。昼も兼ねて休憩だ」

　ウサト君に対し右拳を構えたローズ。しかし私達の方を見て気が変わったとばかりに拳を下ろすと、宿舎の方に歩いていく。




　その後ろ姿を見届けながら、背中の重りを地面に下ろし背伸びするウサト君の元に近づく。

「大丈夫？」

「大丈夫ですけど……そちらの方は？」

　私達と共に来たセリアの方を向いて疑問の声を上げるウサト君。

「私はセリア・ブルーガスト・リングルと申します。セリアと呼んでください、ウサト様」

「う、ウサト様……それに王様の……？」

「はい、娘です」

　王様の娘と聞いて、若干パニックになるウサト君。女性にそう呼ばれることに慣れていないのだろうか。カズキ君も最初は戸惑っていたしね。

　普通に接してください、とセリアが言うと、ウサト君も渋々頷く。

「そういえば、カズキ達の訓練はどんな感じ？　二人とも、強くなったのはなんとなく分かるけど」

「「……」」

「どうして無言になるの？」

　言えない。自分達はウサト君のやっているような過酷な訓練ではないことを……。いや生易しくはないのだけどね？

　実際、私達が行っている訓練は体を壊さないように配慮され、なおかつ効率よく戦闘力を高めることができるよう綿密に編み込まれたものだが、ウサト君の訓練は違う。体の無理を考えない、限界すら超えた危険なものだ。

　先ほどの常軌を逸したトレーニングや噂の内容からして、三週間、その訓練を行っていたと考えられる。

　体格はあまり変化していないように見えるが、彼の体はこの三週間で常識では考えられないほどの進化を遂げたことを私は見抜いていた。

　見たい……私は思わず彼のシャツに手をかける。

「少しいいかな、ウサト君」

「え？　どうしたんですか犬上先輩……っておおう!?」

　ウサト君の着ていた服を捲まくる。

　その光景を見ていたセリアの頬に朱が差す。

　なるほど、過度な訓練による筋肉の損傷を治癒魔法で無理やり治癒した結果が、この密度の高い筋肉ということか。持久力もさることながら、尋常じゃない力を引き出すことができるだろう。人の枠を超えるほどに……。

「見違えたよ、ウサト君。すごい筋肉だね！」

「なんか犬上先輩、興奮してませんか？」

「いやいや、この短い期間でこれほどまでに仕上げてくるとは、感服したよ」

　本当にここまでよく苛いじめ抜いたものだ。

「カズキ様、スズネ様はどうしてしまったのですか？」

「ごめんセリア、俺にも分からない」

　離れない私に業を煮やしたのか、無理やり両腕で私を引き剥はがすウサト君。

　少し残念だが、ここはひとまず引いておこう。

「はぁ、でも二人が元気そうで良かったよ」

「ウサトは……元気そうだな」

「ははは、最近それだけが取り柄みたいになったからね」

　疲れた様子を見せずに快活に笑うウサト君。

　その笑顔にカズキ君はホッと安心するように息を吐いた。

「俺達の心配も杞き憂ゆうだったようだな」

「心配？　……まあいいか。今度は僕の方からそっちに行くよ。城の訓練も見てみたいし」

　城の方を見ながら遠い目をしたウサト君に、セリアは小声で「なんて、お方」と戦慄している。

　騎士の訓練のレベルが救命団の訓練量と同じだと思っているだろうウサト君に、あまり城の訓練は見せたくないのだろう。恐らく騎士の士気が下がる。

「ウサトのやっている訓練は、いつもさっきみたいなやつなのか？」

　カズキ君が、やや遠慮気味にそう訊くと、彼は困ったように頭を掻かいた。

「うん。今日はまだ優しい方なんだけどね」

「あれで優しい方なんだ……」

　凄すさまじいな。

　でも、精神的にはどうなのだろうか。

　彼は私達に巻き込まれてやって来てしまった無関係な一般人だ。そんな彼が、ほぼ無理やり救命団という場所に放り込まれて辛つらくて苦しい訓練をしなくてはいけないことに何も思わないのか。

「ウサトは、辛くないのか？」

「え？」

　私と同じことを思っていたのか、カズキ君がそんなことを訊いた。彼の言葉にきょとんとするウサト君だが、数秒ほど考える素振りを見せるとすぐに答えを返してくれた。

「無茶苦茶辛いね。最初の頃なんて何度も逃げ出したいと思った」

「今は違うのか？」

　カズキ君の言葉に頷くと、彼は右の掌てのひらを私達に見せるように掲げた。

　すると、彼の右手から綺き麗れいな緑色の魔力が放出される。

「相変わらず団長は怖いけど、逃げ出したいとは思わなくなったよ。この治癒魔法のおかげで酷い目にあったけど、今は辛かった訓練もちょっとは楽しいと思えるようになった。それに、ここでの生活もそれほど悪くないしね」

　ちょっと騒がしすぎるけどね、と苦笑しながらそう言った彼の言葉に私は感心してしまった。

「すごいな、君は……。もう自分の居場所を見つけている」

「すごくなんてないですよ。僕はただ、犬上先輩とカズキの足手纏まといにならないように必死だっただけですよ」

「足手纏いだなんて、俺達はそんなこと絶対に思わないぞ」

　心外だとばかりにカズキ君がウサト君の言葉を否定する。

　私も彼を足手纏いだなんて思っていない。

　でも、巻き込まれてしまった彼からすれば、そう思ってしまうのもしょうがないのかもしれない。

　そう思っていた私だが、カズキ君の言葉に苦笑するウサト君を見て、少し驚く。

「違うよ。これは僕の意地みたいなものだ。二人が勇者として魔王軍と戦わなくちゃいけないのに、僕だけのうのうとしてられないからね」

「でも、ウサトが魔王軍と戦う必要は……」

「もちろん、戦う覚悟も何もできてるはずないよ。でも、じっとしてられないんだよ。何かしなくちゃ頑張っているカズキ達に申し訳ない」

　意地か、なるほど。それでは私達にはどうすることもできない。なにせ彼が自分で決めてやろうとしていることだ。それを変えさせることは誰にもできない。

「それじゃあ、私がピンチの時は助けてね、ウサト君」

「いや、あの……いきなりそんな普通の女の子らしいことを言われても……」

「普通の女の子だよ!?　君は私をなんだと思っているんだい!?」

「確かにスズネ様は普通の女の子とは言い難がたいですね……」

　セリア、君まで……。

　カズキ君に至ってはウサト君と一緒に笑っている始末。

　あれ、結構いい話の流れだったよね。なんで私が弄もてあそばれている流れになるのだろうか。




　その後も軽い雑談を交わしていると、林の方から一人の大男が片手に弁当箱のようなものを持ってやって来た。

「おぉい、ウサト！　優しいオレ様がテメェの弁当持ってきてやったぞ!!」

　この時、私はウサト君の額にビキリと血管が浮くのを見た。

　ウサト君は温厚な人物だと思っていたが、彼がこんな鬼のような形相をするなんて、一瞬悪い夢かと思った。

　だが現実はあまりにも非情だった。

　ウサト君が背の高い男に向かって暴言を吐いたからだ。

「どの面下げて僕の弁当持ってんだ木で偶くの坊ぼう!!　その足りねえ脳みそで一週間前のことを思い出せやコラァ!!」

「あぁん!!　何言ってるか分かんねーなァ!!　もっと馬鹿なオレにも分かる言葉で言って見ろよボケがッ!!」

「これ以上分かりやすくすると赤ちゃん言葉になるぞ!!　あっ、そっかぁ!!　トング君は頭に脳じゃなくて綿が詰まってるんだったね!!」

「てめっ……ッいつまでもネチネチとッ、ガキかよ!!」

「そのガキの飯を勝手に食った奴に言われたくないわ!!」

　一気に距離を詰めたウサト君が、背の高いいかつい男にとび蹴りを放った。

　それを危なげなく躱かわした男は、口の端を震わせ彼を睨にらみつける。

「ッぶねぇな!!　当たったらどうすんだよ!!　上等だ……姉御が来る前にテメェをボコボコにしてやる……ッ」

「ハッ、やれるもんならやってみろや!!」

　そのまま取っ組み合いを始めるウサト君と強こわ面もての男を呆ぼう然ぜんと見ていると、隣のカズキ君が困惑しながらも、ははは、と嬉しそうな笑い声を上げる。

「あれが、ウサトの日常なんですね」

「そうだね。彼はここで頑張っている」

　無用な心配だったな。

　彼は逞たくましすぎるほどにこの世界を生きている。むしろ、私達以上にこの世界に馴染んでいるのかもしれない。

　少しヒャッハーすぎるかもしれないけどね。

「なんか俺もじっとしていられない。城に戻って訓練してきます!!」

「あ、お待ちくださいカズキ様!!」

　ウサト君と話をして居ても立ってもいられなくなったのか、城へ向かって駆け出すカズキ君。その後ろをセリアが追いかける。

　二人の背中を見送った私はもう一度、ウサト君の方に顔を向ける。




　私とカズキ君が勇者として召喚されたこと、そして君が巻き込まれて治癒魔法使いとして目覚めたことには、何かしらの意味があると思う。君はただの偶然だろと言うかもしれないが。

「一緒に頑張ろう、ウサト君」

　取っ組み合いをしているウサト君を見て、私はそんなことを呟くのだった。





　　第三話　過酷!!　リングルの闇!!　の巻







　ローズに救命団へ入れさせられてから、一ヶ月が過ぎた。

　その間に僕の体は大きな変化を遂げた。

　まず身体能力が格段に向上した。これは分かる。地獄の特訓の成果だ。

　走り込みから始まり、腕立て、腹筋など、段階的に各部を徹底的に鍛えた。いわゆる細マッチョというものだろうか。元の世界にいた時では考えられないような体の変化だ。

　ローズによると、体を徹底的に鍛えるのは戦場で敵からいち早く逃げるためとのこと。

　速く走ればそれだけ早く助けられる、訓練中のローズの口癖がまさにそれだった。

　救命団、そしてそこに所属する治癒魔法使いは傷ついた者、死に瀕ひんした者を救うことを目的としている。人を治せるのならば助けるのは当然だ、と言うだろうが、それを実行することはなかなか難しい。戦場に放置された怪我人を文字通り運んでいくのだ。それなりの度胸とそれに見合った実力がなければ意味がない。

　でも、僕に人を助けるなんてそんな大それたマネができるのか？

　カズキや先輩のように、この国を救う使命を背負った勇者のようなことを進んでしたいとは思わない。手伝いたいとは思うけど、どんな風に二人の助けになればいいか分からない。

　僕には、まだ覚悟が足りないのだ。

　いくら体が強くなっても、戦場に駆り出されるという現実に心が追いつかない。

「はぁ……」

　朝の訓練前、起きるたびにそう思ってしまう。

　目が覚めて、体を動かすたびに訓練の成果を実感し、そしてその都度、自分にはこの成果に見合う精神力があるのか、と疑問を感じてしまうのだ。

　我ながら女々しいな、と思いながら気つけ代わりにやや強く頬を叩たたく。

「悩んでも仕方ない。今日もいつも通りにやるだけだな」

　今日も昨日と変わらず訓練だ。

　目に見える成果が出て、最近はやる気に満ち溢あふれているんだ。

　よしッ、覚悟云うん々ぬんは後で考えよう。悩んでばかりじゃできることもできないしね。

　ベッドから下りた僕は着替えを済ませ、自室の扉を開け放つ。

　さぁ、今日は何の訓練かな？




「外に出るぞ」

　はいっ、訓練じゃありませんでした。僕のやる気を返してください。

　……思えば、この世界に来て知っている世界がこの救命団しかないという悲しい現実。

　召喚された当日にここへ拉致られたからね。

　目的は分からないが、とりあえずローズについていく。他の団員共は自主練という強制メニューに取り組んでいるのでついてこない。

　全く気の毒なものだ、ふはは。

「これを持て」

　ローズに渡されたのは、僕の身長くらいある大きいリュックサックのようなもの。

　ローズは何も語らずに宿舎から町の方に歩いていく。

　ん？　どうしたトング。そんな死地へ赴く兵士を見るような顔して……なんでもないなら別にいいけど。

「どうした？　早く来い」

　城下町の入り口で僕を待っているローズ。

　なんか、嫌な予感がする。とてつもなく嫌な予感。

　でも、逆らっても面倒くさいことになりそうなので今は大人しく従っておこう。

　渡されたリュックサックを背負い、先に歩き出したローズの背中を追いかけて走り出す。

　彼女のすぐ後ろに追いつきそのまま歩いていると、周りの景色は木々の生い茂る林から活気のある町へと移り変わる。

　初めて訪れる城下町は、僕にとって新鮮なものだった。

　元の世界のように機械や科学は溢れていないが、小さい頃に見た市場と似たような店が並んでいる。

「リングル王国は商業が盛んな国でな。他の国から出稼ぎに来る者も多い」

「そうなんですか……あっ」

　トゲトゲの果物を売っている店で、狐きつねのような耳が生えた少女が挙動不審な動きで店番をしている。あれは、獣人というやつか。実際目の前にするとなんか感動する。

「あまり獣人をジロジロ見るな馬鹿。お前にとって珍しいのは分かるが、奴らにとっては不快なものだ」

「あー、すいません」

　確かに、見世物じゃないんだから、そういう目で見るのは失礼だな。

　獣人の少女から目を逸そらそうとすると、不意に目が合った。僕の顔を無表情で見ている。

　これは──。

「……可愛かわいいは正義ですね」

「なに言ってんだ？　お前は変質者か？」

　全然違います。だからいきなり後頭部を叩かないでください。

　そういえば今のところ獣人は、さっきの少女しか見ていないんだけど……。

「他の国から出稼ぎに来るんなら、もっと亜人や獣人がいてもいいと思うんですけど？」

「……この国に亜人が入るのは比較的簡単だ。ロイド様は心の優しい方だからな。だがその道中に問題がある。盗賊、人攫さらい、殺し屋、クズみてえな連中がつけ狙っているのさ。亜人、特に獣人の中には貴重な能力持ちがいるからな。それに見た目も相まって奴隷として高く売れる」

「奴隷……」

「もちろんこの国では奴隷制度なぞ設けちゃいないが、やってるところはやってんだよ。理解したか？」

「まあ、一応……」

　理解はしたけど納得はしていない。奴隷制度なんて、パンピーな僕には決して理解できるものじゃないもんね。

　そういえばこの前、世界地図を見てみたが、獣人の国はリングル王国から遠い場所にある。

「ここに来るのも、彼らにとっては命懸けってことですか」

「そうだな……次の場所へ行くぞ」

　相変わらず、ローズがどこに行きたいか理解し切れない。

　僕は、後ろ髪を引かれるように狐の獣人の方を振り返る。彼女は僕の方を見ていた。僕から少しも視線を逸らさずに……。

　少し不気味だ。早く行こう。




　その後、僕は一度も振り返らずローズの後をついていった。

　きょろきょろと周りの景色に意識を向け、どこに向かっているのかなぁ、と思いながら歩いていると町を抜けた場所にある大きな扉の前に到着した。

　あれーこの先にも町があるのかー。すごいなー二重構造かー。

　……違うよねこれ。外に出るって王国の外かよ!!

　扉の前で見張っている衛兵にローズが話しかける。

　この一ヶ月で気付いたことがある。

　ローズは誰かと話すときは必ずガンを飛ばす癖がある。

　今まさに門番の人ビビッてるもん。

「おう、久しぶりだなトーマス」

「ロ、ローズさん、きょっ今日はどんなご用件で!?」

「今日は、部下に外を見せようかと思ってなァ」

　これは訳すと「扉開けろ」と言っているようなものだ。

　さすがローズ、いるだけで門番の人をビビらせてくれる。

「い、今開けます!!」

「おう」

「ローズさん、アンタやり口が完全にチンピラなんすけど。あっ、やっぱりなんでもないです」

　一ヶ月も一緒にいたら、どのくらいでキレるのか自おのずと分かる。

　目から光るものを零こぼしながら門番さんが扉を開ける。

　哀愁漂う門番さんの姿を見て哀れに思った僕は、去り際に頭を下げておいた。

　門を出て歩き出した僕とローズ。

「ローズさん、今からどこに向かうんですか？」

「魔物のいる森だ」

「は？」

「ここから大体三、四時間くらいの場所にあるな」

　すいません。僕、あなたの言ってることが分からない。

　えっ、この大荷物ってまさか野営セット!?　僕にモンスターの徘はい徊かいする森で過ごせというのか、この鬼畜オーガは!?

　キョドる僕を完全無視したローズは、ズンズンと歩いていく。

　いや、待て。まだサバイバル生活しろとは言われていない。

　希望を捨てるな僕。
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　薄暗い森が目の前に広がっている。

　崖の上から森を覗のぞき込みながら、後ろで腕を組んでいるローズを見る。

「この森は『リングルの闇』とか『猛獣の穴倉』といった異名がつくほどの場所だ。ここでお前はグランドグリズリーを狩るまで帰ってくるな。期間は問わねえ」

　サバイバル生活と、なんか課題与えられました。

「グランドグリズリーって……百年生きたブルーグリズリーがなる危険な熊のモンスターじゃないですか!!　成長前のブルーグリズリーでもかなり危険な魔物だって本に載ってたぞ!!　アンタ僕のこと嫌いだろ!?」

「いいや、嫌いなはずがないだろ」

「嘘うそつけ!!」

「ああ、面倒くせえ。今のテメェならグランドグリズリーぐらい楽に倒せる。分かったか？」

「分かりません!?　いやぁやめて!?　持ち上げないで!?」

　首を勢いよく横に振る僕。しかしお構いなしに、ガシリと僕を背負っているリュックごと軽々持ち上げるローズ。

　この女、どんだけ怪力ッああ、やめてそんな野球選手みたいに振りかぶらないで──、

「うらァ!!」

「ぎゃああああああああああああ!!」

　グルグルと空中を回転しながら、投げ飛ばされる。

　しかも、ローズの腕力が強すぎるせいか、勢いは一向に収まらない。

　このまま死ぬのかなぁ僕。

　死因、救命団団長による部下投げ。

　いやいやいや、マジでシャレにならん……ッ。

　勢いも収まり、山なりに落ち始める僕。下は木々が生い茂る森。

　死んでたまるか……ッ。

　僕は、ぐるりと空を向くように空中でバランスを変える。背には大きなリュック。これで衝撃を和らげてやる。

　腕で顔を守りつつ、衝撃に備える。

「う、おぉぉぉ!?」

　着地の衝撃は思っていたよりも少なかった。幸い、森の木々がクッションになったことでだいぶ衝撃が緩和されたが、あくまで思ったより少ないというだけ。一瞬のうちに数度の衝撃に見舞われ、その後に目を見開くと、そこには目前にまで迫った地面が見える。

　いつの間にか下を向いていたのか……ッ。いやそれよりもこの体勢で落ちるのはマズい!!

「ここまできて怪我なんてしてられるかよぉ！」

　治癒魔法を全身に展開して自由になった四肢で地面に着地する。

　少し痺しびれるくらいで済んだ……けど、ぐらりと視界が揺らぎ後ろへ倒れる。

　背中のリュックがつっかえになってかろうじて起きていられるけど、疲れた。肉体的にじゃなくて精神的に……。

「生きてる？　良かったよぉ……」

　この無駄に大きいリュックサックがなかったら大怪我していたかもしれないな。ローズに準備してもらってなかったら危なかった。

　でも僕は決してあの女に感謝しない。僕がグランドグリズリーを狩らない限り、あの女はまた僕をここに投げ入れるだろう。

「癪しゃくだけど、ローズの言う通りグランドグリズリーを倒すしかないか」

　たかが、大きさ二メートルくらいの熊。

　地獄を生き抜いてきた僕には、熊ぐらい楽しょ──。

「グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

「えっ!?」

　森のどこからか、大きな獣の雄お叫たけびが聞こえる。その後に近づいてくる足音。

　僕はその場から、脱だっ兎との勢いで逃げ出した。兎う里さとだけにねぇッ!!

「やはり、人は力で獣には勝てないものだね!!　灰色の脳細胞をフルに使った戦術で倒すべきだと僕は思うんだよねぇ!!」

「グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

「追ってきてるしィ!!」

　後ろを見ると、三メートルほどの白い毛並みの熊、グランドグリズリーが口から涎よだれを垂らしながら僕を追いかけていた。

　森に入って早々ターゲットに遭遇したけど、予想以上に怖すぎる。

　爪や牙があんなでかい熊、動物園でも見たことないよ!!

「どうするどうするどうする!?」

　熊と出会った時の対処法。




　一、死んだフリ……は、都市伝説的な意味では信しん憑ぴょう性があるけど、やったら食べられる気がする。

　二、鈴を持って、追い払う……持ってねえし。

　三、逃げる……足には自信がある。




　作戦は決まった。逃げるしかないなァ!!

　熊如ごときが僕の速さに敵かなうとでもォ!!

「グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

「ついてくるしぃ！　やばいぃ！」

　後ろを振り返らずとも分かる。奴は追ってきている。

　今さらながら思い出したけど、熊という生き物は時速四〇キロから六〇キロのスピードを出すと、テレビで見たことがある。グランドグリズリーだって同じでもおかしくはない。いや、もしかしてそれ以上の速さを持っているとしたら──オワタ。

　……いや、よく考えろ。僕はこの世界に来てからずっと地獄の訓練をやってきた。それをこの程度、ちょっと色が違う熊に追いつかれてしまうほどヤワなものだったのか？

　否、断じて否ッ!!

　こんな熊よりローズのしごきの方がもっと怖いんだよォ!!

「上等だ、この熊公がァ。僕と君との一対一の勝負だ!!　僕を食いたければついてこい!!　僕は君を引き離すぜ!!　さあ来────」

「グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

「グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

「グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

「……数を増やすとは卑ひ怯きょうなり!!」

　ずるいよ。後ろ向いたら白い毛並みの熊と青い毛並みの熊二頭が仲良く並んで走ってくるんですもの。

　いつの間に増えた？　大きさと色が違う。ブルーグリズリーか畜生ゥ!!　ポンポン増えやがって、マトリョーシカかお前らは!!

「クッソ！　このリュック邪魔！」

　しかし下ろすわけにはいかない。この中にはここで生き残るためのサバイバル道具が入っているはずなんだ。

　重さ的には、一〇〇キロかそれより少ないくらいだろう。何を詰め込んだらこんな重さになるか理解に苦しむが、ローズのことだ。きっと何かあると僕は信じている。

　しかしだ──。

「僕はいつまで逃げればいいんだろうか……」

「「「グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」」」

　というより僕は生きてこの森から出ていけるのだろうか……。
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　モンスター蔓延はびこるデンジャラスな森に投げ飛ばされたその日の夜。

　僕は、二〇メートルほどの木の上で体を休めていた。

　現在座っている枝はとても太く、リュックを背負っている僕の重さを支えることができるほどの強さを持っている。

　細い枝には濡ぬれた服を干しているので、僕の格好はパンツ一丁である。

　人は変態と僕を罵ののしるかもしれない。でもこれには深い理由がある。

　ローズに森へ投げ飛ばされ、グランドグリズリーとブルーグリズリーから追いかけられること、三時間。一向に撒まけない熊共に疑問を持った僕は、匂いで追われているという仮説を立てた。

　もしそうならば、この体の匂いを水で洗い流せばいいと考え、水辺のある場所を探した。一時間ほどで滝のようなものを見つけた僕は、勢いのまま飛び込んだ。

　その結果、熊は撒いたが服がびしょ濡れになってしまい、安全な場所で服を乾かすために高い木へ登ったところで現在に至る。

「暗いな……」

　日が落ちてから数刻、腹の空き具合から見て現在は八時から九時ぐらいだと見ていいだろう。周囲は真っ暗。頼れるのは元の世界の数倍は大きい月の光。夜行性のモンスターが活動しているのか、けたたましい鳴き声が聞こえてくる。

「チッ、火もつけられないな……」

　火をつけるとモンスターに気付かれるかもしれない。火を怖がって寄ってこない可能性もあるけど、生あい憎にくリュックの中には携帯食料、ペットボトルくらいの大きさの革製の水筒、刃渡り二〇センチほどのナイフ、ペンに手帳しか入っていない。

　火をつけられる道具がない。それにまさか中身の大半が携帯食料とは──食料の心配がなくなるのは分かるけど、これは大丈夫なのか？

「いや、大丈夫じゃない」

　思わず独り言を呟つぶやいてしまう。

　これからどうすべきか。

　最終目標はグランドグリズリーの討伐。でもいくら身体能力に自信があっても、僕がその体を使いこなせない。

　格闘技の経験なんて皆無に等しいんだから。

　どうするか。

「今のところ使えるのは……」

　ナイフに、手帳に、ペン。

　そして濡れた服──とりあえず、乾ききっていないズボンを穿はきナイフを腰に差す。

「敵を討つには、とにかく相手を知らないとな」

　まずは計画を立て、今いる場所を拠点にする。

　幸いこの場所の近くには川がある。寄生虫がいないか心配だけど、この際いないことを祈るしかない。煮沸したいところだけど火がないから我慢する。

「幸さい先さき悪いな。でも、絶対乗り越えて見せる」

　疲労した体に微弱な治癒魔法を巡らす。

　眠ってしまう前に腰からナイフを引き抜き、自分の乗っている木に刃を押し当て削るように切りつける。

「一日目終了」

　たった一人の僕の戦いが始まる。




　翌朝、固い携帯食料を水で流し込んだ僕は、救命団の訓練服を着て、水筒とナイフを装備し森の中を頭を低くして駆け抜けていた。

　ポケットには手帳とペン。それらをいつでも取り出せるように準備してある。

「……どこだ？」

　木にナイフで目印をつけつつ、周囲を探る。

　ここに来る前に川で体を洗ってきたから、匂いの心配はない……はず。

　この森には、あの熊共以外にもたくさんのモンスターがいるらしい。

　拠点を中心に、円を描くように探索する。

「……ッ!!　これは……っ」

　木に付けられた四本の傷。

　なにか大きい生き物が爪研ぎをした跡に見える。この大きさからして昨日のグランドグリズリーの可能性が高い。

　慎重に周囲を探索する必要があるな。

　前を向き、歩き出そうとした瞬間、前方の草陰でガサガサという音がした。

「っ!?」

　魔物……？

　ナイフをゆっくりと引き抜き、草陰に近づく。

　額に滲にじんだ汗を乱暴に拭ぬぐい、いつでも逃げられるように構える。

　凶暴な奴だったらすぐに逃げる。ごくりと唾を飲み込みながら、ナイフを持つ方の手とは逆の手で草をかき分けると──、

「きゅ……」

「は……？」

　草陰には黒色の毛玉がいた。

　いや毛玉じゃない、小さいけど魔物だろう。

　ローズから渡された本には載っていない種だ。アンテナのようにちょこんと立てられた耳と黒い毛並みが特徴的な魔物。

「ウサギ……だよな？」

　見た目は完全にウサギだが、魔物を思わせる黒色の綺き麗れいな毛並みと怪しく光る赤い瞳は精巧なぬいぐるみを思わせる。

　その黒いウサギは地面に横たわりながら赤い瞳で僕の方を見てくる。きゅるーんと擬音が飛び出しそうなつぶらな瞳で見上げられ若干うろたえながらも、かき分けた草を倒し近づく。

　よく見れば黒いウサギの後ろ足に、うっすらと赤い血が滲んでいる。

「お前、怪我しているのか？」

「きゅ」

　こくりと頷うなずくウサギ。

　言葉が通じていることにツッコまない。異世界は何でもありというのは分かっているからね。

　ウサギのそばまで近づき、どこを怪我しているのかを見る。足に切り傷のようなものがある。他の魔物にやられたのか。

「じっとしてろよ」

　手に淡い緑色の光を放出させ、傷口に添える。

　数秒ほどして、手を離すと傷口は跡形もなく消えている。これが僕の訓練の成果。ほとんど自分にしか使ってはいなかったけどね。

「治したぞ、もう怪我しないようにね」

　黒いウサギの頭を一撫なでしてから立ち上がり、その場を離れる。

　愛らしい姿に思わず連れ帰りたい気持ちに駆られるが、僕の目的はグランドグリズリーを倒すこと。可愛らしいウサギにかまけている暇はない。僕にとってもあの黒いウサギにとっても、これが一番いい選択だろう。

　しかし、離れた僕に近づいてくるウサギ。

　無言で一歩下がる僕、近づいてくるウサギ……何だこれ。

「ほらほら、僕と一緒にいたらグランドグリズリーに襲われるよ？　それとも君はグランドグリズリーの場所を知っているのかい？」

「……きゅっ」

　こっちへ来いとばかりに首を振り、走り出すウサギ。

　まるで花咲か爺じいさんのようだと思いながら、試しに後をついていく。

「きゅ────っ！」

　ぴょんぴょんと音を立てずに跳ねながら森を進んでいくウサギ。その最中、ぴんっと張られた耳がアンテナのように一方向を向いていることに気付く。

　あの耳はレーダーのような役割を果たしているのかな？　超可愛いんですけど。

　ウサギの後をついていくこと約一〇分。軽快に走っていたウサギがいきなり立ち止まる。

「どうした？」

「きゅきゅ」

「うわっ！　何だよ!?」

　突然、足から僕の肩まで上ってくるウサギ。

　黒い毛が首元に触れてくすぐったい。それに意外と重くない。

　何この子、超可愛いんですけど……。

　肩に乗った黒いウサギが耳を前方に折り曲げ何かを示唆する。

「きゅ」

「……前を見ろって？」

　このウサギやはり僕の言葉を分かっている。

　でも可愛いからどうでもいいな。

　前方の藪やぶをガサガサとかき分けると、そこには暗い洞穴と二頭のブルーグリズリー……ぃぃ!?

「おまっ」

　自分で口を押さえる。

　ここで叫んだらあの熊共にバレてしまう。でもあの洞穴が奴らの巣ってことだな。

　僕は肩に乗っている黒いウサギに小さい声で話しかける。

「……ありがと、助かったよ」

　僕の言葉にウサギは照れるように毛づくろいを始める。

　超可愛いんですけど。

　洞穴の場所も分かったことだし、手帳とペンを取り出す。

「きゅ？」

「ん？　これが何かって？」

　普通に熊と戦って楽に勝てるはずがない。

　それなら、相手の隙すきをつくしかない。それならば──。

「観察日記」

　さあ、命懸けの日記を始めようか。




　二日目




　黒い毛並みのウサギに案内され、目的のモンスターの住すみ処かに到着した。

　住処には、二頭のブルーグリズリーと一頭のグランドグリズリーが確認できた。

　ブルーグリズリーの一頭は小柄で仕草も子供のように見えた。もう一頭は大柄、恐らく親のように見える。

　グランドグリズリーは群れで生活すると本に書いてあったけど、これも一種の群れなのかな？

　一時間ほど観察した後、あまり進展も見られなかったので、切り上げた。

　相変わらず、僕の肩にはウサギが乗っていたけど……可愛いから許す。




　三日目




　三日目も、住処を観察。

　相変わらず動きはない。

　変わった点もないので、今日のところはこれくらいにする。

　僕についてくるこのウサギは何だろうか？　言葉も通じるし、固有で持っている危機察知能力はとても便利だ。

　疑問が尽きない。

　でも可愛いからいいや。




　四日目




　お腹痛い。




　五日目




　やっぱり水がダメだった。

　腹痛に苦しむ僕のそばにいたウサギがとても心強かった。

　午後あたりから体調も良くなったので、熊観察へと赴いた。

　木の上で見張っていたところ、今日は狩りに出掛けたようだ。一日見なかったくらいなのに、すごく久しぶりに感じる。

　狩りには、小熊のブルーグリズリーをグランドグリズリーが連れる感じ。なんだか和む。

　今日見て分かったこと、奴らは基本なんでも食べる。

　後ろ足が発達した猪いのししの魔物、フォールボアを簡単に仕留めていた。

　あんなの本当に倒せるのか？




　六日目




　今日はモンスターに襲われた。

　黒ウサギに綺麗な水が涌き出す場所を教えてもらった帰り、突然ウサギが震えだした。

　そして現れたのは、ツチノコみたいな巨大な蛇。胴が太く、全長七メートルほどの巨大蛇だった。

　蛇のように蛇行をせず、まっすぐに走るそいつに僕は心の底から恐怖した。もちろん、逃げた。

　すごくしつこく追いかけられたけど、なんとか逃げ切れた。

　拠点には迂う回かいして帰った。用心のためだ。

　あの蛇は、なんかおかしい。ほかのモンスターとは違う禍まが々まがしい感じがした。

　それに黒ウサギが、怯おびえていたんだ。グランドグリズリーにさえ平気だったこいつがだ……。

　なんか怖ろしいことが起こっているのかもしれない。




　七日目




　今日も熊に関しては特に異常はなし。

　やばい、ここに来て一週間になるけど、だんだんここにいる理由が分からなくなり始めている。




　八日目




　またあの蛇に襲われた。

　今、拠点にしている場所からさほど遠くない場所でだ。

　奴を見つけたのは森の奥深くのはずなのに……僕を追って拠点を移動した？　そしたら奴は完全に僕を狙っている。食べられるのはゴメンだ。

　早めにグランドグリズリーを倒した方がいいな。

　なんか嫌な予感がする。




　九日目




　朝からウサギが怯えていたので、今日は木の上で体を休めた。

　汲くんできた水が底をついているけど、命には代えられない。

　それにしても、このウサギは僕に懐きすぎじゃないか？　いくら傷を治してやったからってここまで懐くものなのか。

　正直に言って、お持ち帰りしたい。

　明日、蛇の姿がなかったら、熊を狩りに行く。




　結局僕は、十日目にして目的が果たせないことが分かった。

　必死に練った作戦が失敗したわけではない。そもそも実行すらしていない。

　なぜなら、僕の目の前には無残に食い散らかされたグランドグリズリーの死体があったのだから。

　無残──その言葉が当てはまるほど蹂じゅう躙りんされた死体。

　それは僕がローズに倒せと言われたグランドグリズリーだった。四肢が歪いびつな方向に折れ、身体のいたるところに何か大きな生き物に噛かみつかれた跡がある。

　そして傍らには、一頭のブルーグリズリーが同じような状態で放置されていた。

「こんなの……あんまりだろ」

　食われもせず、ただ無残に殺された二頭のモンスターを見て、歯は痒がゆく思う。

　獲物を横取りされたからではない。僕が怒っているのはもっと別のこと。

「……ローズに殺される」

　僕自身、熊が殺された場面を見たわけじゃない。でも誰が見たって明らかなほど壊されつくしている。

　そしてここら一帯で、グランドグリズリーを一方的に殺せる魔物は一匹しか知らない。あのツチノコみたいな蛇だ。

　その証拠に、死体の首元には蛇が噛みついたような二つの傷が刻みつけられている。

　目的のグランドグリズリーが殺されたとなれば、僕はローズにこいつを倒したという証明ができない。

「やばい……やばいやばい」

　この熊から牙か何か引き抜いてローズに持っていけば、それで誤魔化せてクリアにできるかもしれない。でもあのデタラメ女のことだ。僕の挙動に疑問を感じて、真実に辿たどり着いてしまうかもしれない。そうなったら死より恐ろしいお仕置きが待っている。

　当たり散らすかのように木を殴りつける。冷静な思考ができない僕の耳に、ウサギの注意を呼びかける鳴き声が聞こえる。

「ッ！　奴か!?」

　あの蛇が来るのかッ。

　走り出そうと足に力を入れていた僕だが、藪の中から出てきた小柄な青い影に警戒を解く。

「グゥ……」

「ブルーグリズリーの子供、か……」

　出てきたのは体長一メートルほどの大きさのブルーグリズリー。

　そいつは僕に目もくれずに二頭の熊の亡なき骸がらに近づくと、悲しげに鳴き声を上げる。

「グゥ……」

「……」

　僕は善意で人を助けたことも多くないし、悪意で人を貶おとしめたこともない。

　ローズに散々苛いじめられて中途半端に強くなっても、その本質は変わらない。

　どうあがいても、僕はただの負けず嫌いな男子高校生なんだ。

　負けず嫌いな僕は、ローズに負けるのは気に入らない。

　僕の獲物を取られたことも気に入らない。

　僕の決意が無駄になったことも気に入らない。

　でもそれ以上に……目の前の悲しげな声を上げる小熊の光景が気に入らない。

　矛盾しているのは分かっている。

　僕は本来、グランドグリズリーを倒す側。

　もしかしたら僕の行為が今の状況を作っていたかもしれない。

　でも、それでも悲しいことが目の前で起こったら無視できない。ましてや自分ができることがあるとしたら僕は──。

「敵は討つ……だから待ってろ」

　これは僕の自己満足。あの蛇は僕が倒す。

　今度は逃げない、戦ってやる。

　確かな決意を持って、僕は小熊に背を向け歩き出した。
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　リングル王国から遠く離れた黒雲に覆われた地域。

　人間の住める環境とはいえない場所に、高くそびえ立つ不気味な城。

「……ふむ」

　城の主あるじは、重厚な装飾が施された椅子に座っている美形の男。

　男の目の前には玉座の前で膝をつく長身の女性。しかしその見た目は人間とは言い難がたく、褐色の肌と肩まで伸ばされた赤い髪に整った顔立ち、そして頭部からは山や羊ぎを思わせる捻ねじり曲がった角が生えていた。

　男は、その赤髪の女性に尊大な態度で質問する。

「リングル王国侵略の首尾はどうなっている？」

「順調でございます。現在、部隊も着々と準備が整っており、まもなく進軍を開始できます」

　質問された女性は淡々とそう返した。

「そうか、指揮は貴様に任せる。……この時代の人間は侮れないからな。たった一人の強者に任せていた俗物共のいた時代に比べればだいぶ変わったようだ」

　物思いに耽ふけるように遠い目をする男だが、すぐにその目を跪ひざまずく女性に向ける。

「辛勝とはいえ我らを退けた国の者達だ。死力、とまでは言わないが最善を尽くせよ」

「全力を尽くす所存であります」

「堅物だな。まあいい、下がれ」

「はっ」

　恭しく頭を垂れた女性は、男の命令に従い、その部屋から出ていく。




　部屋から出た女性は、今までの緊張が解けたように息を吐く。

「はぁ……やはり魔王様との対談は息が詰まる」

「いいの？　第三軍団長である君がそんなことを言うなんて……」

「……ヒュルルクか」

　愚痴を吐いた女性の背後から、頭に羊のような角が生えた色白の男性、ヒュルルクが声を掛ける。

「別に構わんだろう。魔王様は寛大なお方だ。この程度の不敬なぞ毛ほども気にしていない……そういうお前はどうなんだ？　魔物博士殿」

「やだなあ、そんな変な名前で呼ばないでよ」

「ふん……」

　関心がないように歩き出した女性に困ったように頭を掻かくヒュルルク。

「ははは……さっきの質問の答えだけど、魔造モンスターの試作体は完成したよ」

「ほう……」

「強力な毒と大きな体たい躯くに鋭い牙。それに美しい……」

「名は何というんだ？」

「魔造モンスター試作七二番、バルジナク!!　僕の最高傑作さ！」

「んん？　前に言っていた試作七一番と同じ名だぞ？　あれはどうしたんだ？」

　女性がヒュルルクの言葉に疑問を投げかけると、彼はよよよと目元を押さえながらその場に膝をついた。

「ああ、あの子ね。あの子は前のリングル王国進軍時に、敵の軍団長に撃退されてそれっきりなんだよ……あの時の僕の心境は我が子を失ってしまった感覚だったよ……」

「軍団長シグルス……奴もなかなか強かったな」

　女性の脳裏に浮かぶのは、炎に包まれた、武骨な剣を掲げ敵をなぎ払う騎士の姿。

「だが……先の戦いでは奴より厄介な集団がいたがな」

「あぁ、後衛の僕はあまり知らないんだけど……『人攫さらい』の方々かい？」

「そうだ。戦場にいるにもかかわらず戦わない兵士……前回の進軍時にどれだけ奴らに苦汁を飲まされたことか」

　リングル王国へ進軍した時のことを思い出し、苦渋の表情を浮かべる女性。先の侵攻作戦の失敗は、それほど彼女のプライドを傷つけた。

「うーん、それなら普通にそいつらを先に倒せばいいんじゃないかい？」

「無理だ。奴らは尋常じゃなくしぶとく、怪我人を抱えての移動すら普通の状態と大差ないくらい速い。それに奴らのボスは……」

「ボスは？」

「奴らのボスは治癒魔法の使い手だ」

「……なるほど、部下が連れてきた怪我人を安全な場所で治すんだね」

「いや、それは奴の部下の仕事だ。奴は自ら戦場に飛び出し、その場で負傷を治す……忌いま々いましいのは、どんなに攻撃されようとも瞬く間に疲労すらも回復させる不死性だ。普通の回復魔法では不可能なほどの治癒速度、その根源にある治癒魔法という希少で目立たない魔法が、奴の肉体を最高の状態に保ち続ける」

「そんな使い方をしたら、普通の人間の体が耐えられるはずがない」

　彼も伊だ達てに魔物博士と呼ばれているわけではない。

　研究対象として人間も扱っているので、人体の構造なら詳しいのだ。いくら人間の限界を超えた能力を発揮しても、筋組織、骨、内臓の痛みに並の人間が耐えられるはずがない。ましてやそれを実行しようとする者など、命知らずの無謀者に違いないだろう。

「強きょう靭じんな意思だけで耐えているから問題なのだ。魔王様が復活する前、私の師匠と殺し合いをして右目を失うだけで済んでいるのだ……生半可な怪物ではない」

「あの第一軍団の……それは化け物だね」

　魔王が復活するその前、魔族随一の実力と言われていた彼女の師匠の相手をして生き残っている時点で普通の人間ではない。

「君の師匠を相手にして生き残るなんて、相当の手て練だれだね」

「私の部隊の新人はその話を毛ほども信じてはいないが、今度の進軍で嫌というほど体験することになる」

「そこまで言うのか……」

「だが、私もこの戦いで、師匠の無念を晴らす。奴を……ローズを討つ」

　君の師匠は生きているけどね、と何気なく呟いたヒュルルクをよそに、女性はリングル王国の方角に目を向ける。

「このアーミラ・ベルグレットの名にかけてな!!」

「今回の君の役割は兵の指揮だから、前線に出ちゃ駄目でしょ」

「あ……」
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　ブルーグリズリーの子供にあの蛇を討伐すると宣言したその夜、僕は木の上で、手ごろな枝をナイフで削り簡単な槍やりを作っていた。

　もちろんこんな即席の武器なんて効くかどうか分からない。でも僕にはトラップを作る知識もないし、武器になるのはナイフと自分の魔法くらい。

　だから一つでも多く対抗策を練っておきたい。

「っし、完成っと」

　先を尖とがらせただけの簡易な槍だけど、かなり鋭い。それを下に落ちないように手身近な場所に置き、木に背を預ける。この硬い寝床にも慣れた。

「カズキと犬いぬ上かみ先輩はどうしているかなぁ」

「きゅ？」

「お前は結局ずっとついてきたな」

　僕の顔を覗き込むウサギを撫でる。

　不思議なウサギだけど、ある意味、このウサギのおかげで生き残れたようなものだ。

「明日は、危険に巻き込んじゃうかもしんないけど……よろしく」

　コクリと頷くウサギ。

　その答えに満足した僕は、ゆっくりと瞼まぶたを閉じるのだった。




　翌日、僕はウサギをレーダー代わりにしてあの蛇を探していた。

　持ち物は槍とナイフのみ、それ以外は全て置いてきた。もちろん体も洗って匂いも消してきた。

　準備は万端、後は蛇を見つけるだけだ。

「ッ!!」

「どうした？」

　ビクリと震えるウサギ。

　向いている方向は真正面。槍を持つ手に汗が滲む。

　最大限に警戒しながら、音を立てないよう茂みを分けて進む。

「何かが争う音？」

　音が聞こえる。とても大きな音だ。木がなぎ倒されるような激しい音。

　ゆっくりと茂みを分け、前方を覗き込むとそこには目的の蛇。

　そして、ブルーグリズリーの子供の姿。

「アイツッ!!」

　小熊は全身傷だらけ。それでもまだ息があるが、もう疲労も極限のようだ。

「君は下りて」

　ウサギを地面に下ろし、槍を両手で握り直す。

　覚悟は決めた。

　死ぬ覚悟じゃない。強者の顔をして自分より弱い奴を苛めているあの蛇を仕留める覚悟だ。

「行くぞ!!」

　あの程度の威圧感、ローズに比べたら、全然大したことない。

　あの鬼畜外道冷血女の怖さを知っている僕には──、

「怖いものなんかない!!」

　僕の上げた大声に驚く蛇と小熊。

　蛇は僕か熊のどちらを狙うか逡しゅん巡じゅんしているようだ。

　これはチャンス。狙いを定めている隙を狙えば、大きさで劣る僕にも活路はある。

　あのデカい鎧よろいのような鱗うろこに槍を突き立てても決して通らない。

　ならどうするか？　決まっている、狙う部位はただ一つ。

「ウラァッ!!」

　全力で踏み出した一歩で、蛇に接近する。近くで見るとより大きい。口から見える歯なんてデカすぎて、僕なんて一噛みで絶命してしまうだろう。

　ん？　目の前が暗く……。

「うわぁ!?」

　ガチンと目の前で閉じる巨大な口。退ひかなかったら死んでいた……でもこの瞬間を待っていたッ。

　その場でくるりと反転し、逆手に掲げた槍で──、

「これでも食らえやボケ蛇!!」

　思わず出てしまった荒々しい発言と共に突き出された槍は、蛇の右目に深く突き刺さる。このまま根元まで突き刺して貫通させてやる。腕に力を込めて押し込みッ……。

「キシャアアアアアアアア!!」

「んな!?　がぁ!?」

　槍を握る手に力を入れたその瞬間、僕の体は凄すさまじい衝撃と共に吹き飛ばされる。反射的に治癒魔法を纏まとい治癒を始める。

　宙を大きく舞い木に叩きつけられた僕は、ずりずりと地面に滑り落ちながら蛇の方を見る。

「ぐっ、尻尾か……」

　僕はバカか。この変な蛇なら尻尾くらい使ったっておかしくないのに。

　でも蛇だって半分の視界を失っているはず。それに比べれば、この程度の攻撃なんて屁へでもない。

　全ての傷を治癒し終えた僕は、腰からナイフを引き抜く。

「その程度かよ。全然効かねえな!!」

　狙いは奴の右側。

　死角になるように走ると同時に、奴もこちらに向かって突進を仕掛けてくる。

　だけど相手が勢いに任せて向かってくるなら、避よけるのは簡単。思惑通りに、そのまま奴の潰つぶれた右目の死角に辿り着く。

　しかし、奴はその場で急停止して僕の方に首を向ける。

「なっ!?」

　考えが甘かった。僕はこいつが野生動物的に暴れまわるだけだと思っていた。しかしこいつは違う。こいつは考えて行動している。こいつは考えて暴虐している。こいつは考えて殺さつ戮りくをしている。こいつは……いたぶるのを楽しんでいる。

　大きな口を開け奴の牙が、今度こそ僕の左肩を捉える。

「ぐぅッ、ぐあああああああああ!!」

　痛い、痛い痛い痛い痛い痛い痛いッ!!

　大きな牙が左肩に深く突き刺さり、強烈な痛みに絶叫する。

　しかし、食いちぎられてはいない。

　奴もその冷血動物特有の瞳を丸くしている。

「へへッ」

　当然だ。僕が突き出した左腕の先にあるのはナイフ。それが堅けん牢ろうな鱗に護まもられていない奴の口内の上顎部分に突き刺さっているのだから。

　僕は右腕を無理やり左肩に食い込んでいる下顎の歯に割り込ませ、力を込める。

「ぎっぎぎぎぎぎぎッ!!」

「シュッシュルルルル!!」

　奴も僕を離してたまるかとばかりに顎に力を入れる。

　僕だってこの世界に来てからずっと地獄のような訓練をしてきたんだ。

　力なら自信は……多分ある。

　いや、やっぱり無理だ。両腕ならまだしも片腕じゃ無理だ。このままでは本当に左腕が永遠に僕から離れてしまう。

　左手の感覚がなくなってきた。治癒魔法で治し続けてはいるが、血を戻すことはできない。

「ん？　……ひ……だりて？　そうか!!」

　僕は蛇の口内に突き刺していたナイフを捻ひねり傷口をえぐる。

　相当痛いはずだ。案の定、歯の力が緩む。

「そらっ!!」

　その瞬間を見計らい、口をこじ開け左腕を引き抜く。

　血と唾液にまみれた腕を押さえながら、後方に下がる。

　蛇は口内に走る激痛に悶もだえ苦しんでいる。

　追撃のチャンスだけど、ナイフは蛇の口の中に置いてきてしまった。これで僕の武器はなくなってしまった。

　でもまだ希望がある。

「……狙いはあそこだけだよね」

　狙いは鎌首をもたげた高い位置にある、一部分。

　奴に回復を待つ暇は与えない。僕は走り出そうとするが……。

「あれ……？」

　ぐらりと揺らぐ視界、四肢にどんどん力が入らなくなってくる。

　応急の治癒はした。

　なら考えられる可能性は一つだけ。

「毒、かよ」

　あんな巨体で毒なんて卑怯だろ。

　でも恐らくこれが最後のチャンス、逃すわけにはいかない。毒如きで休んでいられるか。自分が出せる限りの魔力で全身を覆う。

　毒で体の中から傷つけられていくなら、そこから治していけばいいだけ。全身に激痛を感じながら地面を蹴り、蛇に向かって走る。

「ぐっうおおおおおおおおおおお!!」

　絶叫しながら突進する僕の姿に気付いた蛇は、僕に向かって尻尾を振るってくる。

　避けられないけど関係ない。当たれば治せばいいだけだ。

　僕に尻尾が直撃する瞬間、目の前に青い塊が割って入る。

「グルルルルル!!」

「お前……!?」

　ブルーグリズリーの子供……僕を助けたのか？　苦しげな声を上げ、蛇の尻尾を押さえるブルーグリズリーの瞳が一瞬、僕の方を見る。

　僕はその目を見てから、無言で蛇の方に向き直る。

　頭は僕の届かない位置にある。届かない位置にあるのなら胴体から上っていくだけだ。

　暴れまわる蛇の動きに振り落とされそうになるが、意地でも縋すがり付く。

　そして、頭の上に辿り着くと、蛇は僕を振り落とさんばかりに頭を振り回し始めた。

「そんなことで僕が振り落とせると思っているなら……お前は……バッカだなぁ!!」

　片手だけで鱗にしがみつき、両足でガッチリと上顎を挟み下半身を固定する。

　こうすれば簡単には振り落とされない。

　後は、鱗から手を離し、作った拳をそのまま振り上げ──、

「大人しくしろッ！」

　暴れる蛇の脳天に力の限り振り下ろす。鱗のせいで効き目が薄いのは分かっている。でもお前を怯ひるませるには十分すぎる一撃だろう？

　ゴィンと鉄板を殴ったような音と共にグラリと体を震わせた蛇が地面へ倒れる。

　その隙をついた僕は蛇の頭から飛び降り、奴の右目に突き刺さっている槍を右手で掴つかむ。

「これで終わりだ!!」

　右腕に力を込め、槍を押し込む。

　それでも首を振り僕を落とそうとするが、さらに力を込め槍を押し込むとピタリと動きを止め、ドサリと地面に倒れる。

　地面に投げ出された僕は、大の字に寝転がりながら横目で蛇を見る。

「ははは……やった」

「グルル……」

　僕の近くに、傷だらけのブルーグリズリーの子供が寄ってくる。

　食われるかと思ったけど、敵意はないようだ。僕の隣に座った小熊は僕の顔を覗き込みながら一声鳴く。

「敵は討ってやったぞ……」

「……グゥ」

　この小熊はこの後、一体どうするのだろうか。この森で生きてゆけるのだろうか。

　いや、心配ないか。あの蛇にだって立ち向かったんだ。それだけのガッツがあれば大丈夫だろう。

「キシャ……シャ……」

　安心しきった僕の耳に、聞きたくなかった鳴き声が聞こえる。

「ッ!?　……嘘、だろ？」

　のそりと起き上がった蛇。

　その目には激しい憎悪が宿っている。

「グッ……グルル……」

「よせっ逃げろ、逃げるんだ！」

　僕の服を噛み、引っ張りだす小熊。

　動かない自分の体が不ふ甲が斐いなさすぎて涙が出てくる。こんなところで終わってしまうのかよ。

　カズキ、犬上先輩、ローズ……。

　そうだ、全部ローズのせいだな。最期くらい恨みの声を上げても許されるだろう。

「くっそ、鬼畜ゥ─────ッ!!　年増ァ────ッ!!　暴力女ァ─────ッ!!　オォォガァァァァァァァァァ!!」

　口を大きく開けた蛇が僕達に向かって近づいてくる。

　もう気が済んだ、心なしかすっきりした。

　ローズめ、死んでも地獄で呪い続けてやる。

　死を覚悟した次の瞬間、目の前で大口を開けた蛇が「何か」に押し潰される。

「へ？」

「ったく。汚ぇ出来損ないが。大人しく死んでればいいものを……」

　足で押し潰した蛇の頭部から足を引き抜いた緑髪の女性。そして肩には見覚えのありすぎる黒いウサギ。












　僕と小熊はその場で呆ぼう然ぜんとしていた。しかし数秒後、状況を理解した僕は全身が震える。もちろん恐怖でだ。

「よお、ウサト。よくやったな」

「ロッ、ローズ様ッ」

　思わず様付けしてしまった。

　でも女帝の君臨に思わず様付けしてしまうのはしょうがないことだろう。

　恐怖に震える僕をよそにローズは、肩に乗っている黒いウサギを撫でながらニヤリと笑みを浮かべる。

「こいつが知らせてくれなかったら危なかった」

「そのウサギ……」

「あん？　ウサギ？　何言ってんだ。こいつはただのウサギじゃねえぞ。こいつはククル、お前の見張りを任せていた私のペットだよ」

　僕の癒いやしが悪魔に変わった瞬間だった。

「いや、お前にもしものことがあった場合に備えて森の外れにいたんだがな……まさか前の侵略時にシグルスが殺し損ねたモンスターが森に逃げ込んでいたとは思わなかった。ま、極力手は出さずに見てたんだけどな」

「侵略？　魔王軍の？」

　この人、僕があの蛇に追いかけられているのを見ていたのか。

　もう何も言うまい。この鬼畜さにも慣れた。

「しっかし、仮にもこの森のボス張ってるグランドグリズリーが殺されたってのは予想外だったな」

「は!?　じゃあアンタ、初めての魔物戦で森のボスと戦わせようとしたのか!?」

　なんて鬼ッ、この人でなし!!

「いや、違ちげえよ。普通なら倒せるはずがねえからな。グランドグリズリーに挑んで返り討ちにされるだろうが、そんな格上との実践を積ませ、七日ほどしてから出そうと思っていたが……」

「思っていたが？」

「思いのほかテメェが面白いことになっていたからな。先が気になったもんだから続行させた」

「僕、本当に死にそうだったんですけどぉ!?」

　ええ……僕の生きるための行動が僕の首を絞めていたの？　なにそれ酷ひどいあんまりすぎる……。

　ローズは落ち込む僕に近づいてくる。もうどうにでもしてください。

「グルルッ!!」

　僕とローズの間に入るブルーグリズリーの子供。

　駄目だ。その人に逆らっちゃいけない。その人はさっきの蛇よりも凶悪だ。

「ん？　こいつはブルーグリズリーの子供か？　お前こいつに懐かれてるのか？」

「え、そうなの？」

　僕も勝手にこの小熊に対して絆のようなものを感じているけど、まさかこいつも？

「ハッ、やっぱりお前は私と似てるな。おいそこの」

　ローズに声を掛けられビクッと震える小熊。

　やはり絶対的強者であるローズには魔物でさえ怯えるのだろう。

「お前も連れていく。この死に損ないを運べ」

「は？　何を言っているんですか!?　王国にモンスターを入れていいんですか!?」

「私を誰だと思ってる。許可させるに決まってるだろう？」

　うげぇ、横暴すぎる。

「それに丁度、ククルを私のところに戻そうと思っていたところだ。オマケがいても問題ない」

　んな無茶苦茶な。まだこの小熊が僕についてくるということすら怪しいのに……んん？　なんで僕の体を持ち上げているのですか小熊さん。

「グゥ」

「え、お前もなんか乗り気な感じ？　親のいる森にいなくていいのか？」

　僕の言葉を感覚で感じ取ったのか、体を揺さぶりながら応答する小熊。僕に恩義を感じているようだ。

　もうどうにでもなれ、とため息を漏らしながら僕は、最後に気になったことをローズに尋ねる。

「そのウサギ……なんで怪我してたんですか？」

「ああ？　お前を油断させるためだよ。こいつにはひと芝居打ってもらった」

「きゅ」

　そんな自信満々に胸を張らないでウサギさん。僕の心はその姿でゴリゴリ削られているから。それに言葉が通じる理由もこれで分かった。全てローズの掌てのひらの上だったんだ……泣ける。

「さてとっ、とりあえず安全な場所まで運んでいくか」

　ヒョイと僕を背負った小熊を持ち上げるローズ。

　もうやだ、怖いこの人。

「そういえば……」

　泣きそうになっている僕に、ローズは笑顔で振り向き額に青筋を立てる。

「さっき私に何か言ってたなァ？　なんだっけ？　鬼畜？　年増？　暴力女？　オーガ？　私は二五だぞ？　帰ったら覚悟しろよ」

　今、分かった。

　僕の最大の敵は、あの蛇ではない。

「しっ、四捨五入したら三〇ですね？」

「……今日は眠れないと思え」

　この恐ろしすぎる団長だった。





　　　　＊＊＊






　ようやく帰ってきたリングル王国。

　体の毒も傷も、ローズの治癒魔法で治してもらった。

　王国に戻ってからしみじみと思う。十日間ほどの山籠ごもりだったが、とても長い時間を過ごしたような気分になった。たかが十日間と言えばそれまでなのだが、その内容があまりにも濃すぎた。

　現在はブルーグリズリーの子供、命名「ブルリン」を救命団の宿舎近くの古びた馬小屋に連れていき、体の傷を治している。

　青い毛並みがふさふさして、いい手触りである。

「ふっ、我ながらナイスネーミングだと思うんだよね、なあブルリン」

　いやー本当にブルリンはいい名前だと思う。ブルーグリズリーから「ブル」と「リ」を取ってブルリンって、どこかのご当地キャラクターのような可愛らしい名前だ。

　ブルリンの頭に手を置くと、こいつは僕の言葉に頷くように、

「カプッ」

　ガブリと僕の手に噛みつく。

　なるほど、よほど名前を貰もらえたのが嬉うれしいと見える。ははは、甘噛みを通り越して血が出てるよ。

　現在進行形で僕の手を食はみ食みしているブルリンに、無事に入国許可が出た。

　正直追い出されると思っていたけど、ローズの話によると黒ウサギのククルみたいな人間に従うモンスターは、ある程度の安全を確保できれば、数日の観察期間の後、晴れて王国に滞在する権利を頂けるそうだ。

　その際に難しい報告書とか書かなくちゃいけないらしいんだけど、その点に関してはローズがやってくれるらしい。

　優しいのか怖いのか分からない団長だ。

「それはそうと……」

「きゅ？」

「お前だよ。この裏切り者……いや裏切りウサギめ」

「きゅー」

「可愛ッ……可愛く首を傾かしげても無駄だからな」

　僕とブルリンについてきたローズのペット、ククル。種族名はノワールラビット。かなり珍しい類たぐいのモンスターだとローズから聞いているけど……このウサギには前科がある。

　僕の純粋な心を弄もてあそんだことだ。わざわざ怪我をしたフリまでして僕に近づくなんて主人に健けな気げすぎて好感が持てる。僕をハメるためじゃなければねッ。

「しかし納得いかない。ローズのペットといったらドラゴンとか、伝説上の危ない生き物だと思ったのに……可愛いなんてズルイ!!」

「グァ!!」

「痛い!?　ごめんよ!?」

　ブルリンも可愛いから!?　だから僕の脛すねをパンチしないで!?

　必死に痛みを我慢していると、こちらを不思議そうに見ていたククルが、僕の背後を見て一声鳴きそちらの方に飛び出す。

　振り向くと、肩にククルを乗せたローズがいた。

「おーし、いい子だ」

「ローズさん……」

「おう、報告書は適当に済ませといた。その熊はもう救命団の所有物だ」

「しょ、所有物……」

　まあ、そういうことになるだろうね。

　この場所だって無料で貸してくれるわけじゃないし、ブルリンの餌のこともある。こいつにも働いてもらわなくちゃ。

　そう思いながらブルリンの方を向くと、彼は藁わらの塊に頭を突っ込んでいた。

　ブルリンお前……いくらローズが怖いからってそれはないだろうに。

「まあその熊についての話はこれで終わりだ。私がここに来たのは、あの出来損ないについてだ」

　出来損ない？　あの蛇のことだろうか。

「あのモンスターは、僕がそのウサ……ククルに綺麗な水の場所に案内された時に、森の奥深くで遭遇したんです」

「なるほど、奴は私達に見つからない場所で傷を癒し、力を蓄えていたってことか。しかし、あのグランドグリズリーを殺すとはなあ……」

「あの……」

「何だ？」

「グランドグリズリーってどんだけ危険なモンスターだったんですか？」

　僕がどれだけ危険な場所に投げ込まれていたのかを純粋に知りたい。

　僕の質問にローズは面倒くさそうに腕を組む。

「そうだな……この国の精鋭を集めた中隊が束になっても敵わないレベルだな。強さでいえば軍団長のシグルスより少し弱い程度じゃないか？　なにせ森の食物連鎖の頂点に立つ危険種だからな」

「アンタバカじゃねえの!?」

「あ？」

「ごめんなさい」

　即座に謝ってしまった。ここは退いたら負けのはずなのにっ。

　よく考えたら、精鋭を集めた中隊が敵わないグランドグリズリーを殺した蛇を瀕死に追い込んだ僕は、すごいとは言わないけど少しは頑張ったんじゃないのかな？

　そのことを何気なくローズに訊きいてみると、意外にもローズの答えは罵倒でも批判でもなかった。

「今回に関してはお前は合格だ。いや合格以上といってもいい。討ち損じたとはいえ、あの出来損ないを追い詰めたんだ。お前には資格がある」

「何の資格ですか？」

「私と同じ戦場に立つ資格だよ。まだまだ基礎が足りねえが、お前は他の治癒魔法使いとは違うもんを手に入れたってことだ」

「違うもの？」

「苦痛に耐える体、身体能力、それに……」

　ローズは僕の胸に拳を当てる。

「強靭な精神力。他の治癒魔法使い二人が手に入れられなかったもんだ。誇れよ」

「はあ、あまり実感はわきませんが……ん？　他の治癒魔法使い？」

　そういえば、救命団にはローズの他に二人の治癒魔法使いがいることを思い出した。しかし一度もその姿を見たことがない。

「一人は身体が弱ぇからな。もう一人の方の妹と城下町で診療所を開いている」

「なるほど、それで……」

　僕はこの時思った。その人達が羨うらやましいと。

　なにせ訓練を受けずに済むのだから。

「そいつらは緊急時の後方支援だ。トング達は負傷者の回収、私とお前は前衛で負傷者の治療」

「僕が前衛!?」

「当然だろ？　お前は私と同じだからな」

「なん……で？」

「時間がねえんだよ。もうすぐ魔王軍が来る。恐らく前回の失敗を繰り返さねぇように積極的に私を狙ってくるだろうしな。そこで隠し玉のお前が登場ってわけだ」

　つまり僕は、魔王軍に対しての切り札？　いやそれは言いすぎか。むしろ相手を騙だますための搦からめ手に近いのかもしれない。

　僕にそんな大役ができるのか。死ぬか生きるかの戦いの中で僕は普通の精神状態のままでいられるのだろうか……。

「悩むのはしょうがねえ。だが覚悟は決めろ。戦場には確実に勇者が駆り出されるぞ」

「！」

　カズキに犬上先輩。

　二人が勇者として魔王軍との戦いに出なくちゃならないのは当然のことだろう。

　僕はどうする？　正直に言って戦争になんか参加したくはない。

　でも……それ以上にあの二人を助けたい思いが強い。

　意地というか、ちっぽけな自尊心とでもいうか、二人が出るなら同じ境遇にある僕も何かしないと嫌だ。二人が頑張っているのに、自分だけ安全なところにいるのも嫌だ。

　結局のところ、元の世界ではそれほど親交を深めていなかった二人の存在が、いつの間にか僕の中で大きくなっていたということだ。

　僕の中で自然ともう答えは決まっていた。

　あの蛇と戦って自分の死を意識して、魔王軍の話を聞かされて、それでもなお友達のことを思える。元の世界で厄介事を避けていた頃のような僕ではない。この世界で、この国で、この場所で僕は劇的に変わることができた。

　それがどれほどの変化なのかは、自分ではまだよく分からない。

　でも、先輩やカズキと友達になって、救命団という僕の居場所で血ち反へ吐どを吐くような訓練を経て僕は強くなった。

　だから──。

「僕は……戦いません」

「おう」

　強さの形は一つじゃない。先輩とカズキがリングル王国の勇者として侵略してくる魔王軍と戦うなら僕は僕の戦いをしよう。

「敵も殺しません」

「おう」

　敵を殺す剣も武器もいらない。

「でも、皆を助けます。だって僕は救命団の一員なんですから」

　今この時、僕は覚悟を決めた。この国を守る一人の救命団の団員として、この人についていくという覚悟を。そして、こんな巻き込まれただけの僕を受け入れてくれたこの国と、二人の友達のためにこの治癒魔法の力を使う決意を──。

「それでいい。私達は救命団だ。相手を殺す必要はねえ。人を救ってなんぼだ。自己犠牲精神の死にたがり野郎は殴って連れていけ。敵に殺されそうな奴は横から掠かすめ取れ。死にそうな奴は死んでも生かせ。それが私達の役目だ、理解したか新米。どんどん理想論を語れ。私達救命団はそうでなくてはならない」

　ニヤリと獰どう猛もうな笑みを浮かべたローズに、僕は、自然とその場で姿勢を正す。

　もう迷いはない。彼女の隻眼を見つめ声を張り上げる。

「ハイッ、団長ッ!!」

　この時、初めて僕はこの救命団の一員になれた気がした。





　　第四話　ウサト、日常を往いく！　の巻







　ローズに決意表明をした後、やっぱりお仕置きされました。

　僕が悪口を言ったことを根に持っていた彼女は、僕を閉じ込め地獄の筋トレメニューを課した。

　僕はよほど恐ろしい体験をしたのだろう。昨晩の記憶はなく、気付いたらなぜか自分のベッドに寝ていた。

「ぼ、僕は一体何をされたの……？」

「おう、起きたかウサト」

「トングか。なんかお前の顔を見るのも久しぶりだな」

　ベッドから体を起こすとそこには、強こわ面もての同僚トング。

　寝起きに大の大人ですら逃げ出しそうな残念な顔を見るとは、なんて幸さい先さき悪い一日だ。

　トングと軽い雑談を交わしながら、着替えを済ませて、朝食の硬いパンをミルクで流し込んだ後、外に出る。

　その際に、食堂から拝借した果物をバケツに詰めていく。

　向かった先は馬小屋。

「ブルリーン、起きてるか？」

「……グ？」

　今起きた様子のブルリンを一撫なでしてから、バケツの中の果物を一つ差し出す。

　ブルリンは差し出された果物に鼻を近づけ匂いを嗅ぎ、大きな口を開けてガブリと一噛かみ。

「よしよし」

「ハフッ……ハフッ」

　ゆっくりと咀そ嚼しゃくし飲み込んだブルリンに、もう一つ果物を差し出す。その際、もう片方の手で撫でるのを忘れない。

　ふふふ、大人しいうえになんと心地よい毛並み。

　ニヤニヤと笑いながら果物をあげる僕の姿は、傍はたから見たらとても気持ち悪かっただろう。でもしょうがないと思うんだ。ペットとか飼ったことなかったし。

「チッ、ここにいたのか。探して損したな」

「ロー……団長？　どうしたんですか？　まだ訓練時間じゃないんですけど」

　入り口から不機嫌な表情のローズが入ってくる。

　不機嫌に見えるのはいつものこと、だから僕は気にしない。

「今日の訓練には、そいつ……名前は何だ？」

「ブルリンのことですか？」

「ブル……リン？　ホントにその名前を付けたのか？」

　ブルリンの名前を訊きいてきたローズに、彼の名前を教える。

　すると、ローズは目を皿のように丸くさせる。滅多に見れない表情なので、若干新鮮な気持ちになった。

「お前、そんな変な名前でいいのか？」

「え、いい名前じゃないですか？　なあブルリン」

　これ以上ないくらいのセンスを感じるのに、なんて物言いだ。

　失礼しちゃうな。お前もそう思うだろ？

「カプッ」

　頭を撫でようとして差し出した手をカプリと噛まれる。

　ふっ、これはきっとブルリンが照れてるだけだかんね。この子の愛情表現だから僕は全然苦じゃない。

「ほら、ブルリンも気に入ってますよ」

「……まあ、いい。じゃあ、そのブルリンには今日からお前と一緒に訓練に参加してもらう」

　僕とブルリンが？

　噛みついていた手を解放したブルリンが小首を傾かしげながら、ローズの方を見る。

「こいつも一応、救命団の一員だ。お前の訓練に付き合ってもらう」

「うーん、ブルリンも参加する？」

　言葉を投げかけてみると、ブルリンはまるで己を鼓舞するかのように一声鳴く。

「行けるようです」

「時間が惜しい。早く行くぞ」

　ブルリンを連れて、ローズと共に馬小屋から出る。

　なぜか久しぶりの特訓に胸が躍る。

　あれ？　僕って調教されてる？




「よし、ブルリンを担いで走れ」

「はい？」

　意味が分からない。なんでブルリンを担ぐのか、一緒に走るのではないのか。

「口答えすんな。重りを付けたうえでブルリンを担いで走るんだよ」

「重りも!?」

「当然だろうが。その熊は並の人間より重いから丁度いいんだよ。実戦を想定した模擬訓練だ。熊を要救助者と仮定して、走り続けろ。手なんか抜くんじゃねえぞ。実戦のつもりでやれ」

「分かりましたよ……」

　重りの付いているベストのような上着を着る。懐かしい重さを体に感じながらブルリンを背負うように持ち上げる。

　全然軽い、これならいける。

「大丈夫か？　ブルリン」

「グア」

　ぺしりと僕の頭を軽くはたくブルリン。

　今、微かすかに肉球らしきものが僕の後頭部に当たった気がする。俄が然ぜんやる気が出た。

　木陰に座り、少し厚い本を取り出したローズに声を掛ける。

「クックックッ……団長、僕とブルリンのコンビネーションを見せてやりますよ!!」

「無駄口を叩たたくな。さっさと走れ」

　明らかにイラついた口調のローズにさすがにマズイと感じた僕は、やや前傾姿勢で走り出す。走るルートはいつも練習している訓練場の周辺の林の中。

　決して広くない場所をぐるぐると回る。

　体が軽い。森でのサバイバル生活が僕の体を鍛えたのか、それとも蛇との戦いで急速に治療した影響で筋肉や骨が強きょう靭じんになっているか。

「そんなマンガみたいな話があるわけないか」

「グゥ？」

「ああごめんごめん、こっちの話」

　走っている間は、治癒魔法で体全体を覆うように薄い光の膜を展開している。

　効力は集中した時よりは劣るけど、その魔力の強さに応じて万遍なく治癒することができる。これがなかったらローズの訓練なんてついていけなかっただろう。




　走り出してから約二時間。一定のスピードで走り続けているが、まだ疲れは出ない。魔力も節約しているのだ。むしろこれぐらいで音を上げたら僕はここにいられないだろう。

「まだまだ行ける……」

　しかし四時間くらいが過ぎた頃、僕は体に違和感を覚え始めた。

　足が重く、息が苦しいのだ。体力にはまだ余裕がある。しかし僕の動きを何かが邪魔している。

　背中のブルリンが心配そうに体を揺するが、僕はそれに反応できない。

　次第に体が重くなっていき、走る速さもどんどん遅くなる。

　太陽が真上を過ぎた頃、とうとう僕はその場で転び、ブルリンを下ろした後、大の字で寝転んでしまった。

「ハァハァハァ……何だこれ……」

「おいおいどうしたぁ？　そんなチンタラしてたら助けられるもんも助けられねぇぞぉ！」

　罵倒を飛ばすローズに言い返す気力すらない。

　それに、気付かないうちに魔力が尽きていた。

　いつもは半日使っていても保もつはずなのに……。

　大の字に寝転がっている僕の所に、罵倒を飛ばしつつ木陰で本を読んでいたローズが近づき、顔を覗のぞき込んでくる。

「理解したか？　それが、人を背負ったことを仮定した状態でのお前の体力だ」

「仮定……した？」

「人間の体っつーもんはよぉ、面白いもんでストレスによって疲労の度合いが変わるんだよ。緊張、恐怖、焦燥感みてえな感情でも人間の体は疲労を感じちまう。お前が背負ったブルリンを人間と仮定すると、お前は戦場では普段より短い時間で力尽きちまうってことだ」

「じゃあ、どうすれば？」

「慣れろ。それと怖おじ気けづかない精神力と判断力を身につけろ。今日からこの訓練をするぞ。ほらっ」

　僕の頭に、緑色の光の灯ともった手を置くローズ。

　温かい光が全身を包み込むと同時に体の疲労が抜けてゆく。さすがに魔力は戻らないだろうけど、自分で立てるくらいには回復することができた。

「ありがとうございます」

「今は魔力の回復に努めろ。午後から同じことをする」

　……なんだかんだいって、この人って面倒見いいよな。

　僕が森にいる間も王国に帰らないで、森にいたらしいから。

　あと、意外に動物好き。

「団長って……」

「ん？」

「ツンデレですね」

「なんだその言葉？」

「いや、なんでもないです」

　さすがにこの言葉を知られるのはまずいので、心の内にしまっておくことにした。

「……ならいい。午後からは城下町と城周りの方を走ってこい」

「……え？」

　そこってすごい人いるじゃん。
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　二度目に訪れた城下町。

　道行く人もいるわけだから、スピードを落としながら走らなければいけない。

　ローズ曰いわく、人の間を走ることに慣れろだって。

　しかしながら。

　背中にブルリンを背負って街中を走るのは、なかなかに注目を集めるものだね。

　道行く人はブルリンという魔物の存在に怯おびえそうなものなんだけど、なぜかそんな様子もなく、それどころか「またか」という表情で僕の方を一いち瞥べつするのだ。

「なんでそんな騒ぎにならないんだろう、なあブルリン」

　僕の姿は訓練服の上に変なベストを着たうえに、大きな熊を背負った変な少年だ。僕なら絶対通報する。

「まあ、騒がれないだけいいか。その方が集中できるし」

　城下町は結構な大きさだ。

　まだ一回しか来たことがなく不案内な僕は、小さな路地ではなく人のいる大通りを走らざるをえない。もしも迷った時は、大きな城を目印にすればいいんだけど。

　しかし、色々な店がある。今朝、ブルリンにあげた果物がたくさん売っているところを見ると、あれがこの国の特産品なのかな。後でトングあたりにでも訊いてみよう。

「おーいっ」

　前来た時は気付かなかったけど、香ばしい匂いも漂ってくる。露店の並びを走りながら覗き込むと、元の世界とは違った独特な形状の食べ物がそこかしこに売っている。

「ハァハァ、待っ……て」

　それにしても、なんだろう。さっきから聞こえる声は。だんだん近づいてくるようで、離れていく。

　誰か呼んでいるのだろうか。

　後ろを振り向くと……。

「ゲホッ……ハァハァ……待って、そこの君……」

　一〇メートルほど離れた所に、力尽きたように倒れている痩せ型の男。

　目の前の光景に呆ぼう然ぜんとする僕だが、我に返り倒れ伏す男の方に歩み寄る。

　ブルリンを一いっ旦たん下ろし掌てのひらを男の背中に置き、治癒魔法を流し込む。

「だっ、大丈夫ですか？」

「ケハッ……やっと……気付いてくれたね……」

　この人は、僕に何か用があるようだ。

　治癒魔法をかけながら、体を起こしてあげる。男は顔を青くして申し訳なさそうに起き上がる。

　綺き麗れいなブロンドの髪でなかなかの美形。しかし隈くまやら顔についた砂やらですごく残念なことになっている。

　まだ具合が悪そうなので、とりあえずは大通りの端に寄り、そこらへんに放置されていた木箱に座らせる。

「気分は？」

「いやぁ、ごめんね……」

「お礼は別にいいんですけど、僕に何か用ですか？」

　だいぶ落ち着いてきたのか、顔に生気が戻ってきた男は恥ずかしそうに頭を掻かく。

「いや、後輩に挨拶したくなっちゃってね。思わず追いかけちゃったよ」

「後輩って……」

「あれ？　団長さんから聞いてなかった？」

　後輩？　この世界の先輩に当たるのは救命団の仲間のトング達……なのだが、あの強面共は先輩と呼ぶに値しないので候補に入れない。

　だったら……あっ。

「治癒魔法の使い手の人!!」

「団長さん、僕達のことちゃんと説明してくれなかったんだね……じゃあ、改めてよろしく。僕は救命団所属のオルガ・フルール、因ちなみに二三歳。気軽にオルガって呼んでくれると嬉うれしいな」

「僕の名前はウサトです。新しく救命団に入りました。よろしくお願いします、オルガさん」

　この人が僕と同じ治癒魔法の使い手。

　ローズからは、この人は前線担当じゃなく後方支援が仕事と聞いている。

「ごめんね、訓練の邪魔しちゃって。薬を買いにここを歩いていたら、ブルーグリズリーの子供を背負う救命団の人が見えたから、もしかしたら新人の子かなって」

「そうだったんですか。なんで僕が救命団の人間って分かったんですか？」

「ははは、それは君の着ている服さ。その訓練服はね、救命団の者だけが着ることを許される特別なものなんだよ」

「え、そうなんですか？　てっきりただの運動着だと思っていましたよ」

　今まで気にも留めていなかったけど、オルガさんはこの訓練服を見て僕を救命団の人間と判断したのか。

「ついでに、ここらへんはよくトング達も走らされるからね。町の人達も結構見慣れているんだよ」

「なるほど、だから僕とブルリンのことを見てもあまり驚かなかったんだ……」

「僕はブルーグリズリーの子供には面食らったけどね……ははは」

　街中をあんな濃い奴らが走っていたら、熊を背負ってるくらいじゃインパクトに欠けるだろう。いやはや、謎は全て解けたね。

　不思議そうに僕の方を見ているブルリンの頭を撫でながら、オルガさんの方に視線を向ける。

　彼はにこやかな笑みを浮かべ、僕の方を見ながら口を開く。

「それにしても驚きだ、団長さんのしごきについていけるなんて。僕達なんて全然ついていけなかったよ」

「いやいや、僕も必死でしたからね……ん？　僕達というと、もう一人の治癒魔法を使える方……のことですよね？」

「そう、五つ下の妹なんだ。僕達は訓練に参加しない代わりに診療所を開いて、体力ではなく魔力を高めているんだ」

　魔法の適性も家族で似るものなのかな。

　救命団という組織の中で、トング達が体を基本としているのなら、オルガさんともう一人は魔法を基本としているって感じか。そしてその両方を持っているのが僕とローズ。

「でも救命団には変わりないよ。有事には僕達も団長さんの指揮の下、怪我人の手当てをするんだ」

　救命団も色々考えているんだなあ。

　ん？　でもオルガさんが僕と同じ治癒魔法使いなら、なんで僕を追いかけた時に自分の体を治さなかったんだろう。治癒魔法使いなら疲労とかも治せるはずなんだけど。

「オルガさんは自分の体を治せないんですか？」

「あー、僕は恥ずかしながら自分の体を治すのが得意じゃないんだ。逆に他人を治すのは得意なんだけどね。それに加えて、身体が弱いっていう理由で団長さんの訓練についていけなかったんだ。そのせいで妹にはたくさん迷惑をかけちゃったけどね」

「そうだったんですか……」

　治癒魔法のできることと、できないことには個人差があるようだ。

　暇があったら彼らの開いている診療所に顔を出してみたいな。

　僕はブルリンを背負い、立ち上がる。

「じゃあ、僕はそろそろ訓練に戻ります。オルガさんはもう少し休んでいった方がいいです」

「邪魔しちゃってごめんね、ウサト君」

「いえいえ、僕もオルガさんと話せて良かったです」

　あまり休んではいられない。

　理由を言えば怒られはしないだろうけど、訓練だけは真面目にやりたい。

「あっ、最後にいいかな」

「はい？」

　オルガさんに声を掛けられ振り向く。そこには先ほどのようなにこやかな笑みではなく、真剣な表情のオルガさん。

「団長……いや、ローズさんのことをあまり嫌わないでほしいんだ。あの人は乱暴で、その、お世辞にも優しいとはいえないのだけど、なんというか、不器用な人なんだ。だから……」

　ここで彼が「団長さん」ではなく「ローズさん」と呼んだのには、団長としてのローズではなく、一個人としてのローズという意味が込められているのだろう。

「大丈夫です。元から嫌っていませんよ！」

　厳しくて粗暴で鬼畜な団長だけど、なぜか憎めない思いが不思議とあった。

　森に落とされたことには恨みごとの一つや二つは言いたいけれど、森に行かなければブルリンにも会えなかったので一応はよしとする。

　それに、この世界で僕の進むべき道を示してくれた。なんだかんだいって救命団の暮らしも悪くないしね。

　次は城の方を回ろう。この時間帯ならカズキや先輩もいるだろうし。久しぶりに二人の顔が見たい。

　でも、さすがに城の中にブルリンを連れていったらマズイかなあ。
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　ブルーグリズリーの子供を背負った少年が走っていく光景を見ながら、僕は思いに耽ふける。

「団長さんと同じタイプの治癒魔法使いが、あんな少年だったなんてね……」

　僕みたいに偏ったタイプじゃなく、バランスの良い治癒魔法の使い手。実際、僕にかけた治癒魔法も文句のない効果があった。

　まだ二〇代なのに、少し感慨深くなってくる。

　木箱に座ったまま、空を見上げる。

「ようやく見つけたんですね、ローズさん……次の戦場はあなた一人だけじゃないですよ」

「お兄ちゃーん」

　妹が来たようだ。

　いくら心配だからって、そんな必死な顔する必要なんてないのに。全くしょうがない妹だ。

「お兄ちゃん!!　一人で外に出るなんて死ぬ気!?」

「僕はそこまでひ弱じゃないよ!?」

「えっ？　だって……お兄ちゃんじゃん」

　結構酷ひどくない？

　いやいや、そんなことは気にせず、今日の新しい出会いを可愛かわいい妹に話さなければ。

「そんなことより、今日は面白い子に会ったんだ」

「うん？」

「お前も一度会うといい」

　面白い子だ。お前もきっと仲良くなれるだろう。





　　　　＊＊＊






　オルガさんと別れた僕は、ローズに言われた通り城周りを走るためにそちらに向かった。

　そういえば、城周りってどこを指しているのだろうか。

　そんなことを考えながら走っていると、城壁づたいに城への入り口に辿たどり着く。

　やはり大きい。ローズに拉致された時には、じっくり見る暇なんてなかったけど、やはり重厚だ。

　扉の迫力に気け圧おされながら、守衛さんのいる場所まで歩み寄る。

　守衛さんは、僕の方を見て警戒するような表情を浮かべていたが、僕の服装を見て血相を変えて構えを解いた。

「救命団のウサト殿でありましょうか!!」

「そうですが……？」

　なんか元気そうな人だな。

「今日はどのようなご用件で？」

「城壁の中に入りたいんですけど……この子が入っても大丈夫ですか？」

　駄目元で訊いてみる。

「ブルーグリズリーの子供ですね？　ローズ様が既に許可を得ているので、問題ないと思われます」

「ええ!?　城の敷地内にモンスターを入れてもいいんですか!?」

「ローズ様が安全を保証されているので問題ないかと思われますッ!!」

　どうやら報告書を記す過程で、ブルリンが城に入れる許可を貰もらったようだ。僕が城にブルリンを連れていくことを予想していたのかもしれない。

　それにしても、無駄に信用されている。一体ローズは何者なのだろう。

　救命団の団長ってこと以外、何も知らないからなあ僕は……。

「じゃあ、入らせてもらっても？」

「もちろん構いません!!」

　ブルリンを背負い、開かれた扉から城の敷地へと入る。

　もしブルリンが城の人を襲うようなことがあれば僕が止める。

「暴れたら駄目だからな？」

「グゥ」

「なんか呑のん気きだなぁお前」

　完全に僕の背でリラックスしているブルリン。この様子だと、あまり心配はいらないようだ。

　城の中には入らず、小走りで敷地内を走る。目的地は城の訓練場。行ったことはないけど、訓練場の特徴はカズキ達から聞いた話から、なんとなくだけど分かる。

「大きい広場って言ってたから……」

　我ながら、なんてものを頼りに探しているんだ、と自分でツッコミたい気持ちに駆られるけど、生あい憎にくこれぐらいしか手掛かりがないので仕方がない。

　でも城の周りを一周すれば、見つかるだろう。そう思い走っていると、前方に大きな広場が見つかる。

「……おっ」

　訓練場では、たくさんの騎士さん達が木剣を用いて訓練をしていた。魔王軍との戦いが近いからか、その様相には凄すさまじさを感じた。

　訓練場全体を見回していると、端の方に佇たたずんでいる一人の黒髪の少女の姿が見えた。

　あれは、犬いぬ上かみ先輩だ。

　彼女の姿をしっかりと確認した僕は、大きく息を吸い彼女を呼んだ。

「犬上せんぱーい!!」
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　私は現在、必殺技というものを開発中である。

　必ず殺す技と書いて必殺技。魔法の訓練はあらかた終わったので、技の方を磨いていきたいと思っての判断である。

　だが必殺技といっても、ただ単に雷を出すだけじゃナンセンスだ。それでは普通と変わらない。

　そういうのは男の子の方が詳しいと聞くが、カズキ君はアテにならない。あの子はそういうものには無頓着だからな。

「犬上せんぱーい!!」

「ふうん？」

　久しぶりに聞く声に振り返ると、そこにはこちらに向かって走ってくるウサト君の姿があった。

　しかし彼を見た私は石のように固まってしまった。

　だってウサト君の背には、青色の熊がかなりリラックスした状態で背負われていたから。

「ウサト君、その背中の熊は……何だい？」

「あっ、こいつはブルーグリズリーっていうモンスターの子供です。大人しいので人には襲い掛かりませんよ？」

　そう言いながら、熊を地面に下ろしたウサト君は、しゃがみながら熊の頭を撫でる。

　モンスター？　なぜウサト君がモンスターの子供と一緒にいるのだろう。

「実は僕、十日間ぐらいモンスターがたくさんいる森でサバイバル生活していたんですよ。それで色々あって、この子が僕に懐いてついてきたんです」

「そ、そうだったのか……だから救命団の宿舎に行っても君の姿が見えなかったのか」

　それより、彼がなぜここに来たのかが気になる。

「今日は私に会いに来てくれたのかな？」

「前に僕のところへカズキと先輩が来てくれたので、今日は僕が訓練のついでにここに寄ってみたんですよ……あれ？　カズキはいないんですか？」

　いたずらを兼ねて投げかけた質問を軽くスルーされてしまった。

「カズキ君は、今日の早朝にモンスターとの戦闘経験を積むために王国の外に出ていったよ。ウサト君と行き違いになってしまったんじゃないかな？」

「あー、そうなんですか……そしたら先輩は？」

「さすがに王国外に勇者を二人とも出すわけにはいかないから、私は留守番さ。カズキ君のことは心配いらないよ、シグルスもついているし。でも朝からカズキ君がいないから、セリアはご機嫌斜めだったけどね」

「ははは、それは大変だ。でも良かったです。同伴する人がいるなら心配はいりませんね」

　私の説明に、安あん堵どの息を漏らすウサト君。

　友達思いだね。

　しかしだね、やはり気になってしまうのは──、

「グルゥ～」

「ん？　もう眠くなったかブルリン。お前ほとんど動いてないんだから全然疲れてないだろ」

　この熊である。

　野生の熊、というものは初めて見たが案外可愛らしいものだ。小さい頃に見たパンダを思い出す。

　熊といえば獰どう猛もうなイメージがあったが、私の目の前で眠そうに目を擦こすりながら横たわっている熊は、とてもじゃないが恐怖の対象としては見れない。

　いや断言しよう、可愛い。

　つまり何が言いたいかというと、

「ウサト君、触ってみてもいいかな!?」

「うわっ!?　いきなり大きな声出さないでくださいよ……ビックリしたぁ」

「ご、ごめん」

　思わず昂たかぶってしまった。

　いけないいけない、もっと抑えなくてはな。

「触っても大丈夫ですよ。噛まれたら僕が治しますから」

「君もなかなか怖いことを言うね……」

　私の手が熊の頭に近づいた瞬間、ぺしりとその手を熊の手がはたき落とす。

「あっ……」

　何だこの虚無感。

　待ちに待った瞬間を全てぶち壊されたような感覚。

　はたき落とされた手を呆然と見ている私に、ウサト君が気まずそうに話しかける。

「せ、先輩、こいつ人見知りですから！　落ち込まないで！」

「落ち込んでないさ！　微かな肉球の感触に、俄然興奮しただけさ!!」

「そんな自信満々に言われても……名前を呼んでやれば、こいつも警戒心が薄らいで触らせてくれますよ」

「じゃあ、この子の名前を聞かせてくれ」

「ブルリンです」

　ブル……リン？

　なかなかいい名前じゃないか。センスがある。

　確かに仲良くなるには、名前を読んで警戒心を薄めてからだね。私は手を前に出しながら、今までにない明るい声でブルリンの名を呼ぶ。

「さぁブルリン！」

「カプッ」

　私の手に噛みつくブルリン。甘噛みしているようなので血は出ていないが、解放された手にべったりと涎よだれを付けられた。

　ウサト君、これがブルリンの照れ隠しなの？　少し興奮した。

　私がヒロインだったら、動物に好かれている設定のはずなのに……なぜだ。

「もしかして、先輩の心が汚れているのかもしれないですね」

「むっ、それならウサト君が触ってみればいいじゃないか」

「いいですよ。くっくっくっ、僕とブルリンの絆を見せてあげますよ。なあブルリン」

「ガブッ」

　ブルリンが噛みついたことからして、ウサト君の心も汚れていると見ていいな。

　しかし、ブルリンに噛まれながらもウサト君は笑顔だ。噛まれている手から若干出血している気がするが、気にしないでおこう。

　これもきっとウサト君の愛だ。

　ブルリンの口から手を引き抜いたウサト君は、すまし顔で私の方を向く。痛くないのだろうか？

「そういえば先輩、ここで何をしていたんですか？」

「唐突だね。えーと……ここでは」

「訓練ですか？」

　どうしよう。必殺技考えてたなんて口が裂けても言えない。

　ウサト君が真面目に訓練しているというのに、私はそんなことで悩んでいたなんて知られたら、先輩としての面目が丸潰つぶれである。

「ま、魔法の訓練をしていたのさ」

「そうだったんですか。先輩のことだから、何か必殺技とか呪文みたいなのを考えているのかと思いましたよ」

　君はエスパーか。

　でもこれはいい機会だ。それとなく技のヒントを訊いてみよう。

　ウサト君に質問を投げかけてみると訝いぶかしんだ表情で私を見たが、律りち儀ぎに私の質問に答えてくれた。

　一〇分ほど会話していると、思い出したようにウサト君が立ち上がりブルリンの方に寄る。

「じゃあ、そろそろ行きます」

「えっ、もう行っちゃうのかい？」

「訓練があるので……また来ますよ。ほらっ、ブルリン、寝てないで起きろ。ったくしょうがないなぁ」

　ブルリンを持ち上げ、背負い上げるウサト君。まだ子供とはいえ、その巨体を楽々持ち上げるとは……彼も成長しているってことだね。

　彼が行ってしまうことに少し名残惜しい気持ちもあるが、またこちらから会いに行けばいいさ。

「頑張りなよ、ウサト君」

「はい、先輩もいい必殺技が考えられるよう頑張ってください」

「なっ!?」

「それじゃー」

　言い返す前に、訓練場の外へ走っていくウサト君。

　全く、一本取られたよ。まあ、何度も同じことを質問したらさすがに気付かれるか……。

「さて、私ももう少し頑張るか」

　でも、ウサト君は私に対してどんどんフランクになっていることに気付いているのだろうか。

　まあいいか、悪い気はしないからね。





　　第五話　ウサト、再び森へ！　の巻







「おい、起きろ」

「へあぁ!?」

　犬いぬ上かみ先輩のところを訪れてから数日後。朝の訓練前に何者かに叩たたき起こされた。いや、この場合は叩き起こされるというより蹴り落とされるという表現の方が正しいだろう。

　ベッドから落下し呻うめきながら、安眠を妨害した襲撃者の方に目を向けると、そこには腕を組み不機嫌そうな目で僕を見下ろすローズ。

　泣く子もしばく、我らが救命団の団長その人である。

「なっ、なんですか……まだ外も暗いんですけど……」

「着替えろ。事情はその後に話す」

　そう言い放つと、即座に部屋から出ていってしまう。嵐のような人だな。

　まだぼんやりとした頭で、着替えを済ませる。

「っと、早く出なくちゃね」

　訓練服を着た後、部屋を出て宿舎の出入り口の方に向かう。

　僕の姿を捉えたローズは、こちらに目掛けて四角状の物体を投げつけてくる。

　これはリュック？　前のよりは少し小さいけど……。

　あ、あれれー？　なんか悪寒を感じるのは気のせいかな……？

「それを持て」

「え？　ちょっと状況が読めないんですけど……」

「ついさっきロイド様から通達が来た。お前は勇者の訓練に同行しろ」

　は……？

「なんだ、そのシケたツラは？」

「いや勇者って……犬上先輩とカズキのことですよね？」

「勇者カズキは、お前と入れ違いになる形で既に国の外での訓練を終えている。お前が同行するのは勇者スズネの方だ」

　先輩と国の外への訓練!?　なぜ僕が……カズキの時にはシグルスさん達がいたはずじゃないか。その人達に任せればいいと思うんだけど。

　僕の疑問を察したように、ローズは嘆息しながら額を押さえる。

「お前が森から帰ってきてすぐに、勇者カズキの訓練に同行してくれっつー通達が来ていたんだがな……さすがにあの出来損ないと戦って、精神的に疲れてるお前を行かせるのは無理があると思って断っておいたんだよ。で、昨日勇者カズキが帰ってきたんで今度は勇者スズネの番ってわけだ。もちろんこれも断っておいたんだがな。ロイド様からああ何度も頼み込まれたら、断れねえよ」

　まあ、森から帰った後の僕じゃ足手纏まといなのは目に見えているからね。ここはローズの気遣いに感謝しなくちゃな。

「でもなんで僕を？」

「もしもの時の回復役だな。ま、普通は必要ねぇがな」

　城とここで離れている僕達に気を使ってくれたのかな？

　つまり、これは僕にとって初めて任される仕事ということだな。それが犬上先輩の同行となればなおさら気合を入れてやるべきだ。

「じゃあ門の方へ向かうぞ」

「はい、分かりました。あっ、ブルリンは……」

「連れていっても構わないぞ」

「じゃあ、すぐにブルリンを起こしてきます」

　馬小屋にブルリンを迎えに行く。

　ブルリンには外に出るいい機会だ。いくら広いといっても訓練所周りの広場ではブルリンには物足りないだろうからね。

　ブルリンの寝ている厩きゅう舎しゃへ移動し、藁わらの上で丸くなって寝ているブルリンを揺すりながら声を掛ける。

「おいっ、起きろブルリン」

「グフゥ～」

「お、起きないぞこいつ……遅れたら団長に怒られちゃうし……。ああもう起きたら歩けよっ」

　リュックを背中ではなく前の方に移動させ、ブルリンを背負う。気持ちよさそうに寝やがって、僕の背中が特等席ってわけか。僕なんて蹴り起こされたんだぞ。

　若干心を荒すさませた僕は、起きないブルリンに愚痴を零こぼしながら、呆あきれたような表情のローズと共に王国から外に出る門に向かった。




　早朝でまだ人ひと気けのない城下町を移動した僕とローズは、王国の外に続く扉の前に到着した。

　そこには犬上先輩の姿と、彼女の近くに佇たたずむ二人の護衛の姿があった。

「あれ、ウサト君じゃないか。見送りに来てくれたのかな？」

「おはようございます、ウサト殿！」

「……あの方が」

　犬上先輩の他に、先日城の前で会った無駄に元気な守衛の人と、面識のない黒いローブを着込んだ人。

　元気な印象の守衛さんは初めて会った時にも被かぶっていた兜かぶとを外し、赤色の短髪と爽やかフェイスを覗のぞかせている。

　もう片方の人は、身なりからしてウェルシーさんと同じ王国お抱えの魔法使いかな？

「まさか、最後についてくる人っていうのは……」

「多分、僕のことですね」

　最後ということは、僕を含めてメンバーは四人と一頭。

　その面々を見回したローズは、視線を僕達から扉を守る衛兵、たしか……トーマスさんの方に向け、ガンを飛ばしながら扉を開けるように促す。

　当然、トーマスさんは怯おびえながらもを開ける。

　ひたすら申し訳ない気持ちになっていると、ローズは何を思ったのか、今度は先輩の方へ近づいていった。

　そばに来たローズに少しばかり困惑したような表情を見せる犬上先輩。

「勇者スズネ。今回同行させるウサトの治癒魔法があれば、ある程度の無理もできる。もちろん、戦闘面も問題ないくらいには仕上げたつもりだが、あまり過信はしないように」

「え、ええ。これは私の訓練なので、なるべく彼には頼らないようにはしたいと考えています」

「なら話は早い。治癒魔法は有用ではあるが万能じゃない。毒も傷も治せるが、死んだらそこで終わりだ。もう一度言う。治癒魔法を過信するなよ？」

「は、はい。分かりました……」

　返答した先輩の声は少し震えていた。

　ローズは先輩に、あまり無茶をしないようにって言いたかったのかな？

　僕から見て、犬上先輩は少し危機感に乏しい部分があるからなぁ。ここの世界をエンジョイしているということもあるけど、危険な部分にまだ触れていないせいもあるのだろう。

「ま、シグルスの下で訓練したなら大抵のことは大丈夫だろう」

　固まって動けない先輩にローズはそう言い放つと、今度は僕の方を向く。

　数秒ほど僕を見て、悩む動作を見せた彼女だが、何も言うことがなかったのか僕の背を軽く叩き前へ歩くように促した。

「お前には何も言う必要はないだろ。さあ、行け」

「えぇ……」

「何か言ってほしいのか？」

　……やっぱいいです。

　きっと催促しても罵倒しか出てこないからいいしっ。

　諦めたように肩を落とした僕を見たローズは、カラカラと笑いながら去っていく。彼女の姿が見えなくなると、緊張が解けたのか犬上先輩が大きく息を吐いた。

「柄にもなく緊張してしまったよ……」

　未いまだに震える声でそう呟つぶやいた犬上先輩の言葉に、僕は苦笑いを浮かべる。

「あれなんてほんの一部ですよ。でも、いつもの団長なら忠告なんてしてくれないですよ？」

「強いな、君の先生は」

「？」

　若干、顔を青くさせた先輩が言った言葉の意味に首を傾かしげる。

　意味を問いただそうとしても答えてくれそうにないので、なんとなくもやもやとした気持ちのまま僕は門をくぐり王国の外へと繰り出した。
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「カズキはどうでした？」

「彼もなかなか堪こたえたみたいだよ。なんせ慣れていない実戦形式だ。疲労も相当溜たまっていたようで、昨日からずっと寝ているよ」

「大丈夫かなぁ」

　リングル王国から外に繰り出した僕達四人と一頭は、軽く雑談をしながら整地された道を歩いていた。この道はローズと共に通った道だ。ここらへんはモンスターが比較的少ないらしいので、よほどのことがない限り襲われることがないという。事実、以前ここを通った時は襲われなかった。

　護衛の二人は前方を歩き、モンスターの襲撃にいつでも対応できるように気を張っている。さすが犬上先輩の護衛を任されている人達だな、並外れた集中力だ。力押ししかできない僕なんて軽くあしらわれてしまうであろう実力を持っているんだろうな。

「……ブルリンは起きないのかな？」

「はい？」

「ブルリンは起きないのかなと訊きいている。起きていないのなら、その、触っ……なでなでしてもいいだろうか？」

　いきなり何を言い出すんだ、この先輩は。

　手をワキワキさせ、心なしか息を荒くさせる先輩を冷めた目で見る。

　いや、どんだけブルリンに触りたいんだよアンタ。王国出た時みたいに、もうちょっとテンションを鎮めてくださいよ。

「起きてないですけど……」

　僕がそう言い放った瞬間、目にも止まらぬスピードでブルリンの頭部に手を伸ばす先輩。

　突然の襲撃に対し、反射的に僕は右手でその手をはたき落とす。

　自分の手を押さえ、信じられないという顔をする先輩。

　数秒の出来事である。

「なぜだ!!」

「いやそれはこっちの台詞ですよ。いきなりなんですか、反射的にはたき落としちゃったじゃないですか」

「女子の手をはたいてその態度……さては君、目覚めたな？」

　何にですか。

　ぐぬぬ、と悔しげな声を出しながら僕を睨にらみつける犬上先輩の視線をスルーしていると、僕の背で寝ているブルリンが大きな欠伸あくびをしながら目を覚ました。

　前を歩く護衛二人を呼び止め、ブルリンを地面に下ろす。

「ちゃんと歩けよ？」

「グ～」

　四足歩行でゆらりゆらりと千鳥足で歩くブルリンに思わずため息が出る。

　とりあえず放っておけば普通に歩けるようになるだろう。護衛の二人に大丈夫だと伝え前に進んでもらう。

　しかし、

「ブルリンっ、私が……私が君を背負ってあげよう!!　ささっカモン!!」

　いやいやさすがにアンタ……あっマズイマズイマズイ!!　ブルリンは寝ぼけているから、僕と間違えて犬上先輩の背中に──あ。

「グフゥ～」

「ぐえっ──」

「せっ、せんぱーい!?」

　今、花の女子高生らしからぬ声が聞こえた気がしたが、僕は忘れることにする。それよりも早く、ブルリンに潰つぶされかけている犬上先輩を助け出さなくては。

　慌ててブルリンを退どかし、先輩を救出。

「いや、ごめんねウサト君。チャンスだと思ったんだ」

「何がチャンスなのか分かりませんが、戦ってもいないのに怪我なんてしないでくださいよ……」

　先輩は思ったよりも頑丈だった。だが骨とか内臓とか見えないところにダメージがあるかもしれないので、一応治癒魔法をかけながら道を進む。

「大丈夫ですか？　スズネ殿……」

「大丈夫だよ、ウサト君もいるしね。いやぁすごいね。体が軽くなったよ」

「はぁ……」

　先輩の肩に手を置きながら治癒魔法をかけているが、別に下心は微み塵じんもない。

　むしろ呆れの方が強い。

　異世界は人を変えてしまうのだろうか。

　犬上先輩も大丈夫そうなので、肩から手を離す。

　……そういえば、どこに行くか聞いていなかったな。

「すいません」

「はい、どうしました？」

　前を先行して歩く赤髪の守衛さんに声を掛ける。

「今からどこに向かうんですか？」

「モンスターの生息数が多い平原付近ですね。あそこは『猛獣の穴倉』と言われる森の近くなのでモンスターも多いのです!!」

　僕がローズに投げ飛ばされた森からモンスターが出てくるのか。

　森にいた時は、ほとんど逃げるかやり過ごしていたから、あまり多くのモンスターとは出くわさなかったけどね。

「どのくらいで着きますか？」

「そうですね……昼くらいには着きそうです」

　ローズの時とは違い、四人と一頭での行動だからなあ。足取りが遅くなるのは当然か。

　森から帰ってきてまだ数日しか経っていないが、少し懐かしい気持ちになるな。

　特にブルリンは──。

「グ？」

　いや言うまい。

　こいつだって、思うところがあって僕についてきたんだ。

　ブルリンの方を見ていると、不意に犬上先輩に肩を叩かれる。

「やっぱり、ブルリンを触らせて──」

「いい加減に懲りてください」

　不屈だなアンタ。

　次潰されたら助けませんからね。




　王国を出てから数時間。

　森の近くまで来た時、護衛の二人が足を止める。

「……前方にたくさんの反応」

「モンスターかッ!?」

　護衛の魔法使いの人が、前方から来る「何か」を捉えると、守衛さんが腰に携えた剣に手を添える。

　すると、砂煙と共に大勢の「何か」がやって来る。

　その姿を見て、僕は絶句する。

「盗賊です!!　お二人とも下がっていてください!!」

「ウサト君……」

「なんてことだよ、もう」

　犬上先輩の初の実戦相手となるのはモンスターではなく、まさかの人間。

　彼らの手には刃こぼれが目立つ西洋剣やナイフが持たれており、その数は一五人。その集団が僕達の前方一〇メートルほどの距離に立ち塞ふさがった。

　剣を構える守衛さんと、手を前にかざす魔法使いの人。緊張しているものの犬上先輩も腰に差した剣に手を掛ける。

　ニヤニヤと軽薄な笑みを浮かべている盗賊共に、僕はどこか落ち着いていた。

「へへへっ、こんな所で獲物を見つけられるたァ俺達もツイてるなぁ!!　なあ兄弟達!!」

「「「へいっお頭かしらッ!!」」」

　リーダーと思われるがっしりとした体形のスキンヘッドの男が、子分にそう言い放つ。

　なんだろう、全然怖くないや。こいつらには何かが足りない。

「ふへへへへ、お前らッ怪我したくなかったら、金目のものを出しな!!」

「誰が渡すかッ!!」

　守衛さんの言葉に、ぎゃははは、と下品な高笑いを上げる盗賊共。

「いいのかい？　この数に勝てると思うのかよ。だとしたらお笑い草だぜ!!」

　隣の犬上先輩が、僕の裾をゆっくりと引っ張ってくる。

　やっぱり犬上先輩も女子。いきなり下品な笑い声を上げる男達が目の前に来たら怯えもするよな。彼女を不安にさせないように言葉を掛けようとする──が、

「ウサト君、ウサト君あれっ、リアル盗賊！」

「先輩、マジ半端ないっすね」

　やっぱり犬上先輩は犬上先輩だった。先輩を普通の女子だと思った僕がバカだった。そうだよね、アンタこの世界に来てからずっとそんな感じだったもんね。

　剣を構えている守衛の人と言い争っていたスキンヘッドの男は、僕と犬上先輩の方を見て、ニヤリと口角を上げる。

「くっくっくっ……後ろの奴もいいモン持ってそうじゃねえか。これじゃあ余計、見逃すわけにはいかなくなっちまったぜ」

「外道め、お二人に手出しはさせない!!」

「外道？　ハッ、そりゃあ俺達にとっちゃ褒め言葉だ!!　ん？　モンスターがいるな……」

　スキンヘッドの男がブルリンを視界に捉えたようだ。数秒後、顔を青くさせうろたえ始めた。

「ぶ、ブルーグリズリーじゃねえか!!　なんてものを連れてやがる!!」

「ブルリン、お前って子供だけど実はすごい？」

「フンスッ」

　もちろんっ、とばかりに、鼻を鳴らすブルリン。

　普段の生活習慣を改善してから、その態度を取ってほしかったよ。

　ブルリンから盗賊の方に目を向けると、自分の子分に慰められているスキンヘッドの男の姿が視界に入る。

「お頭っ、あいつまだ子供ですよ！　俺達でもやれますって！」

「そうですよッ!!」

「お前ら……そうだな!!　やっとの思いで平原地帯を越えてきた俺達に怖いもんなんてねえ!!　行くぞお前らァァ!!」

　子分に慰められるお頭に威厳があるのか？　というより、この盗賊共はその平原地帯を越えてきたから装備も服もボロボロなのか。奴らがどれほどの強さか分からないけど、危険な場所を越えてきたのなら油断していい相手じゃないのかもしれない。

　武器を構え襲い掛かってくる盗賊共に、護衛の二人が迎撃体勢に入る。

　正直に言えば僕は戦えない。剣術や武術の経験もないし、対人戦を想定した訓練もやっていないから、うまく立ち回れるか分からないのだ。

　できることといったら、人質にならないように逃げまわるだけ。逃げ足ならこの場にいる誰にも負けない自信がある。

　治癒魔法を発動させると同時に、足に力を入れ後ろに下がろうとした瞬間──、

「えいっ」

　隣から声と共に放たれた紫電が護衛の二人の間を縫って盗賊の一人に直撃する。

「ぴげぇぇ!?」

　電撃を食らった盗賊は、その場でビクンっと痙けい攣れんし地面に倒れてしまった。

　呆ほうけてしまった僕と周りの盗賊達の視線は、指を鉄砲のように構えた先輩へ向けられる。

　守衛さんはこちらを振り向き、凛り々りしい笑みを浮かべ彼女を称賛する。

「さすがです、スズネ殿!!　へへ、これじゃあ私達の出番はなさそうですね!!」

　先輩が雷を放って気絶させたのか？

「こ、殺してないですよね、先輩？」

「も、もちろんだよ……多分」

　なんでそこで口ごもるんですか。怖いんですけど。

　先輩の一撃を目の当たりにした盗賊共は、怖おじ気けづいたように足を止める。仲間の一人が、生死を恐る恐る確かめている。

　正当防衛とはいえ、殺しちゃうのはちょっと……。間に合えば僕が治癒魔法で……。

「いっ、生きてる……」

　気絶する程度の威力だったようで、安あん堵どする先輩の声が聞こえる。

　しかしこれはいい牽けん制せいだ。この調子でどんどん先輩に電撃を出してもらえれば、楽に盗賊を片づけることができる。

「先輩、最悪僕が治しますから、思う存分に暴れてください」

「ウサト君って結構香ばしい性格してるよね……」

　なにを……先輩が遠慮なく盗賊を撃退できるようにサポートしようとしているのに。

「お、恐れるなお前ら!!　魔法は近くじゃ撃てねえ！　一気に畳みかければ問題ねえ!!」

「いけっ犬上先輩、なぎ払え!!」

「その言い方やめてくれないかな!?」

　と言いつつも、指先から連続で電撃を放つ犬上先輩。

　一人、また一人と地面に沈んでゆく。

　電撃で盗賊達を気絶させる今の先輩はまさに──、

「人間スタンガンですね。いや、人間電気ウナギの方が正しいかもしれない」

「次それを言ったら、さすがに私も怒るからね」

　自分の子分達が地面に倒れ伏す光景を見せつけられたスキンヘッドの男は、犬上先輩を指差し、その体たい躯くに見合った大声で叫んだ。

「魔法使うのはズルイじゃねえか!!」

　そんなことを言われても逆に困る。

　しかし、こいつらがいかついのは顔だけだな。ローズや強こわ面もて共のような邪悪さが足りないから全然怖くないや。

　残りの盗賊も犬上先輩に任せれば危険もなく済みそうだし──ん？

「また何か来る……これはッ」

　魔法使いの人が、また何かを感じ取ったらしい。

　僕の目には何も映らないが、確かにたくさんの足音が聞こえてくる。普通の足音じゃない。ボーンボーンと飛び跳ねるような足音だ。

「……来るぞッ」

「ああ!?　今さら降参したって無駄だぐふぁ!?」

　前方で戸惑った表情を浮かべているスキンヘッドの男が、右側方から飛び出してきた赤色の猪いのししに轢ひかれた。

「「「お頭ぁ──!?」」」

「ウサト殿、スズネ殿ッ!!　フォールボアの群れですッ。離れてくださいッ!!」

「なんでここに、こいつらの生息地はもっと奥のはず……ッ」

　異常に発達した後ろ足を持つ赤毛の魔物、フォールボアが突っ込んできた。

　護衛の二人は巧く回避しているようだけど、僕と犬上先輩の所に三頭が勢いよく茂みから飛び出してきた。

　フォールボアを見据えた僕は、近くにいるブルリンに対処してもらうため、彼の名を叫ぶ。

「ブルリンッ!!」

「グオオオオオオオオオ!!」

　僕の叫びと同時に、後ろ足で立ち両腕を大きく開き、フォールボアを威嚇するブルリン。しかし勢いのついたフォールボアは止まらない。一頭はブルリンが体を張って止めたが、二頭が僕と犬上先輩目掛けて突っこんでくる。

　僕は問題ない。頑丈なのは自覚している。けど先輩は違う。僕が守らなければ──そう思い、犬上先輩を庇かばおうするが、気付けば犬上先輩は僕の前に移動し、掌てのひらを構え強烈な電撃を放とうとしていた。

「ウサト君、下がって!!」

「犬上先輩!?」

　彼女の掌から放たれた電撃は一頭のフォールボアに命中するが、もう一頭には躱かわされてしまう。

「まずいっ」

　フォールボアの特徴は強力なジャンプ力を生む強きょう靭じんな後ろ足にある。

　その力を溜めに溜めた後ろ足から繰り出される突進は、敵を空高くに突き上げ落とす。最悪なことにこの猪は犬上先輩の方しか見てない。本能的な恐怖心から、僕より彼女の方を危険と判断しているのか……。

「くっ！」

　僕は咄とっ嗟さに犬上先輩の肩を掴つかみ、犬上先輩の盾になるように入れ替わる。

　数瞬して僕の背に強烈な衝撃──僕の体は犬上先輩ごと上方に突き上げられる。

「ガハッ……」

　運よく突進がリュックサックに直撃。それでも身体がバラバラになりそうな痛みを噛かみ締めながら、即座に治癒魔法を掛け、途切れかけた意識を保つ。

　犬上先輩は……気絶している!?

「先輩……ッ!!」

　落下する犬上先輩を頭を守るように抱き、地面に落ちる。

　積もった木の葉がクッションの役割を担い衝撃を吸収するも、落ちた場所は運悪く急斜面。

　その斜面をごろごろと転がる。勢いが強すぎて止まれない。リュックも背負う部分がちぎれ飛び、地面に体を打ち付ける。

「があああああああああああっ」

　全身が打ち付けられ、視界が暗転し宙に投げ出され、そのまま川に落ちる。

　犬上先輩を抱えて岸へ上がろうともがくも、水の流れが強すぎてうまく動けない。

　流されるままに途方に暮れ流れに身を任せていると、周りの景色が見覚えのあるものに変わっていることに気付いた。

　僕がローズに森に投げ込まれた日、グランドグリズリー共から逃れるために川に飛び込んだ場所だ。

　つまりこの先には──、

「滝があったような……」

　できれば外れてほしいけど、遠くない場所で聞こえる水音が、最悪の状況を嘘うそだと言ってくれない。

　でも滝を越えれば、岸へ上がれるくらいには水の流れが緩やかになっているはずだ。

「覚悟を決めるしかない……」

　犬上先輩を抱える手に力を込めながら、僕は大きく息を吸った。





　　　　＊＊＊






「……くん！　ウサト君っ！」

　朧おぼろげな意識の中、声が聞こえる。

　体には力が入らず四肢が鉛のように重い。服は濡ぬれていて、肌に張り付く布の感触が気持ち悪い。僕の名前を呼ぶ声と一緒に、ザザザーッという水が叩きつけられるような激しい音が聞こえる。

「ウサト君……今すぐ安全な場所に運ぶから、それまで……っ」

　そうだ。川に投げ出された後、なんとか滝を越えた僕は最後の力を振り絞って彼女を近くの岸へ運んで、そこで気絶しちゃったんだ。

　完全に目が覚めた。とりあえず治癒魔法で体の疲労を癒いやしながら、肩に回されていた先輩の腕をどけようと力を入れる。

「君のことは私が守る。私、犬上鈴すず音ねは受けた恩は必ず返す女だ……ッ!!」

「犬上先輩、もう大丈夫です……ていうか恥ずいです」

「……お、起きるのが早くないかな？」

　鮮明になった視界に映った彼女は、顔を真っ赤にして僕から離れてくれた。

　さっきの熱い台詞を聞かれて恥ずかしいのか、僕の顔を直視できないようだ。

「大丈夫ですか、犬上先輩」

「そ、それはむしろ私の台詞なんだが……」

「僕は大丈夫です。慣れてますから」

　念のために先輩に治癒魔法を施しながら周囲を見回す。

　見覚えのある滝に、怪しい木々、そしてどこからか聞こえてくる獣の叫び声。

　間違いない。ここは僕がローズに放り込まれた森だ。

　事態の重大さを認識した僕は、すぐさま先輩にこの森について簡単に説明する。

　すぐに話を理解してくれた彼女は、申し訳なさそうにうなだれる。

「……すまない、ウサト君」

「謝らないでください。僕が勝手にやったことですから」

「……うん」

　こういう時、落ち込む彼女を慰めることができればいいのだけど、僕だってこの状況をなんとかしようと考えるだけで精一杯だ。

　なにせ、ここの怖さは僕が一番よく知っている。

「ここは危険な魔物が潜む森です。さっきのフォールボアなんて目じゃないヤツがわんさかいます」

「じゃあすぐにここから出ないと……」

「危険です。空を見る限り、じきに暗くなります。先輩がいくら強くても、どこから来るか分からないモンスターを相手取るのは無理でしょっ？」

「うっ……」

　夜になればここは本当に真っ暗だ。

　頼りになる明かりが月の光しかないから、夜に動こうとすれば視界が限られた中で行動しなければならない。

「だから、明るくなってから動きましょう」

「でも暗い間は危ないんじゃないか？」

「僕は木の上でモンスターの目から逃れていましたが、先輩は？」

「木登りなんてしたことないよ。そういうことはあまりさせてもらえなかったから……」

　そういう遊びはさせてもらえなかった、か。

　先輩ってもしかしたら実はお嬢様だったりするのかな？　そうだとしてもおかしくはないけど。

　とにかく木登りは無理か。

　ならば。

「じゃあ、ここにしましょう」

「は!?」

　滝壺の近くの岸辺、自分の真下を指で差した僕に素すっ頓とん狂きょうな声を上げる先輩。

「ここなら水辺がすぐですし。わざわざ拠点を探すようなことしてもモンスターに襲われるだけです」

「たっ、確かにそうだね」

「決まりですね」

　先輩と共に周囲に落ちている木の葉や木の枝を集める。

　ものの数分で山のように集まったので、僕は先輩に魔法を使うように促す。

「犬上先輩、魔法で火をつけてください。魔物が寄ってくる危険もありますが、真っ暗で何も見えない状態で襲われる方が危険なので明かりを灯しておきましょう」

「そういうことか。分かったよ」

　先輩が積まれた木の枝に火種となる電撃を放ち、火をつける。

　暖かな火が、煙を上げながら大きく燃える。手をかざすと仄ほのかな暖かさが伝わってくる。服が濡れているから寒気を感じていたところに、これはありがたい。

「先輩、荷物は？」

「ああ、リュックと剣はあるよ」

　先輩は傍らに置いてあったリュックの中から、ナイフと地図を取り出した。

　地図は使えないが、ナイフは役に立つだろう。他に何が入っているか訊くと、あとは先輩の着替えとからしい。

　まあ、こんなサバイバルになるとは思わなかっただろうし、そんな準備はしてないのも当然か。

「着替えが濡れていなくて良かった……」

「僕はここにいるので、着替えてきたらどうですか？　僕は火に当たっていれば服なんてすぐに乾いちゃうので」

「……分かったよ。っと、その前に、剣とナイフを出しておくよ」

　ナイフと片手で扱えるくらいの重さの剣をこちらに渡した先輩は、リュックの中から出した着替えを抱え近くの茂みの方へ歩いていく……のだが、どうしたのだろうか、不意に足を止めこちらを振り返ると、いたずらっ子のような笑みを僕へ向けた。

「覗かないで、ほしいな？」

「は？」

「その反応は傷つくな……」

　先輩はどんな場所でも先輩だった。いつも通りの元気な様子に戻ってくれて安心したのは秘密だけど。




　それから数分して、長袖長ズボンといった簡素な服に着替えた先輩と共に野営の準備を整える。

　準備といっても火を安定させたり、横になれる場所を確保したりといった簡単なことだけどね。

　やっぱり火があると違う。これで範囲は限られるけど、暗くなっても行動できるようになった。

　それに、それにだ。先輩の魔法があれば食料にも困らない。

「これでいいかな？」

「せんぱーい、僕は非難オッケーですよ！」

　焚たき木で照らされている場所のすぐそばにある水辺に手を浸した先輩に声を掛ける。

「いつでもビリッといって大丈夫です！」

「ビリッて、なんだか釈然としないけど……いくよっ！」

　一瞬の放電、すると犬上先輩のいる場所を中心にプカプカと魚が浮き上がってくる。

　魔法で魚獲とりとは……、と不満げに呟く先輩だけど、僕からすれば諸もろ手てを挙げて喜んでいいほどの光景だ。初めて来た時は、保存が利くという利点しかないボソボソとした携帯食料しかなかったから、こんな食べ応えのありそうなものがたくさん獲れたのは嬉うれしすぎる……ッ。

「いやホント、先輩がいてくれて良かったです!!」

「そ、そんな泣きながら絶賛しなくても……」

　そうは言いますが、火の心配も食べ物の心配もしなくていい、しかも水を煮沸することもできるというオマケ付き。もう先輩がいればここでのサバイバルもヌルゲーですわ。

　調理した魚を感動しながら食べる僕に、先輩は引いたような視線を投げかける。

「もう暗いので、そろそろ寝ましょう。火は僕が見ていますから」

　夕食後、周囲が完全に暗くなったので僕は、対面に座る彼女にそう提案した。

「いやいや、ウサト君にだけ任せるわけにはいかない、私が……」

「交替で見ましょう。頃合いを見て起こすので、それまで寝ていてください」

　僕だってずっと起きていられるほど疲れていないわけじゃないからね。

　それにこの森で一番やってはいけないことは無理をすることだ。疲労に関しては治癒魔法である程度解決できるとはいえ、魔力も無限じゃないし、その日の体調とかに強く影響される。だから明日のことを考えるなら僕もしっかりと休まなくてはならない。

「じゃあ、そういうことなら少し休ませてもらおうか……襲わないでね」

「ないわー」

「!?」

　こんな時に、なんて冗談を言うんだこの人は。
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「ウサト君、起きているかな？」

「……なんですか」

　熟睡していた先輩を何とか起こして交替してから一〇分ほど経った時、不意に話しかけられる。

　犬上先輩の方に体を向けると、体育座りで焚き火の明かりに照らされる先輩が視界に映る。

「君は……この世界に召喚されて、どう思った？」

　この質問の意図は何だろうか。

　何気なく質問したのか、それともなにか思うことがあるのか、はたまた僕を勇者召喚に巻き込んでしまったことへの罪悪感か。

「どうって……まあ、団長の訓練はキツイし、毎日いかつい同僚達の顔を見なくちゃいけないし、第一、魔王軍と戦うなんてまだ現実味がありませんよ」

「帰りたい？」












「うーん、難しいところですね」

　帰りたい気持ちもあるし、帰りたくない気持ちもある。矛盾してるけど、この世界で培った治癒魔法という自分の能力を手放したくない思いも少なからずある。それに、この世界で会った人達と離れるのも心苦しい。短い間だが、濃い日々を送ってきたのだ。

　でももちろん、家族のことも心配だ。

　僕が逡しゅん巡じゅんしていると、思い悩んだような声で犬上先輩が言葉を投げかける。

「私は、帰りたくないな」

　その言葉にどれだけの意味が込められているかは分からない。

「……理由は訊かないのかい？」

「訊いてほしいんですか？」

「訊いてほしい」

　そんな直球で言わなくても。

「はぁ、帰りたくない理由なんて大体は想像できるじゃないですか。犬上先輩は元いた世界よりこの世界の方がいい、そう思ったから帰りたくないんでしょう？」

「……うん」

　この世界に来てからの犬上先輩は、なんというか生き生きとしていた。元の世界にいた時の彼女のイメージとはまるで別人と思えるほどに。

「私はもう元の世界に未練はない。家族も友人も……仮かり初そめの自分も全部捨てて、この世界にい続けるつもりなんだ。ずっと待ち望んでいたんだよ。こう、自分を解放できるチャンスっていうのをね」

　元の世界での犬上先輩は、まさしく高たか嶺ねの花といえる完璧な存在だった。

　でも、その完璧な彼女は偽りで、しかも彼女自身はそれを捨て去りたかった。

　僕にはそういう風に聞こえた。

「この世界に来た時、私は君達がいるにもかかわらず歓喜した。ここには私を縛るものなんて何もない。それは何物にも代えがたい自由だったんだ」

　犬上先輩が喜んでいたのは分かる。

　でも、その時点で元の世界に帰らないことを決めていたとは思わなかった。

「……僕はいいと思いますよ、帰りたくないと思ったとしても」

「え……？」

「何ですかその表情は。まさか僕がそんなことで先輩に幻滅するとでも？」

「いや、でも……幻滅してもおかしくはないだろう」

「……僕も異世界に憧れていたんです。先輩と違って深い事情はありませんが」

　体を起こし先輩と向き合い、不安げに瞳が揺れている先輩と目を合わせる。

「自分を変えたい。変わらない日常に変化が欲しい。ずっとそう思っていたんです。だから僕も犬上先輩と同じです」

「ウサト君……」

　らしくないぞ、弱々しい先輩なんて。

　僕が知っている犬上鈴音はもっと堂々としてる人のはずだ。

「前、訓練場で言いましたよね？　僕はカズキと犬上先輩の足手纏いになりたくないって」

「……うん」

「あの時の僕は、ただがむしゃらに突き進むだけだった。でも、僕は救命団の団員としてカズキと犬上先輩、そしてこの国の人達を守る覚悟を決めました。先輩はどうですか？」

「私は、勇者として……いや、私の居場所になるこの国を守りたい」

「ならカズキも加えた三人でリングル王国の人達を助けましょう。元いた世界なんて関係ない。今の僕達の居場所を守るためにです」

　勇者として二人が戦い、救命団員として僕が治す。

　それが今の僕の理想だ。

「君は、本当に逞たくましくなったね」

「先輩は逆に人間臭くなりましたけどね。元の世界の先輩は僕の憧れでしたよ」

「そう言う割には私に対してそっけないよね。もっと憧れててもいいんだよ？」

「元の世界で完璧だった先輩は異世界に来て変わったんでしょ？」

「ははは、それもそうだ。それに、君には憧れてもらうよりもっと近い関係の方がいい」

　意味深な言い方だな。

　穏やかな笑みを向ける彼女にどこか気恥ずかしい気持ちになったので、彼女の視線から逃れるように横になる。

「寝ます。おやすみなさい」

「ん？　もしかして照れているのかな？」

　火に背を向けるように寝返りを打つ。

　これ以上話せば、羞しゅう恥ち的な意味で眠れなくなりそうだ。

「ふふ、君と話せて本当に良かった。おやすみ、ウサト君……」

　だんだんと意識が霞かすみがかっていく中、嬉しそうな声で呟く先輩の声が聞こえた。
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　翌朝。

　僕達は日の出と共に森を抜けるべく歩き出した。

　道のりは、ローズと共に森を出たときの方向をなんとなく覚えている。

　方向感覚には自信がある。

「気になったんだけど、ブルリンは私達の匂いを追って来れないのかな？」

「僕達が川に落ちなければ来れたでしょうが……残念ながら」

　あの食いしん坊、守衛さん達に迷惑かけてなければいいけど。

　僕達の足取りはゆっくりだ。理由は二つ。

　一つ目は、モンスターに気付かれぬよう、大きな音を立てずに移動するため。今回は、前回の時にいたククルがいないのでモンスターの察知ができないからだ。

　二つ目は、移動する方向を見失わないため。ただでさえ高い木が生い茂っている森なのだ。焦って進めばあっという間に迷ってしまうだろう。そんな事態を防ぐために、周りの景色に気を配りながら移動することが重要なのだ。

　これはローズに読まされた本に記してあった知識だ。

　慎重に道を歩くこと数刻。未だに出口の見えない中で、犬上先輩が木の上を飛び交う何かを視界に捉えた。

「ウサト君っ、上！」

「!?」

　先輩に続いて上を見上げると、そこには毒々しい緑色をした小柄な猿のようなモンスターの群れ。

　あれは──、

「ベノムモンキーか……」

「知っているのかい？」

「いえ、本で見ただけで僕も実物を見るのは初めてです」

　ベノムモンキー、その名の通り猛毒を持つ猿のモンスター。

　本によるとその性格は温厚だが、天敵に襲われないために自ら進んで毒木の実を食すことで、その爪と牙に強力な麻ま痺ひ毒を宿すようになったという。毒によって変色した緑色の毛並みは、天敵への視覚的な武器にもなる。

　そんな時、群れから降り立った一匹のベノムモンキーの子供が僕と先輩の前にやって来る。

　……うん、これは一応警告しておこうか。

「犬上先輩、この猿は毒持っていますから触らないでくださいね」

「ほら、怖くない」

「おい聞けよ」

　駄目だこの先輩。

　思わず敬語を忘れてしまったが、不用意に小猿に手を差し出す犬上先輩に頭が痛くなる。とりあえず彼女の奇行を止めるため、先輩の腕を掴む。

「危ないですって!!　そいつ毒持っているんですよ!?」

「たとえ毒に侵されようともっ、それはこの子の可愛かわいさという毒牙にかかった私の業だ!!」

「訳の分からないことを言わないでくれますか……」

　無駄に格好良く言っても駄目!!

　ああっ、一応女子だから強く押さえることもできないッ。

　犬上先輩が伸ばした手に、小猿が不思議そうに首を傾げる。その姿にニヤリと勝ち誇ったような笑みを浮かべた先輩だが──、

「キッ!!」

　カプッと先輩の人差し指に噛みつかれてしまった。

　笑顔のままで固まった先輩は、未だに噛みついている小猿に、

「ほらね、怖くない」

　そう言い放った。

「キィー!!」

　小猿は逃げた。

　いや、ここは群れに帰ったと言った方が正しいだろう。

　目の前には、哀愁漂う犬上先輩の背中。

　僕は何も言わずに彼女の肩に手を置き、噛まれた時に注入された毒を治してあげる。

　言わんこっちゃねぇよ先輩……。




「犬上先輩、落ち込んでもしょうがないじゃないですか……」

「………」

　先輩の体を治し終わり再び歩き出していたが、先ほどの出来事が衝撃的すぎたのか、先輩は俯うつむいたまま顔を上げない。

　正直に言おう。めんどくさい。

　だから、あえてスルーする。

　何も言わなくなった僕を不満に思ったのか、少し不ふ貞て腐くされながら先輩が話しかけてきた。

「慰めてくれないのか」

「さっき慰めたじゃないですか」

「いじわるだな、ウサト君」

　いや、今のはいじわるとかじゃないだろ。

「先輩こそ僕の話を聞いてくださいよ。あなたは抑えの利かない子供ですか」

「この世界で生まれ変わったという意味では子供みたいなものだ」

　どんな超理論ぶん回しているんですか。

「はぁ……」

「む、そのため息は何だ」

「……」

「無視か、いいだろう。受けて立つ」

　その後、無視を決め込んだこちらに、先輩が一方的に話しかけてくるだけの時間が過ぎた。

　だんだん木の数が少なくなってきた。もうすぐ森を抜けられるな。

　いつの間にか黙り込んでしまった先輩の方を向き話しかける。

「先輩、もうすぐ出られますよ」

「くっ、ここぞとばかりに話しかけるなんてッ。タイミングを心得ているなウサト君ッ」

　アンタ全然堪えてないな。

　一人で騒いでいる犬上先輩をスルーしながら前を向く。

　少し歩くと、木々のない開けた場所に出る。

「ウサト殿─────!!　スズネ殿─────!!」

「守衛さんの声だ……」

　声の先には僕達を探し続けてくれていたであろう守衛さん、そしてブルリンがいた。

「疲れましたよ……」

「私は楽しかったよ。ウサト君といれてね」

　マジですか。

　普通なら勘違いしちゃうところだが、先輩のことだからあまり気にしないでおこう。

「みっ、見つけましたッ!!　本当に良かった……」

「グオッ」

　僕達を見つけた守衛さんとブルリンに力なく手を振る。

　すると、こちらを振り向いた先輩が太陽のような明るい笑顔で僕へ手を差し伸べた。

「さあ、帰ろう！　ウサト君！」

　思わずつられて笑ってしまった僕は、照れくさく思いながらも差し出された手を握る。

　もう彼女は、僕が憧れの対象として見ていた犬上鈴音ではない。おしとやかで頼れる生徒会長でもない。

　今は異世界という新しい環境を楽しむ女の子だ。

　少し落ち着きと遠慮がないけどね。

「ええ、帰りましょう。僕達の居場所へ」

　僕の言葉に頷うなずいた彼女の嬉しそうな顔を見て、自然と僕も頬が緩むのを感じながら思う。

　たまには、この人に素直になるのも悪くないな、と。
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　僕と犬上先輩は、無事に王国に帰ることができた。

　守衛さんは、僕と犬上先輩がはぐれたことに強い責任を感じ、ブルリンと共に昼夜休まず探し回ってくれたらしい。もう一人の魔法使いの人は捕まえた盗賊達を連れて王国へと戻り、僕達の失踪を報告してくれていた。

　護衛の二人には、後でちゃんとお礼を言わないといけないな。

　僕達は王様に無事を伝えるため、城へと赴いた。

　ブルリンは守衛さんに頼んでおいた。いつの間にか仲良くなっていたからね。懲りずにブルリンに触れようとして反撃された誰かさんもいたけど……。

　犬上先輩と共に王様のいる大広間に入ると、そこには王様の他に、僕達が召喚された時に王様のそばにいたセルジオと呼ばれた気難しそうな老人、それとローズ、シグルスさんがいた。

「おお、ウサト、スズネ……よく、よく無事で……」

　王様は、僕達の姿を確認すると安堵の息を漏らしながら、疲れ切ったように玉座に深く座り込む。よく見ると王様の目の下にはうっすらと隈くまが浮いている。随分心配させちゃったみたいだ。

　とりあえず、この件を詫わびるべく口を開こうとすると、僕よりも早く犬上先輩が言葉を発した。

「ご心配おかけしました」

「いや、謝る必要はない。むしろ謝るのはこちらの方。この度は本当に苦労をかけた。ウサトもすまなかった。私がスズネと共に訓練に参加するように言わなければ……」

　王様、人間が出来すぎていて逆に辛つらい。

　王様の言葉に、僕はしどろもどろになりながらも、なんとか答える。

「いえ僕は……えと、僕は大丈夫ですよ。なんというかこういうことには、もう慣れたようなものでしたので……」

「慣れた？」

　失言ッ。

　ここで正直に言おうものなら、面倒なことになりかねない。

「ああっ、いやなんでもないです！　元の世界でよく森の方に行っていたんですよ！」

「そ、そうなのか……」

　今、なぜ僕はローズを庇ったのだろう。

　まさか、精神レベルまでローズに調教されているというのか。

　ローズの方に視線を向けると、案の定、薄ら笑いを浮かべている。

　この凄すさまじい敗北感……。

「時にウサト、救命団での訓練は順調か？」

　ここで、一番答えにくい質問きた────ッ！

　さっきはなんとか誤魔化せたというのに、まさかこのような質問がくるとは思わなんだ。

　この場にはローズもいるし、答えによってはこの後の展開を覚悟しなければいけないことになる。

「じゅ、順調、です」

「そうか、実は心配しておったのだ。そうか順調か……良かった」

　胸が、胸が張り裂けそうなくらいに痛い。

　良心の呵責かしゃくに苦しんでいると、王様の隣に佇んでいたセルジオさんが王様に話しかける。

「ロイド様、そろそろ……」

「分かっている。ウサト、スズネ。お主達も疲れておるだろう。ゆっくり休むといい」




　王様に促され大広間から出る。

　しかし、ローズはいつもと変わらなかったんだけど、セルジオさんとシグルスさんの顔が心なしか険しかった。

　僕達が戻ってきたことに安堵しているのは表情を見て分かったけど、それ以外のことで悩んでいるように思えた。

「……気のせいだったらいいのだけど」

　王様の言う通り、今日は疲れた。

　先輩も外見は平気なように見えるけど、きっと疲れているだろう。

「ウサトッ！　先輩!!」

「ま、待ってくださいカズキ様～」

「ん？」

　そろそろ解散しようかと隣を歩く先輩に切り出そうとすると、前方から息を切らして走ってくるカズキとセリア様を見つけた。

　そういえば、カズキにも心配かけちゃったな。僕達に追いつき、膝に手を当て息を乱している彼に申し訳なく思う。

「ひ、久しぶり」

「久しぶりじゃないだろ！　起きたらウサトと先輩がモンスターに襲われて行方不明とか……俺、すげぇ心配したんだぞ！」

「……ごめん」

　本当に面目ない。

　犬上先輩と話していたセリア様が、僕達のやり取りを見てクスクスと笑みを零す。

　さすがお姫様、一挙一動が優雅極まりない。

「フフ、スズネ様達が行方不明と聞いたカズキ様は、血相を変えて城の外へ飛び出してしまったのですよ」

「あっ、それは言わないでくれよ……」

「ははは、君も向こう見ずだなあ、カズキ君」

　場をにぎわすように、先輩がカズキを茶化す。

　なら僕も。

「向こう見ずなら先輩も負けてはいませんよね？　小猿に嫌われてましたし」

「うっ、それは……イジワルだねっもう!!」

「ウサト、小猿って？」

「実はね……いぬかみゃッ!?」

「なんでもないっ！　なんでもないからっ！」

　犬上先輩に口を塞がれる。そんなに暴露されるのが嫌か。後でこっそりカズキに話しておこう。

　カズキもセリア様も、僕を押さえつける先輩の焦りように首を傾げている。

　しかし何を思ったのか、セリア様が僕と先輩を交互に見た後に、カズキの方に視線を移す。

「とても仲がよろしいのですね」

　どうやら、王女様はあらぬ勘違いをしているようだ。カズキは気付いていないようだけど。

　ここで先輩が悪乗りして事態を悪化させないうちに否定しておかないと、なし崩し的に大変なことになりかねない。というより、今、僕を押さえている先輩の口角が三日月のように歪ゆがんでいるのが見えてしまった。

「いやそういうのじゃないです、ありえません」

「!?」

　そう言い放った僕の言葉に、ショックを受けるように後ずさる先輩。

　いや、だって……せめてもう少し自重してくれれば……無理か。

「そう、残念ですねぇ」

　全然残念そうに見えない笑顔を見せたセリア様。

　やはり世界は変わっても女子は恋バナが大好きなのか。別に恋バナじゃないけどね！

「あっ、そうだウサト。ローズさんってすごいよな！」

「藪やぶから棒になに!?」

　まさかカズキからローズの名前が出るとは。あの人とカズキに接点なんてないはず。

　戦々恐々としながら、カズキの次の言葉を待つ。

「ウサト達を探しに行こうと飛び出したらさ、城門の前でローズさんに取り押さえられちゃったんだよ。俺も本気で行ったのに、手も足も出なかった……」

「あの人、規格外だから……」

　僕とブルリンを赤子のように扱うからね。

「でも俺も軽率な行動だったと思う。あの時ローズさんが止めてくれなかったら、この国に迷惑をかけてしまっていたかも……」

　確かにそれは否定できない。

　犬上先輩が行方不明の時、もう一人の勇者であるカズキまでもがいなくなったら、大変なことになる。そういう面を考えれば、ローズの行動は正しいと言える。

「それにローズさん、ウサトのこと信じてた」

「信じてた……？」

「ウサトは自分の部下だから簡単には死んだりしないって。全然ウサトの無事を疑っていなくて、なんだかすごいって思った」

　オーケー、カズキの言葉から察するに、ローズは恐らく僕がそう簡単にくたばるとは考えていなかったってことだな。

　信頼されていることに喜んでいいのか複雑な心境だけどね……。

　とりあえず、ローズの言葉をそのまま受け取ったカズキの純真さと優しさにほろりとしつつも、僕は真剣な表情でカズキの両肩に手を置く。

　不思議そうに首を傾げる彼だが、構わず僕は言葉を紡ぐ。

「カズキ、君はそのまま綺き麗れいなままでいてくれ。汚れているのは僕と先輩だけでいいんだ」

「……う、うん？　えと、なんかよく分からないけど分かったよ」

　なら良かった。

　あやふやながらも頷いてくれた彼に安心し、肩から手を離す。

　ふぅ。安堵の息を吐くと、隣にいる先輩がジト目でこちらを見ている。

　なんだ、とそちらを向くと、納得がいかないとばかりの不満気な表情を浮かべた。

「さりげなく私が汚れてる扱いされたのだけど」

　ネタ云うん々ぬん知っているアナタが汚れていないと？
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　ウサトとスズネが退出した後の大広間。

　その場にはローズ、シグルス、セルジオの三名が残っている。

「セルジオよ、ウサト達を襲ったフォールボアについて何か分かったことはあるか？」

「まだ詳しいことは分かってはいませんが……」

　フォールボアは、主に平原に生息しているモンスター。それが、まだ平原に到着していないウサト達に襲い掛かった。偶然と片づけられれば、救命団団長であるローズと軍団長であるシグルスを呼び出したりはしない。

「平原地帯を越えて勇者達を襲った盗賊に尋問したところ、『いつもよりモンスターが少なかった』と言っています。が、所しょ詮せんは隣国から流れ着いた罪人共の言葉。信しん憑ぴょう性には欠けますな」

「もし盗賊達の言葉が本当なら、平原地帯のモンスターは、その場から逃げたということも考えられる。恐ろしい何かがやって来る方向とは逆のこちら側に……」

　私はセルジオの言葉に額を押さえながら、そう言い放つ。

　ついにやって来てしまったのだ。来きたるべき敵が……敵は前回の戦いのようにこちらを侮ってはこないだろう。全力でリングル王国を手に入れるつもりで進軍してくるはず。

　沈黙を保っていたシグルスが口を開く。

「魔王軍……でしょうか」

「そうだ。ついにやって来るのだ」

　魔族を引き連れ、禍まが々まがしいモンスターを先頭にリングル王国を襲おうとする侵略者。

　できれば戦いくさは避けたいが、それは前回の問答無用の侵略から無理だと判断している。

「シグルス、全隊長格に通達。軍を整えておいてくれ、いつでも動かせるようにな」

「ハッ!!　ご命令、承りました!!」

　力強く応答するシグルス。

「うむ……」

　その後、シグルスは恭しく一礼すると軍を整えるべく大広間から出ていく。

　次に、壁に背を預け腕を組んでいるローズに視線を向ける。

「ローズ……」

「分かっていますよ、ロイド様。私は魔王軍の侵攻状況を確認してくればいいのですね」

「すまぬ……」

「お気になさらず。国で一番足が速いのは自覚していますので。偵察場所は平原地帯の奥、境界線付近でいいんですかね？」

「ああ、恐らくそのあたりだろう。こちらとしては、いてくれない方がありがたいのだがな」

　平原地帯には、三つの国に分かれる道がある。

　一つ目はリングル王国、二つ目は隣国、そして三つ目がモンスター達が蔓延はびこる地帯を大河で挟んだ『魔王領』だ。

「じゃあ、私は暗くなったら出ますんで」

「なっ、夜だと!?　危険ではないのかローズ殿!!」

　セルジオが止めに入る。

　本当に魔王軍が迫ってくるならば、魔王領のモンスターが大量にこちらに流れ込んでいると考えていいだろう。

　だが、往いくのはリングル王国、元大隊長ローズ。大抵の魔物なら一蹴するだろう。

「ローズ、以前のように大隊長の地位に戻ってはくれないか」

　こちらに背を向け歩き出そうとするローズに、私は思わずその言葉を投げかけてしまう。

　断られるのは分かっている。だが懇願せずにはいられなかった。

「戻る気はないですよ。それに私はロイド様の思うような綺麗な人間じゃない」

「治癒魔法使いとして初めて大隊長を任されたお主が、どうしてそこまで自分を卑下する。大隊長の座を降りた後でも救命団の団長として多くの命を救ってきたではないか」

「卑下ではなく事実ですよ」

　治癒魔法によってもたらされた圧倒的な身体能力を用いて、どんな屈強な魔物でも打ちのめしてきた彼女の武勲は、今でも騎士達の間で語り継がれている。

　治癒魔法使いの評価も彼女のおかげで幾分上がった節すらあるのだ。そんな彼女が、再び大隊長の座に就いてくれればと思っていたのだが……。

「やはり、あの件のことを……」

「引きずっていますよ。忘れるはずがない。私の部下達の死も受け入れているし、死んだアイツらはもう治せないことも理解していますよ。でも、この右目に刻み付けられた傷がアイツらのことを忘れさせない」

　かつて大隊長へ昇り詰めた彼女が鍛え上げた七人の精鋭達。

　個性的で扱いに困る者達ではあったが、その誰もが大隊長であるローズを慕っていた。彼らが戦いに赴けば、どんな強力な魔物にも凶悪な魔族にも完全な勝利を得てきた。

　数々の功績を打ち立てた彼女の部隊が敗北するなど、誰も想像すらしなかった。

「だがあれは、お主の責任では……」

「私の責任ですよ。慢心していた私のせいで部下が死んだ。それでようやく理解したんです。どれだけ優秀でも、どれだけ鍛えても、どれだけ信頼していても、死んだら終わりってことを。いわばこの傷は罰。私に罪を忘れさせないための」

　信頼する部下を全員失ってしまった彼女の傷は、測り知れないものだろう。

「ロイド様、死んだ奴をいつまでも引きずっている人間に、下手に戦う場を与えてはいけない。私がそのいい例です」

　表面上は右目の傷を理由にして復帰を断っていたが、やはりあの出来事は彼女にとってトラウマになっているのか。

「だから私は救命団を作ったんです。戦わず、救うことを目的とした組織を」

　魔王が復活する前に作られた救命団。当時はその奇き天て烈れつ極まりない組織に疑問の声が上がったが、魔王が復活してすぐの二年前の侵攻によってその認識はがらりと変わった。

　彼女と、彼女の鍛え上げた精鋭は多くの騎士を救い、我ら王国軍を勝利へ導いたのだ。

「もう一つ、救命団を作った理由が他にあります」

「それは、何だ？」

　ローズの隻眼が私をじっと見据える。引き込まれそうな翡ひ翠すい色の瞳に慄おののきそうになるが、一国の主あるじとして見つめ返す。

　前回の戦いで勝利に貢献した救命団。設立を認めたのは他ならぬ私だが、その存在理由はローズ本人からは聞いてはいない。だが兵士達の命を助けたいなどという理由が二の次であることは、薄々感づいてはいた。

「私は──」

　右目を右手で覆い隠し、何がおかしいのか肩を震わせ、口角を三日月のように歪める。普段の彼女からは想像できない表情を浮かべながら発せられたのは、驚きょう愕がくに値する言葉だった。

「死なない部下が欲しい」

　死なない部下、それが彼女の求めるもの。

　非現実的、そう思うと同時に、脳裏に一人の少年の姿が浮かんだ。

　勇者召喚に巻き込まれてしまった不運な少年。

　一見頼りなく、心根の優しそうな平凡な少年に見えた彼が、今やこの国の騎士達の命を救う役割を担っている。












　勇者でも騎士でも、ましてや特別強い攻撃魔法を扱うことができるでもない彼を……。

　彼女の過去を考えれば分からないものではない。

　だが、それを彼に求めるのはあまりにも酷だ。

「それは人が求めていい領分を超えている」

「そのための訓練なのです。治癒魔法、人の域を超えるための修練、どんな相手にも屈しない鋼の精神力。ずっと探していたんです。その全てを備えている奴を」

　彼女が求める全てを持っているのは──、

「ウサト、か」

「アイツはまさしく私の理想。治癒魔法以外は特別な素養なんて一つもないただのガキが、私の求めていた治癒魔法使いに相応ふさわしかった。しかも気付いたらアイツは驚くほど救命団の環境に順応しやがった。これがどういう意味か分かりますか？」

「……いいや」

「生存本能、適応能力、生きようとする意思。ま、良く言えば負けず嫌い、悪く言えば周りの環境に影響されやすい性質ってところか」

「周りに影響されやすい……？」

「血ち反へ吐どを吐くほどキツイ訓練でも、アイツは弱音は吐くがやめなかった。どんなに罵倒しようが折れなかった。それはひとえにアイツがこの世界に、救命団という環境に適応していったから。アイツの本質は周りに適応すること。救命団の過酷な訓練をやり遂げたことも、『リングルの闇』で十日もサバイバルできたのも、その環境で自分の力を最大限に生かし順応しようとした結果なんです」

　生きようとする意思が、ウサトという存在を形作っているというのか。

「私の求める治癒魔法使いとして最高だと思いませんか。それにアイツは、どんな目に遭おうとも私に対して反抗的な態度を見せてくる。絶対に屈しねぇ。アイツはまるで……っ」

　そこで一言区切ったローズは我に返ったように真顔に戻ると、今度は自嘲気味な笑みを浮かべ顔を上げた。

　絶句する我々に構わず、ローズは途切れ途切れに言葉を放つ。

「そう……死んだアイツらにそっくりな、クソ生意気な小僧だ。だから、私はアイツを理想の治癒魔法使いにすると決めたんだ」

　矢継ぎ早にそう言った彼女は、扉の方を振り向きツカツカと歩いていってしまう。

　残された私は動けなかった。

　あんなにも弱々しく、悲しげな雰囲気を纏った彼女を見たのは初めてだった。

　静寂の支配する大広間の中、彼女が去っていく足音だけが遠く、静かに響き渡った。





　　第六話　決意の夜!!　の巻







　平原地帯の境界線付近。

　大河を挟んだ魔王領で、大勢の人ならざる兵士達が巨大な橋を建造していた。

　その集団は魔王軍。彼らはリングル王国を侵略すべく、長い道のりを経てここまでやって来たのだ。

　筆頭たる第三軍団長、アーミラ・ベルグレットは目前に迫った戦いくさを前に自分を鼓舞するように声を上げる。

「橋も完成間近!!　我らは魔王様の矛ほこ!!　身を粉こにしてその力を捧ささげん!!」

　彼女の声に呼応するように、唸うなり声を上げる兵士達。

　満足そうに頷うなずくアーミラに、呆あきれたようにため息をつく黒色の鎧よろいを纏まとった騎士。

「軍団長、少しやる気を出しすぎ……正直ウザい」

「そうは言ってもな……昂たかぶるものはしょうがないだろう。それより貴様ッ、上官に向かってウザいとはなんだ!!」

「はぁ、すいません。うちでは上下関係なんてあってなかったようなものだったので」

　やる気なくそう呟つぶやいた部下に、ビキリと青筋を浮かべるアーミラ。

「貴様ッ……まあいい。だが今は形式的には私の部下だ。きっちり私の指示に従ってもらうぞ」

「分かってるよ」

　面倒くさそうにそう言い放った騎士は、踵きびすを返しどこかに行ってしまう。

　残されたアーミラは額を押さえる。

「はぁ、有能なのはいいんだがどうにも扱いづらいな」

「苦労しているようだね」

　軽薄な笑みを浮かべながら、アーミラに歩み寄る魔族、ヒュルルク。

「ヒュルルクか……。いいのか？　お前のお気に入りの子守をしてやらなくて」

　彼のお気に入りは、彼が自作した魔造モンスター七二号『バルジナク』。この進軍の戦略兵器である。

「嫌味を言わないでくれよ……。で、橋の建造の進み具合はどうだい」

「あと数刻で完成するだろうな」

　横目で完成しつつある橋を見ながら、アーミラはそう呟く。

　橋の材料は、半分は伐きり出した木材──残りは魔法で作り出した物質の有り合わせ。強度はお世辞にも高いとは言えないが、渡るには十分だろう。

「でもさぁ、今この橋を壊されたら色々マズいよね。士気も下がっちゃうし」

「そうさせないために四六時中、対岸を見張っているのだろう。あまり不吉なことを言うな」

「ははは、ごめ──」

　会話に割って入るように、見張りの兵士が息を切らしてアーミラの下に駆け寄ってきた。

「軍団長!!　前方から何か飛来してきます!!」

「は!?」

　刹せつ那な、前方から落ちてきた大木が作りかけの橋に直撃する。

　突き刺さったその大木を中心にビキビキとヒビが入り、橋が無残に崩れてゆく。

「なっ……なんだ！　何が起こっているんだ!?　橋が……ッ」

　あっという間の出来事に、アーミラもヒュルルクも呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　我に返ったアーミラは対岸の遥はるか遠くに、一つの人影を見つける。

　微かすかに見えるのは特徴的な緑色の髪。

「ロォォォォォォォォォズ!!」

　怒り狂う雄お叫たけびは、対岸で笑う、人の形をした鬼へと向けられた。
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　珍しく休みを貰もらった。

　昨日、王城から宿舎に帰った僕の後に戻ってきたローズは、夜にどこかに出掛けてしまった。

　その際、僕に休日をくれたわけだが……。

「なんで僕は城下町に出向いているんですかね……」

　手にはローズから渡されたメモと手紙。メモには無駄に綺き麗れいな地図が描かれている。

　しかし、いやに注目を集める。訓練服は着ているが訓練は行ってないし、ブルリンも連れていないのに……。

『なんで普通に歩いているんだろう……』

『そうね……』

　救命団が普通に歩いているのが珍しいのか。そうかそういうことか。

　クッ……驚かなくなってしまった僕は相当毒されているね。ここにいる人達も同じくらいに毒されていると思うけど。

　周りの囁ささやき声を軽くスルーしながら、地図に従い歩いていく。

　目的の場所は大通りにある。ローズはそれほど難しくない場所にあると言っていたけど……。

「あれかな？」

　様々な店が並ぶ中で、白いレンガ造りの建物が目に入る。

　地図はここを指しているが、このまま入っていいのだろうか。

　とりあえず、建物の方に向かっていくと、見覚えのある耳と尻尾が……。

「ん？」

　一〇メートルほど離れた場所からこちらを覗うかがっている狐きつねの獣人の少女。

　なんだ、僕の考えることを見透かしているような視線は……駄目だ。なんかあの子には関わってはいけない感じがする。

　早足で目的の建物の入り口に駆け寄り、扉を引く。少女の視線から逃れるように中に入り、扉を閉める。

　中はきっちり掃除され清潔に保たれている。まるで救命団の宿舎みたいだ。

　誰も見えないけど、とりあえず人を呼んでみよう。

「……すいませーん！」

「はーい！」

　奥の方から活発そうな少女の声が聞こえ、数秒後、小走りで僕の前に姿を現す。

　背は僕より少し低く、ブロンドの髪をセミショートにした活発そうな少女だ。

　彼女は僕を見ると、明るい声で話しかけてきた。

「こんにちは!!　フルール診療所へ何か御用ですかっ？」

「フルール？　……えっと、ローズさんから手紙を預かってきたんですけど……」

「え！　本当ですか!!」

　フルールと言えば、僕とローズ以外の治癒魔法使い、オルガさんの名前だったはず。

　ということはここが、オルガさんの開いている診療所ってことか。

　もう一度部屋の中を見回しながら、ローズから預かった手紙を目の前の少女に手渡す。

「ありがとうございます！　失礼ですがお名前を伺ってもよろしいですか？」

「ウサトです」

「ウサト……？　お兄ちゃんからその名前を聞いた気が……あっ、新しくローズさんの部下になった人だね！」

「そ、そうです」

　すごい元気だ。元の世界でも普通に馴な染じめそうな女子力を感じる。

　多分、この子がオルガさんの妹さんなのだろう。

「私は、ウルル・フルールです！　えと、一八歳です！」

「……僕は一七歳です」

「一つ年下だね！」

　だからなに……？　でも自己紹介で自分の年齢を言うのはオルガさんと同じだ。

　やはり血は争えないってことか。

「あの、オルガさんは？」

「お兄ちゃんなら奥の方で患者さんを診てるよ。見学してみる？」

　オルガさんはどういう治癒魔法使いなんだろうか。僕はローズ以外の治癒魔法を見たことがないから、何か参考になるかもしれない。

「お願いしてもいいですか？」

「じゃあ、ついてきて！」

　ウルルさんに建物の奥にある部屋に案内される。

　その扉を少し開けながら、ウルルさんが声を潜めて話しかけてくる。

「あまり声を上げちゃ駄目だからね。お兄ちゃん、集中乱しやすい人だから」

「分かりました」

　彼女に促され隙すき間まから中を覗のぞく。なんか悪いことをしているような気分だけど、妹さんが許可しているのだからそんなことない、はず。

　ドアの隙間からは、オルガさんとベッドに横たわる子供の姿が見える。母親らしき人が子供の手を握っていることから、あの子は何かしら病気を患っているのだろう。

「あの子は、何日か前に負った傷から変なバイキンが入って、具合が悪くなっちゃったらしいんだ。症状があまりに酷ひどいから、お母さんに連れられて私達の診療所を訪ねてきたの」

「なるほど……」

　オルガさんの両手に緑色の魔力が集まってゆく。

「おぉ……」

　思わず感嘆の声を漏らしてしまった。

　オルガさんの治癒魔法は、透明さを残しつつ濃い緑色の光を放っていたからだ。

　同じ魔法を使う僕だから分かる。あの治癒魔法は魔力の濃さが僕とは全然違う。

　オルガさんが両手に集まった魔力を子供の腹部と頭にかざす。すると、かざした二点から波のように治癒魔法が広がり、子供の体を覆う。

　すごい滑らかな魔力。僕じゃ、ああはいかない。

　数秒の後、子供にかざした手をオルガさんがどけると──、

「もう大丈夫だよ」












「……ほんとだ、きもちわるくない！　なおったよママ！」

　あっという間に治してしまった。

「すごい……」

　先ほどの衰弱した様子とは一転、元気な姿を見せる子供。母親はオルガさんに何度も頭を下げる。

　オルガさんは困ったような表情をしているが、完璧な治癒魔法だった。あの繊細さはとてもマネできそうにない。

　親子を見送った後、屋内に戻ったオルガさんは爽やかな笑顔を僕に向けてくる。

「やあ、ウサト君」

「こんにちは。すいませんお邪魔しちゃって……」

「君がここに来てくれて嬉うれしいよ。ウルルはちゃんと挨拶したよね？」

「もー、ちゃんとしたよ！　あっ、ウサト君、立って話すのもあれだから座って話そうよ」

　ウルルさんに促され、木製の椅子に座る。テーブルを挟んで向かい合うようにオルガさんとウルルさんも座る。

「団長さんからの手紙を届けてくれたんだね。ありがとう」

「いえ、僕も一度ここへ来てみようと思っていましたから」

　実際、来て良かった。オルガさんの治癒魔法を見れたのが、今日一番の収穫かもしれない。

　もしかしたら、ローズは僕にこれを見せたかったのかな？

「ねえねえ、ウサト君！　救命団の皆はどうしてる？」

「トング達？　特に変わりはないと思いますよ？」

「そっかー、あの人達は変わらなそうだよねー。じゃあさじゃあさー」

　矢継ぎ早に質問を投げかけてくるウルルさんに苦笑しつつ応答していると、傍観していたオルガさんが不意に声を掛けてきた。

「ウサト君、今度ここに働きに来ない？」

「え？」

「もう、駄目でしょお兄ちゃんっ。ウサト君はローズさんとの訓練で忙しいんだから！」

「ははは、やっぱりそうかなぁ？」

　案外悪くないかもしれない。

　オルガさんの魔法を見て勉強させてもらうのはいい案かも。

　でも訓練があるからなあ。ローズに頼めば一日くらい許可出るかな？

「受けたいのは山々なんですが、そこらへんは団長に訊きいてみないと分かりませんね」

「いい返事を期待しているよ。僕達も二人で切り盛りするのはなかなか大変だからね……」

「お兄ちゃんはひ弱すぎるんだよー」

「ははは、手厳しいなあ」

　仲良しだな。兄妹のいない僕にとっては羨うらやましい光景だ。

　そういえば、オルガさんはローズさんの訓練についていけなかったらしいけど、ウルルさんもそうなのかな？　これまでの話からして彼女も治癒魔法使いなんだろうけど。

「ウルルさんは、なんで訓練を断念したんですか？」

「んー？　私もお兄ちゃんほどではないにしても、他の人を治すことに偏ってるんだ。でも、最終的に断念しようと思ったのはねー」

　苦笑いしながら頭を掻かくオルガさんに人差し指を向けたウルルさんは、手のかかる子供に母親が向けるような表情を浮かべながら嘆息する。

「お兄ちゃんが心配だったから」

「は、はは……面目ない」

　まるでウルルさんの方がお姉さんみたいだ。

　その後、他愛のない話を少ししたが、気付けば昼時。昼食を誘われたけど、そこまでお世話になるのも悪いので断った。

「じゃ、またね、ウサト君」

「また来てねー」

「はい、今日はありがとうございました」

　オルガさんとウルルさんに見送られ、診療所を後にする。

　ずっと訓練ばかりしていたけど、たまには休日も悪くないな。実に平和だ。こんな平和でいいのかな。帰ったら訓練してなくて怒られたりしないよね？　そこまで理不尽じゃないよね？
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　診療所を出た後、露店を見回りながらふらふらと歩く。

「何か買って食べようかな……って僕お金持ってないし」

　一いっ旦たん、宿舎に戻るか。

　踵を返し、宿舎に向かって歩き出そうとすると、突然誰かに腕を掴つかまれる。

「!?」

　腕を掴んでいたのは、診療所に入るときに見かけた狐の獣人の少女だった。

　獣人の少女は僕の目を見つめながら、小さな声で言葉を発し始める。

「……視みえたのは貴方あなただけ。だからこれは、貴方が選ぶことができる未来」

「なっ!?」

　瞬間、視界がノイズがかかったように暗転する。




　見渡す限りの平原。




　王国軍の騎士達。




　武器を持った浅黒い肌の亜人達。




　真っ黒な鎧を着た人影。




　血ち溜だまりに沈むカズキと犬いぬ上かみ先輩。




　白昼夢のように視界一杯に広がった幻覚に、思わず頭を抱える。あまりにも現実味を帯びた最悪な光景が目の前に広がっていたからだ。

　吐き気を必死に抑えながら視界が元に戻ると、獣人の少女も僕と同じように頭を押さえ、額に汗を滲にじませていた。

　僕と視線が合うと、小さく口を動かし何かを呟いた。

「……これはとても大きな貸し、貴方は恩を返す義務がある」

　貸しって何だ……？

　ぐらりと視界が揺らぎ倒れそうになると、目の前の少女が手を前に差し出してくる。その手を見て、僕は言いようもない恐怖を抱き──、

「あ、あああああああああああああああああああ!!」

　絶叫した。少女の手を思い切り払いのけ、力の限り走り出した。

　一度も振り返らないで宿舎に帰った僕は、布団に包くるまりながら、先ほどのあまりにリアルな光景を忘れるように努めるしかなかった。




「全く、どうなってんの……」

　しばらくベッドで横になっても、あの狐少女に見せられたイメージが頭から離れない。

　あの少女は僕に何を伝えたかったんだ？　恩を返す義務がある？　どんな恩の押しつけなんだ。

　ローズが、獣人の中には特殊な能力持ちがいると言っていた。そしたらあの少女の能力は、他人に幻覚を見せることなのだろうか。それとも……。

「未来を見せた……？」

　あるのかそんなこと？　いや、ないとは言い切れない。

　でもなぜ、僕にそれを見せた？　あの光景は本当の未来なのか？

　ならカズキと犬上先輩は……。

「駄目だッ!!」

　大きなため息をつきながら、もう一度ベッドに寝転がる。

　訳が分からなすぎてイライラしてきた。

　なんで勝手に恩を押し売りされて、こんなに悩まなければいけないんだ。

　手っ取り早く、直接あの子に訊いた方がいいんじゃないか？

「うん、とりあえず、とっ捕まえて話を聞こう」

　そうと決まれば話は早い。




「どこだあんのッロリ狐!!」

　僕は風になる。

　思考が若干変態的になっているのは、あの狐少女への恨みが含まれてることとは関係ない、はず。

　まず初めに、手を掴まれた場所の方に向かう。

　今の僕は、凄すさまじい形相で町を走っている変質者に見えるだろう。だがこの町の住人は全く気にした様子を見せない。何せ僕は訓練服という奇行許可証を纏っているのだから、むしろ普通にしている方が変に思われる。

「いない！」

　今日少女と会った所にはいない。

　次は、最初に狐少女を見かけた露店。あの店なら誰かしらに話を聞けば──、

「閉まってる！」

　そもそも営業すらしていない、不覚ッ。

　次は路地裏ッ！

「広すぎて分からない!?」

　僕はバカかッ。

　しかし、どこを探しても狐少女はいない。

　道行く人に話を聞いても、知らないの一点張り。

　それに加えて、僕と目を合わせないのが余計傷つく。

　しょうがない。あらかた大通りは探し終えたから、最後の場所に向かおう。

「王国の外へ向かう門の所だな……」

　もちろん、期待はしていないけどね。




「ここには狐の獣人なんて来てないぞ」

「ですよねー」

　分かっていたさ、そんな甘い話あるわけないって。

　門番のトーマスさんにそう言われ、僕は肩を落としてトボトボと町の方に歩き始める。

「結局なんの情報も得られなかった……」

　あれほど探しても見つからないなんて……。

　街中で出せる最高の速さで走り回り、探せる場所は全部探したのに。

　まさか未来を予知して、僕の追跡から逃れているとか？

「そんな馬鹿なことあるわけないか……」

「何があるわけないって？」

「ひょっ!?」

　僕の背後から鬼団長の声。

　もう戻ってきてたんですね……。

　ゆっくりと後ろを振り返ると、なぜか砂すな埃ぼこりにまみれているローズ。

　……何と言えばいいのやら、とりあえず一言。

「砂もこびりつく良い団長とはこのことですね！」

「ほほう、褒めてくれるとは嬉しいじゃないか。どれツラ貸せ、握り潰つぶしてやろう」

　顔が……爆散するッ!?

　顔面をアイアンクローされ、宙吊づりにされる。

　いや、ホントごめんなさい。だからヤメテ、出ちゃいけない何かが出ちゃうから。

　逃れようともがく僕に、ため息をついた彼女は顔を掴んだ手をパッと離す。

「城に報告することがある。ついでに来い」

「もー、どうにでもしてくださいよ」

　アイアンクローからは解放されたが、そのまま捕虜のように脇に抱えられる。

　このお手軽感、僕はぬいぐるみか何かですか？

「ところで、こんな所で何してたんだお前？」

「あー、それは人を探していたんですよ」

「……はぁ？」

「何ですかその間。まあいいや、探していたのは狐耳の獣人の少女なんですよ」

「あぁ、あの獣人か。お前が訳分からねえことを言っていた時の……あの娘がどうしたんだ？」

「あの娘について何か知ってることはありませんか？」

「二年前にひょっこり一人でこの国にやって来た娘だ。一二歳になったばかりの獣人の娘が一人で来たのには驚いたが……それだけだな」

　一二歳の獣人の子供が一人で、盗賊や奴隷商から逃れてこの国にやって来たと？

　それが本当だったら、とてつもないぞあの狐少女。捕まえられる自信がなくなったわ。

「人の趣向に口出しする趣味はねえが……その、やめとけよ？」

「今優しい一面を見せられても逆に困るんですけど……」

　滅多に見られない憐れん憫びんの眼差しが痛い!!　いつものローズに戻って！　こんな優しいのローズじゃない!!　てか僕ロリコンじゃねぇし!?

　精神的に打ちのめされながらも僕はローズに抱えられ、城に連れていかれるのだった。
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　僕を抱えたまま王様のいる大広間に入ったローズ。

　よほど僕のお手軽感が気に入ったらしく、全く下ろす気がない。

　王様も目を丸くしてるよ。

「ローズ？　なぜウサトを……」

「報告します。境界線付近にて魔王軍の進軍を確認」

「やはり来ていたか！　魔王軍の進軍状況は!?」

　なんでローズが砂埃にまみれているのかと思ったら、たった一人で偵察に行っていたのか。

　しかし魔王軍が近づいてきているというのに、どうにも現実感がわかない。

「奴ら、どうも河を越えるために急ごしらえの橋を造っているようでしたので、完成する前にぶっ壊しておきました。これであと数日は時間が稼げるでしょう」

「よ、よくやってくれた……」

　この人、偵察の意味を分かっているのだろうか。

　王様も表情が硬直している。

　でもすごい。さすが僕らの団長。

「明日、民に魔王軍侵攻の旨を伝える。今日は本当にご苦労だった。危険なことをさせてすまなかったな」

「お気になさらず。では──」

　そう言うと、ローズは大広間から去っていく。

　彼女と共に僕も当然の如ごとく出ていく。なにせ彼女に抱えられたままだからね。

「戦争が始まる前に、お前には色々注意しなくちゃいけねえことがある」

「注意すること？」

「ああ、重要なことだ。ここじゃなく、宿舎の方で話してやる」

　注意すべきこととは何だろうか。

「団長」

「何だ」

「そろそろ下ろしてください」

「……忘れていた」

　それは酷いと思うよ。




　一旦、自室に戻り、少し間をおいてからローズのいる団長室に向かう。

　団長室があるのは、二階の一番奥。

　一度も訪れたことはないが、訓練時以外、彼女はいつもそこにいる。

　団長室の前まで行き、扉を叩たたく。

「失礼します、ウサトです」

「入れ」

　部屋の中の声を聞き、扉を開け部屋に入る。

　中は思っていたより綺麗に整頓されていた。本棚には様々な分野の本が並び、机の上には積み重ねられた書類。

　その机に肘をつき、椅子に座っているローズ。彼女の髪が濡ぬれているように見えるのは、水浴びでもした後なのだろう。めちゃくちゃ砂埃ついていたからな。

「座れ」

　ローズに促され、机の前に不自然に置いてある椅子に座る。対面する形なので、どうにも落ち着かない。

「お前の役割は覚えているか？」

「えと、団長と同じように前衛に出て、負傷者の治療をすればいいんですよね」

「そのことについて詳しく話す。まず戦いの序盤は、私とお前は前衛には出ない。オルガとウルルを加えた治癒魔法使い四人がいる拠点にトング達が怪我人を運び、治療をすることから始める」

「なんで最初に出ないんですか？」

「お前、怪我人のいない序盤に治癒魔法使いが何しに行くんだよ。前衛も混乱するし、敵のいい的になるぞ」

「確かに……」

　そこまで考えてはいなかった。

　序盤では怪我人もそう多くはない。治療すべき怪我人がいないと、僕達の役目はないに等しい。

「あと、前衛に出る時に一番重要なことがある」

「重要？」

「ああ。これは私にも言えることだが……助ける人間を間違えるなってことだ」

「……それは、あれですか？　敵を助けるなとかそんなんですか？」

　なにを当たり前のことを言っているのだろうか。襲ってきた相手を理由もなく助けるなんて意味が分からない。

「アホ、全然違ぇよ。私が言ってんのは不用意に怪我人を治すんじゃねえってことだ」

「それは……どういうことですか？」

「例えば、軽症を負いつつ戦闘を続けている味方がいるとする。もしお前がそいつを助けようと不用意に近づいたらどうなる？」

「……邪魔になりますね」

「それが理由だ。戦場では敵味方が入り乱れている。治すべき相手は誰なのかを素早く判断しろ」

　なるほど、味方の邪魔にならないように注意しながらサポートをすればいいというわけか。

　しかし、なんというかいつものローズじゃない感じがする。

　城に入る前もそうだったけど、なんだかいつもより棘とげがない感じがする。

　一体どのような心境の変化なのだろう。それとも上げてから落とす作戦なのだろうか……。

　ん？　何か飛んでき──、

「うわっと！」

「それが救命団の正装だ。試しに着てみろ」

「え……？」

　投げ渡されたのは、白衣に似たコートのような服。上質な皮のように滑らかで頑丈な生地だ。右胸部分に救命団のシンボルである赤色の花の刺し繍しゅうが施されている。これはローズのいつも着ている服と同じ？

「それは、前衛での戦いで目立つように仕立てた専用の服だ。丈夫で水も汚れも弾はじく優れもんだ。それをお前にやる」

「あ、ありがとうございます」

　なんだか少し嬉しくなってきたな。

　袖に腕を通し、前をボタンで閉じる。

　意外と軽くて動きやすい。それに着心地もいい。

「ほお、なかなか様になってんじゃねえか……。今まで鍛えてきた甲か斐いがあったってもんだ」

「!?」

　この人、いつの間に僕の近くにッ……足音すら聞こえなかったぞ。

　不意にローズは、僕の頬に手を添える。

　抵抗もできず体が金縛りにあったように動かない。

　恐怖心ではなく、なんか義務感のようなものが僕の意思を無視して体を縛り付ける。

「治癒魔法使いだって不死身じゃねえ。死んじまえばそれで終わりだ。いいかウサト、戦場でお前が一番やっちゃいけねえことは、自分の命をないがしろにすることだ」

「それは分かっています。僕だって死にたくはないですからね」

「バカかお前は」

「いてぇっ!?」

　いきなりデコピンされたッ。

　あまりの衝撃と痛みに額を押さえ仰のけ反りそうになるも、襟を掴んだローズに引き寄せられ、無理やり目を合わすように頬に手を添えられる。

「口では何とでも言えるんだよ。私はそんな戯たわ言ごとを言って死んだ奴を知っているし、それで死ぬほど後悔したバカも知っている」












「団長……」

　彼女の目をなぜか直視できなかった。

　僕を見てそんなことを言う彼女の言葉はとても重く、そして悲しそうに思えたからだ。

「自分の命を安く見るなよ。テメェの命も守ってこその救命団だ。自己犠牲なんてつまらねぇマネしようとしたら、敵に殺される前に私がぶっ殺すからな」

　自己犠牲なんて僕には似合わない言葉だと思う。

　でも、もし目の前でカズキと先輩があの幻覚みたいに死に瀕ひんしていたら、僕はどんな行動をとってしまうのだろうか。

　自分の命も顧みずに助けに行くのか、それとも命惜しさで逃げ出すのか。

　どちらも嫌だ。

「なら、僕の命を含めた皆を助けます」

「できるのか、お前に？」

「理想論を語れと言ったのは団長でしょう？」

　目を合わせたまま数秒の無言。

　すると、フッと笑みを零こぼしたローズが僕を離す。

「今の言葉、忘れるなよ」

「はいっ!!」

　団服の襟を正し返事をする。

　この人の訓練は地獄だったけど、色々なことを教えられたし気付かされた。

　本人には恥ずかしくて絶対言えないけど、ローズ率いる救命団に入れたことを誇らしく思う。

　あ、でも──、

「アナタなら本当に僕がやられる前にぶっ殺しに来そうですね……」

「うるせぇ」

　次の瞬間、僕はガツンッと強烈な頭突きを食らい、視界一杯に星が飛んだ。

　そのあまりの威力に意識が薄れていく中、最後に見えたのは、なぜか嬉しそうな笑みを浮かべ傷のある右目を押さえるローズの姿だった。
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「……やっぱ、ローズは酷い!!」

『うわっ!?』

「……あれ？」

　目が覚めると、そこは僕のベッドだった。隣にはいびきをかきながら寝ているトング。

　壁にはローズから貰った団服が掛けられている。

　もしかして、僕をここに運んで寝かせたのはローズ？

「ぐぬぬ、あの頭突きは照れ隠しなのか……？　そういえば、さっき誰かの叫び声が聞こえたような……」

『うっ、ウサト～』

　窓の方から声がする。

　ここは二階だぞ。こんな所に人がいるはず──、

『気付いてくれ～』

「カズキィ!?」

　思わず裏声になってしまった。

　窓を覗き込むと、取っ手に張り付いているカズキの姿があった。

　なんでカズキがこんな所にいるかはともかく、靴を履いて飛び下りる。

「なんで下りるんだよ!?」

「なんで上ってきたの!?」

　まさかトングのいる部屋にカズキを入れるわけにはいかない。それに、ローズも起きてしまうかもしれない。

　こんな時間まで起きていると知れたら、悪魔も泣いて許しを請うお仕置きが下される……。

　下りてきたカズキを連れて、宿舎から離れた場所に移動する。

　月の光が明るく足元には困らないので、歩くのも楽だ。

「で、こんな夜中にどうしたの？　……まっ、まさか、僕にそんな趣味はないぞ!!」

　身構える僕を見て、カズキは首を傾かしげる。

「何言ってんだウサト？」

「ごめん、僕の心が腐ってたわ」

　君は純粋すぎるッ。犬上先輩とは雲泥の差だ……ッ。

　とりあえず、ゆっくりと話せるように訓練場に移動し、地面に座ってカズキの話を聞くことにした。

「……さっきさ、王様から魔王軍との戦いが始まるって聞かされたんだ」

「あぁ」

　王様も伝えるのが早いな。

　犬上先輩はともかく、カズキが不安に思うのもしょうがない。

「先輩は少し戸惑ってたけど、すぐに元気になった。でも俺、ずっと戦いのこと考えててさ。眠れなくて……。気付いたら城を抜け出して、なぜかウサトのところ訪ねてた」

「……」

「俺、逃げ出しちまったんだ……。ウサト、俺……」

　こちらを振り向いたカズキの顔が月明かりに照らされる。

　いつもは凛り々りしいイケメンの彼の表情は、どこか弱々しかった。

「戦うのが怖い」

　カズキの口から飛び出してきた弱気な言葉。

　そういう反応をするのも当然だろう。僕達は元の世界ではごく普通の高校生だったんだから。

「王国の外に訓練に行って初めてモンスターと戦った時、本当は怖かった。初めて見るモンスターに足が竦すくみそうになった」

「……」

「必死に……必死に抵抗して襲ってくるモンスターを倒した時、俺は自分がどれだけこの世界のことを楽観視していたか気付いたんだ」

　カズキは犬上先輩と違って感受性が強すぎる。

　犬上先輩はこの世界をすんなり受け入れているけど、カズキは必要以上に色々なことを考えすぎてしまうのだろう。

「魔王軍だって、俺を殺す気で襲ってくるはず。それが堪たまらなく怖い。でも、臆病になる俺にこの王国の人達は優しくしてくれて、応援してくれて、期待してくれた。それが、辛つらいんだ……」

　勇者であるが故の苦悩。

　勇者というだけで、人々は羨せん望ぼうと尊敬の眼差しで見つめ、崇あがめる。

　それがカズキにとっての重荷になっている。

「カズキ、僕は行くよ」

「……え？」

「魔王軍と戦う人達を助けに行く」

　カズキは迷っているんだ。

　周りからの期待と自分の本当の気持ち、どっちを優先させるべきなのかを。

　自分では答えが出せないから、僕に答えを求めている。

　でも、僕からは何も言えない。

　無理してまで戦ってほしくはないけど、僕がそんなことを言うにはあまりにも無責任すぎる。

　だから、これはカズキが決めるべきことだ。

「怖く、ないのか」

「そりゃあ無茶苦茶怖いよ。でも決めたことだから」

「決めたって……それでいいのかよ。だって死ぬかもしれないんだぞ!!　ウサトは俺達に巻き込まれちまっただけなのに、戦いに行くなんておかしいだろ……」

　犬上先輩も、僕に軽蔑される覚悟で異世界へ召喚された時の心情を吐露していたけど、カズキも僕に対して巻き込んでしまった罪悪感のようなものを抱いていたのかもしれない。

　全く、二人は僕を気にしすぎだよ。

「僕はこの世界に巻き込まれてから色々な経験をしたよ」

「……」

「辛いこともたくさんあったけど、それだけ色々な人達と出会った。巻き込まれただけの僕を受け入れて、道を示してくれた。そんな人達の助けになりたい、そう思ったんだ」

　だから、僕は救命団として戦場に出る。

「もちろん、その中には君もいる」

「え……？」

「当然だろ。君が勇者として戦っても戦わなくても、友達だということには変わりないからね」

　友達って思っているの僕だけじゃないよね……？

　ちょっとだけ不安になりながらも隣を向くと、カズキはじっと俯うつむいていた。

　まるで何かに耐えるように手を震わせる彼を恐々としながら見ていると、突然顔を上げ自分の頬を叩き始めた。

「ッ!!」

「カ、カズキ!?」

「俺って、すっげぇダサいなっ!!」

　こちらを振り向くカズキ。その頬は思い切り叩いたせいで赤く腫れている。

　若干引いている僕を見て、カズキはニッといつも通りの爽やかな笑みを浮かべた。

「決めた。俺、ウサトと先輩を守るために戦う！」

「えぇ!?」

「まだこの世界で勇者として戦えるかどうか分からない。でも、それでも俺は戦うよ。友達の……ウサトの助けになりたいんだ」

　僕がカズキの助けになろうとしていたのに、カズキは僕の助けになろうとしているの!?

「ま、待って。僕が言うのもなんだけど、カズキはそれでいいの？」

「ウサトが戦う覚悟をしてるのに、ビビって逃げ腰になっている場合じゃないだろ。突っ走るしかない。恐怖も何もかも全部ひっくるめて立ち向かってやる！」

「……大丈夫なの？」

「なんだか先輩とウサトと一緒って思ったらさ、すげぇ心強く思えたから大丈夫！」

「……そっか」

　自然と笑みが浮かび、僕もカズキの方を向く。

「じゃあ、一緒に守ろう。この国を、この国の皆を」

「ああ!!」

　カズキと笑みを交わすと、ふと我に返る。

　勢いとはいえ、ものすごくクサい台詞を言ってしまった。

　なんだか無性に恥ずかしくなり視線を外そうとすると、カズキが照れくさそうに頬を掻いて口を開いた。

「お前と出会えて本当に良かった。ありがとう」

「あ、ああ……」

　やばい、すごい照れくさいぞ。

　面と向かってこういうことを言われ慣れてないから、カズキのまっすぐな言葉にむず痒がゆくなる。

　臆面もなくそういうことを言えるのがカズキの良いところなんだろうけど、いざ言われる立場となると恥ずかしい……ッ。

　こんなの全然僕のキャラじゃない！　僕はもっとドライなキャラだった気がするのにッ！












「へへっ、そろそろ城に戻るよ。起こして悪かったな」

「う、うん」

「じゃっ、おやすみ!!」

　月明かりに照らされた道を小走りで帰っていくカズキ。

　その背中はとても逞たくましく見えた。




　彼の姿が見えなくなるまで見送った後、大きく欠伸あくびをしながら宿舎に向かって歩き出す。

「戻って寝よう。うん、そうしよう」

　さっきのクサい台詞も含めて寝て忘れよう。

「いやー、あれが男の友情というものか。なかなかいいものを見させてもらった」

　背後からの声。

　だけど声の主は分かっているので振り返らない。

「すいません。眠いから明日にしてもらえませんか犬上先輩……」

「……あれ？　反応がおかしくない？　ここは『なっ、なぜ鈴すず音ね先輩がここにいるんですか!?』とか『うわあああ!!　すずたんだぁぁぁ!?』とか声を上げるところじゃないのかな？」

「僕の先輩への呼称を勝手に変えないでください……。どうせ、先輩のことだからカズキの様子がおかしいことに気付いてたんでしょう」

　全く、いるなら最初から出てくればいいものを。

　ま、ある意味、空気を読んでくれたのだろうけど。

「なっ、なんだかウサト君、私に対してドライだね？　私は何か君を怒らせるようなことをしたかな？　言ってくれ、すぐに直すから」

「なんでそんなに必死なんですか……。先輩も城に戻ったらどうです？」

「……あまり邪険にするとそろそろ泣くぞ」

「ご冗談を」

　先輩が泣くとか想像もできん。

　いや、実際に泣いたら土下座をすることも考えているけど、泣くぞと自分で言っているうちは大丈夫だろう。

　僕の隣に移動した先輩は、月を見上げながら感慨深げに呟き始めた。

「カズキ君も吹っ切れたみたいだね」

「正直、戦ってほしくないって気持ちはありましたよ」

　戦いたくないなら戦わなくてもいいじゃないか。

　何が悲しくて命の危険がある場所に行かなくてはいけないのか。

　そう思いながらカズキの走っていった方向を見ていると、何を思ったのか犬上先輩は、僕の肩に手を置き正面に向き合わせた。

「ウサト君は、私にも戦ってほしくない？」

「そりゃそうですよ。でも、先輩とカズキとは違う」

「……うん、そうだね」

　この世界で苦悩するカズキと、元の世界に帰る気のない先輩では、考えも心構えも違う。

　僕が口出ししても、犬上先輩は考えを変えないだろう。

「あなたは先輩なんですから、あまり後輩を困らせるようなことは言わないでくださいよ……」

「むっ、先輩もなにも関係ないじゃないか」

「カズキはクラスメートで友達です」

「じゃあ私だって友達だ!!」

「そっすね」

「軽いよっ!?」

　詰め寄ってきた犬上先輩に背を向け、宿舎に向かって歩き出す。

　後ろを振り返ると立ったまま俯いている先輩。

　きつく言いすぎちゃったかな。フォローしておこうか。なんだか悪い気もするし。

「でも──」

「……ウサト君は、少し攻略難易度が高すぎるよ。もっとデレを見せてくれても……ん？　今何かを言いかけたかな？」

「……なんでもないです」

「そ、そうか。私もそろそろ城に戻ることにするよ。おやすみ」

「……おやすみなさい」

　犬上先輩は一体僕をどうしたいのだろうか。割と本気で気になる。
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　翌日、魔王軍侵攻の旨が王様自らの言により、王国全体に広まった。

　兵士達は緊張するように身を引き締め、国民は不安を募らせる。

　魔王軍に対して王様が出した作戦、それは平原地帯で迎え撃つことだった。

　早朝にローズに聞かされたことだけど、王国軍団長のシグルスさんの指揮の下、カズキと犬上先輩の勇者二人を先頭にした王国軍が魔王軍と相対するらしい。

　王様の宣言の後、救命団員全員がローズによって食堂へと集められた。

　ウルルさんは宿舎に来るのが久しぶりなのか、懐かしそうに周りを見回している。

　僕の姿を捉えるとフレンドリーな笑みを浮かべて小さく手を振ってくる。……どう返せばいいのか。

「久しぶりだねー、みんな」

　恐れを知らないのか、トング達に気軽に挨拶するウルルさん。普通の女子なら悲鳴を上げて逃げるほどの強こわ面もて集団なのに、すごい人だな。

　というより、この人がトング達と同じ空間にいると、世界が違うように見える。

「揃そろったな、話を始めるぞ」

　話の内容は今度の戦争に関してのことかな？

　オルガさんとウルルさんも、午前中に王様から聞かされていたみたいだし。

「知っていると思うが、魔王軍が来ている。ま、今は橋を造り直すのに必死になっていると思うが、来るのには変わりねえ」

　あなたが壊したんだもんね。

　どうやったら一人で橋をぶっ壊せるのだろうか？

「二日後、王国軍は平原へと進軍する。救命団はそれに同行、そこで陣地を築く」

「「はい！」」

「「「へい!!」」」

　やっぱりこいつらの返事おかしいよ。オルガさんとウルルさんの声がかき消されちゃったじゃないか。

「特に、ウサトとウルルは初の戦争だ。気を抜くなよ」

　ウルルさんは前回の戦争に参加していなかったのか……じゃあオルガさんただ一人が後衛で怪我人を治していたのかな？

　それでローズの話は終わり、解散となった。




「おいオルガ、話がある」

「はい、分かりました」

　食堂を出る際に、オルガさんがローズに呼ばれる。

　何やら込み入った話のようだからすぐに出ていこうとすると、不意に僕の腕をウルルさんが掴んできた。

　振り向けば、満面の笑みを浮かべている。

「な、なんでしょうか……」

「私、暇だなー」

「暇、ですか？」

「ウサト君、ブルーグリズリーの子供を連れて町を走ってたって聞いたよ」

「そうですけど」

「見たいなー」

「えと……」

「きっと可愛かわいいんだろうなー」

「凶暴ですから……」

「……」

「……こっちです」

「ありがと！」

　弱いよ僕！　犬上先輩だったらなんとか誤魔化せるのに……。犬上先輩と同じ年のはずなのに、全然感じが違う！　くっ、この娘、やるッ。




　にこにこ笑うウルルさんを連れ、ブルリンのいる馬小屋を訪れる。

　馬小屋の中には、暇そうに寝転がり欠伸をする小熊が一頭。少し体が大きくなっている気がするぞ……そろそろ本格的に運動させるべきだなこいつ。

　目を輝かせたウルルさんは、不用意にブルリンに近づき腕を広げ──って!?

「可愛いー!!」

「あっ、危ないですよ!!」

　いや、犬上先輩ならまだしも相手はウルルさんだ。犬上先輩のような下心がない、純粋な庇ひ護ごの心をもってすれば、ブルリンも僕と守衛さん（とローズ）以外の人にも触ることを許すはず。

「グゥオ！」

「へぷっ!?」

「ウルルさーん!?」

　蠅はえでも叩き落とすかのように、ブルリンはウルルさんを藁わらの束に殴り飛ばした。

　ブルリン、お前……どれだけ斜め上をいくんだ。

　慌ててウルルさんを藁の山から引っ張り出すと、彼女はショックを受けたような表情で僕の肩をガッと掴む。

　ブルリンも手加減したのか怪我はないようだけど、心なしか目が潤んでいる気がする。

「……ウサト君」

「は、はい……」

「君が撫なでてみて」

「分かりました。だから肩に置いた手を離してください」

　爪が……爪が食い込んで痛いです。どんだけ悔しいんですかウルルさん。

　ウルルさんに促され、ブルリンに手を伸ばし普通に撫でる。

「ほら」

「じゃ、じゃあ私も！」

「グァ」

　即座に叩き落とされるウルルさんの右手。

　行き場を失った右手を呆然と見つめたウルルさんは、瞳に涙を溜め、誤魔化すように頭を掻くような動作をする。

　うちのブルリンがすみません。

　落ち込むウルルさんの肩に、見覚えのある黒い小動物がピョンと飛びついた。

「ク、ククルちゃん……」

「きゅ？」

　ローズの忠実なるペット、ククル。僕の純真を弄もてあそんだモンスターである。

　まさかのククルの登場にウルルさんは嬉しそうにする。

「慰めてくれるの……ありが──」




　頬ずりしようとするウルルさんの動きを予期していたかのように、ククルは彼女の肩から僕の肩に跳び移ってきやがった。

「あ……」

　僕の右手にはブルリン、左肩にはククル。そして目の前には呆然と口を開けているウルルさん。

　沈黙が場を支配する。

「グアー」

「きゅー」

　貴様ら黙れい。

「うぅ……」

　決壊寸前だ──!!

　慌ててククルをつまみ上げウルルさんに差し出す。

　両手で抱きしめるようにククルを受け取ったウルルさんに安あん堵どの息を漏らした僕は、この場を離れようと彼女に提案する。

「きょ、今日はブルリンの機嫌が悪いんですよねー、さっ外に出ましょう！」

「……」

　ククルを抱えたまま無言で外に出るウルルさん。

　とりあえずは宿舎に向けて歩く。依然として無言のウルルさんに戦慄を隠せない。

　何だこの人、さっきと全然違うぞ。

「ねえ、ウサト君」

「ひゃ……」

　不意に声を掛けてくるウルルさんに思わず裏声になってしまった。

「ローズさんって、怖い人だよね」

「唐突になに当たり前のこと言っているんですか」

「ウサト君も結構言うね……。私達が救命団に入った時、あの人は……何かに執心するように私達の訓練についてくれたんだよ」

「どんな感じだったんですか？」

「厳しかったよ。その頃は救命団ができて間もない頃だったから、入ってくる人達のほとんどがローズさんの厳しい訓練に耐えられず逃げ出しちゃうほどだったんだ」

　それは予想できる。

　今でこそ慣れたけど、ここの訓練は精神的にも肉体的にもきつい。それについていけなくて逃げ出す人がいてもおかしくはないだろう。

「ウルルさんとオルガさんはどうしてここに？」

「私とお兄ちゃんはローズさんに誘われて入ったの。結局はサポートに回っちゃったけど、当初はあのローズさんの下につけて嬉しいって気持ちで一杯だったんだよ」

　嬉しい、か。

　その後のことを考えると、絶対にそうは思わないだろうなぁ。

「でも、駄目だった。お兄ちゃんが訓練についていけなかったってこともあるけど、私自身、ローズさんが怖くなっちゃったんだ」

「今も十分怖いですが……」

「確かに今も怖いけど、前ほどじゃないよ。だって今のローズさんは嬉しそうに見えるもん」

　嬉しそうってどういうことだ。

　僕という新しいサンドバッグを手に入れて嬉しいという感じか？　僕は全然嬉しくないけど。

「きっとローズさんは、ウサト君に期待してる」

「期待ってそんな大おお袈げ裟さな……」

「大袈裟なんかじゃないよ」

　真剣な表情でこちらを見るウルルさん。

「ウサト君、ローズさんを嫌いにならないで。怖い人だけど、とっても優しい人だから……」

　オルガさんにも同じようなことを言われた。

　兄妹に揃って同じことを言われるとは思わなかったけど、僕の答えは変わらない。

「元から嫌っていませんし、これから先も嫌いになんかなりませんよ」

　僕の言葉に嬉しそうな笑みを浮かべるウルルさん。

　なぜそんなに嬉しそうなのか分からぬまま会話を交わしていると、宿舎の入り口近くに到着する。

　入り口前でククルを地面に下ろしたウルルさんは、僕の方に振り返る。

「私が思うにはね、ウサト君。あの人はきっと傷つきやすいんだよ」

「いや、それはないでしょう」

「あはは、即答は酷いと思うなあ」

　傷つきやすいってどういう意味だっけ。

「大体ですねー、あの人ホント鬼畜ですからね！　最近はちょっとだけ優しい一面を見せる時もありますけど、それだってたまにですからね!!」

「あ、あのー、ウサト君？」

「森に放り込まれた時はどれだけ辛かったことか……森で待機していたことには少し感動しましたけど、それはそれ、これはこれです!!　あの時は本当に死ぬかと思いましたよ!!　しかもあれで、二五歳なんて逆にビックリですよ!!　もっと年上かと思ってましたよ!!」

「……ご愁傷様だね、ウサト君」

　なんでそこで謝るんで──ん？

「痛い!?　いだだだだだ!!」

「随分、好き勝手言ってくれるじゃねえか？　テメェには少し灸きゅうを据えなきゃならねぇな」

　強烈な力で頭を掴み上げられ、痛みに悶もだえる。

　いつの間にか背後にいたローズを横目で見ると、彼女の肩にククルの姿──ってまた貴様かッ!!

　痛みのあまり喋しゃべれない僕をよそに、ローズとウルルさんが話しだす。

「あまり苛いじめないであげてくださいね」

「そいつは無理だな。オルガが中で待っている。必要なことは大体奴に伝えたから聞いておけ」

「はーい。じゃあね～ウサト君」

　ウルルさんに見捨てられた……ッ!?

　頭部の握撃から解放され体に力の入らない僕を抱えたローズは、ビキリと額に青筋を浮かべながら宿舎の中に僕を連れてゆく。

　またこのお手軽感……もうどうにでもして。





　　第七話　救命団として！　の巻







　現在、僕達救命団は馬車に乗り平原地帯に向かっている。

　僕の隣には馬車を操っているローズ、馬車の中には強こわ面もて共とオルガさんとウルルさんがいる。

　そして、馬車の前にはリングル王国の騎士達が列を成して歩を進めている。

「あの、なんで僕は団長の隣に座っているんですかね……」

「後ろに入りきらなかっただけだ。それとも一人だけ歩いて来たかったのか？」

「そういうわけじゃないんですけど」

　馬車の中の狭い空間にあの強面達と一緒にいるのは堪こたえるけど、終始無言のローズの隣にいるのもなかなかきついものがある。

　さすがに何時間もこの空気が続くと僕の精神が保てそうにないから、少し前から気になっていたことを訊きいてみよう。

「団長は魔王軍との戦いは二度目なんですよね？　魔族ってどんな種族なんですか？　人間とは違うってイメージしかないんですけど」

「異形の角を持つ亜人、それが魔族だ。見た目は人間に近いが、そいつらは基本的に人間を超える身体能力、魔力を持っている」

「角……」

　鬼みたいな角なのかな？

「怖おじ気けづいたか？」

「もっと怖い人を知っているんで、全然大丈夫です」

「ハッ、相変わらず口の減らねぇガキだな」

　確かにあなたから見たらガキでしょうね。

　ぶっ殺されたくないので、口には出さないけど。

「私の訓練を受けたくせにビビってるなんて言ったら、今すぐ馬車から蹴り落としていたところだ」

　手綱を握り直したローズは楽しそうにそう言う。

「まさか勇者召喚に巻き込まれただけのお前が、ここまで化けるなんて思わなかった」

「化けるだなんて変なことを言わないでください」

　まるで僕が人間以外の何かになったみたいな言い方はやめてほしいんですけど。

「実際そうだろ。普通の人間じゃ私の訓練に耐えられるはずがねぇ」

「自分で課しておいて、それは理不尽すぎるんじゃないですかねぇ!?」

　自覚があったなんて性た質ちが悪すぎる。

「その理不尽を耐え抜いた化け物が何を言っても皮肉にしか聞こえねぇな」

「化け物はアンタだろ!!」

「あ？」

「すいません言いすぎました」

　言い返すことも許されないッ。

　睨にらみつけられただけで即座に謝ってしまう僕って情けなさすぎる……。

「ま、どちらにせよ、あの時お前を見つけられて良かった」

「え……」

「何だ、その意外そうなツラは」

「意外な一言だったので……」

　僕との出会いを喜ぶような言葉がローズの口から飛び出すだなんて思わなかった。

「お前は自分がどれだけ貴重な存在か分かってねぇな」

「貴重？」

「私と同じタイプの治癒魔法使いは他にはいない。そこらへんで捕まえた治癒魔法使いを鍛えてできるわけじゃねぇんだよ」

　確かに、オルガさんとウルルさんを鍛えてもローズみたいな治癒魔法使いになるなんて思わない。だからといって僕みたいのが貴重だなんて言われても、いまいちピンとこない。

「私と同じような奴が何人もいるのを想像してみろ」

「この世の終わりですね」

　反応できない速度で裏拳が腹に突き刺さる。

　口から空気を吐き出し悶もん絶ぜつすると、額に手を当てたローズが呆あきれたようにため息をついた。

「ありえねぇと思うだろ。自分の限界を超えて鍛え上げるための治癒魔法の使い方は、私が考案したものだからな。私とお前しか使い手はいない」

「ゲホッ、た、確かに……」

　お腹に治癒魔法をかけつつ返事をする。

　てか、この治癒魔法の使い方ってローズが独自に考えたものなのか。

　ローズは発想からしてヤバかったのか。

「お前は私が求めていた素養を持った治癒魔法使いだ。なにせ私以外の誰もが実現できなかったことをお前はやってのけているんだからな」

　彼女の言葉の真意は分からない。

　ただ理解できたのは、ウルルさんの言ったように、この人が僕に期待してくれているってことだけだった。

　ずっとこの人に苦労させられてきたけど、彼女の言葉に僕は少しだけ誇らしい気持ちになってしまった。

「そろそろ着くぞ」

　少し呆ぼう然ぜんとしていると、ローズに話しかけられた。

　我に返ると、道の両端に生えていた木々が消え、その代わりに一面緑色の草が生い茂る平原が広がっていた。
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　橋を壊されてから三日が経った。

　完成間近だった橋はいとも簡単に壊され、また一から作り直さなければならない事態となってしまった。

　思わぬ事態にアーミラ・ベルグレットは歯は噛がみする。

「チッ、あとどのくらいで出来上がる!!」

「明日の夜明けまでには……」

「急がせろ！」

　部下の言葉に、ふつふつとわいてくる怒りが彼女の身を焦がす。

　それほどの失態。

　対岸をもっとしっかり見張っておけば橋が壊されるのも防げたはず。そんな簡単な対策を立てなかった自身に苛いら立だっていた。

「士気も下がり、進軍も大分遅れてしまった……。私は第三軍団長失格だな」

「まだ出来上がらないの？　暇なんだけど」

「待っていろ。戦いが始まれば否応なく出てもらう」

　愚痴を零こぼしながら近くに寄ってきた黒騎士に、力なく言葉を投げつける。

　黒騎士は、鬱うっ屈くつそうにその場に座り込む。

「ボクは戦えればそれでいい」

「戦闘狂だな。あのボンクラ魔人の部下とは思えないぞ」

「あの暇人と一緒にするな」

　黒騎士はアーミラの率いる第三軍団の部下ではなく、第二軍団から送り込まれた兵士であった。

　アーミラの知っている第二軍団長は仕事も碌ろくにせず、同じ軍団長として情けない奴だった。

　だがそんな奴の部下でも有能なことには違いない。なんでも、部隊でも敵なしと言われるほどの実力と稀け有うな魔法を持っているという噂うわさだ。

「お前の実力は疑わないが油断はするなよ。人間側にも厄介な奴らがいる。『人攫さらい』だ」

「それって倒れた奴をかっ攫う連中のこと？　逃げてるだけの奴らがボクに敵かなうとは思えないけど」

「人間だと思って侮るな。奴らは化け物だ」

　やけに真剣なアーミラの言葉に、黒騎士は分からないとばかりに肩を竦すくめる。

　そんな黒騎士に呆れたようなため息を漏らすアーミラ。

「はぁ、もういい。明日、橋が完成したら進軍を開始する。お前には、バルジナクと共に敵をなぎ払ってもらう。下がりきった士気を上げる役割、担ってもらうぞ」

　これ以上の会話を拒むかのように黒騎士のそばから離れ、橋の建設の指揮に向かうアーミラ。

　その背を地面に座ったまま眺めていた黒騎士は、やる気なく地面に倒れ込む。

「化け物、ねぇ」

　カランと腰に差した剣を地面に放り投げる。

　騎士の誇りである剣を乱雑に扱う行為、この場にアーミラがいたならば激げき昂こうしていただろう。

「どれだけ強いのかは分からないけど、今回は少し楽しめそうだ」

　黒騎士を覆う鎧よろいがゆらりと陽炎かげろうのように揺らめく。

「まあ、魔族も人間も関係ない。ボクを満足させてくれるなら誰でもいい」

　兜かぶとに隠れた口元から、気が触れたかのような笑い声を上げる。

「生を感じさせてくれよ、人間共」

　真っ黒なヘドロのように蠢うごめく鎧を纏まとう黒騎士。

　それはまるで、悪魔のような姿だった──。
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　広大に広がる平原に、王国軍は陣地を構えた。

　僕達救命団も、屋根付きのテントのようなものを設置して、馬車に積んできた簡易ベッドを並べておいた。

　時間は夕暮れ。

　兵士が交替で見張りをする中、僕は救命団の陣地で椅子に座っていた。木でできた椅子はお世辞にも座り心地がいいとは言えないけどね。

　それより問題なのは──、

「何もすることがない……」

　ローズはシグルスさんのところに行ってるし、トング達は寝てる。オルガさんとウルルさんは兵士達の方に行っている。

　あの強面共、いつ魔王軍が来るかも分からねえのに呑のん気きに寝やがってよぉ。何が「これは、あれだぜ。いざという時に備えて休んでいるんだよォ」だよ。

　「お前も休んでろ」ってローズから言われたけど、いまいち何をしていいかピンとこない。

　元の世界では、寝ること!!と即答できたはずなのに……。

「失礼しますッ!!」

「うん？」

　テントに入ってきたのは王国軍の鎧を着た守衛さん。王国の外へ出た時、犬いぬ上かみ先輩の護衛についていた人だ。

　お辞儀をする守衛さんに挨拶すると、彼はテント内を見渡し再びこちらを向いた。

「おお、ウサト殿、他の方々は？」

「今はいないですよ。少しすれば団長も帰ってきますが……」

「いえ、ここに来たのは私から伝えたいことがあったので」

　背筋を伸ばしながら、こちらに向かって一礼する守衛さん。

「自分はッ!!　今回の戦いで救命団の護衛を与あずかることになったアルクと申します!!　この身に代えても貴方あなた達を守ってみせます!!」

「は、はい……。よろしくお願いします。アルクさん」

　アルクさんのやる気に満ち溢あふれた言葉に驚きつつも、この人は良い人だと改めて思う。

　ここは敵から真っ先に狙われるかもしれない場所だから、信頼できる人に任せたいと思っていたんだ。アルクさんが守ってくれるなら文句なしだ。

「自分に任せてください！　では見張りに戻ります！」

「頑張ってください」

　最後に一礼してテントから出ていくアルクさん。

　とことん元気な人だなあ。彼のおかげでこちらまで明るい気持ちになれそうだ。

　アルクさんの出ていった方を少し眺めてからまた椅子に座り直し、ボーっとする。

　すると、またテントに誰かが入り込んできた。

　美麗な長い黒髪を揺らしながらテントに入ってきた人物……犬上先輩はこちらを見て、にやりと笑みを浮かべ近づいてくる。

「やあ、ウサト君」

　先輩は、白銀に光る鎧を纏っていた。

　軽装なタイプなのだろうか、動きやすさを重視したような鎧だ。

　僕の視線に気付いた先輩は、誇らしげに胸を張る。

「ふふ、これかい？　これはね……知りたい？　知りたいよね？」

「いや別に……」

「知りたいだろう。では教えてあげるよ！　特別にねぇ!!」

　無理やり話を進めてきた……!?

「この鎧には私の雷撃魔法をサポートする魔法が掛かっているのさ！　それに加え私の動きを阻害しないように作られているという優れものなのだ!!」

「なんか嬉うれしそうっすね」

「もちろん！」

　歪ゆがみねえなこの人。

　まるで子供のように自慢してくる姿は、少し鬱うっ陶とうしいとさえ思えてくる。

「先輩って、女子っぽくないですよね」

「な、女の子に向かってなんてこと言うんだい!?」

「だって鎧貰もらって喜ぶとか、普通の女子じゃ考えられないじゃないですか」

「そ、それは……違うんだよウサト君。私だって可愛かわいいものが好きなんだ。その証拠に元の世界では部屋でサボテンを飼育していたよ？」

　サボテンを飼育して女子っぽさが磨けるか。

　目を細めて先輩をジッと睨み付ける。

　その視線に耐えられなかったのか気まずげに目を逸そらした先輩は、何を思いついたのかビシィッとこちらに指を向けてきた。

「そうだ！　元はといえばウサト君が、私の癒いやしを全部取っていくのが悪いんじゃないのか!!」

「ええ！　僕ですか!?」

　なんてイチャモンかましてくるんだ、この人。

「だから、君が私の癒しになればいいんじゃないか!!」

「すいません、素で意味が分からないです。なんです、その超理論……」

　にじり寄ってくる犬上先輩になぜか恐怖を感じ、椅子からゆっくり立ち上がる。

「頑かたくなだな！　ウサト君ッ。だが今日の私は引かないぞ！」

「元から押しても引いてもないです」

「ふふん、私は分かっているよ！　それは君の照れ隠し……つまりツンであるとね!!」

　なんか暴走してないか今日の先輩。目の焦点が合っていないように見えるし……。

「落ち着いてください先輩。今のあなたはおかしいですよ」

「おかしくなんてないぞ」

「……大丈夫ですか？」

　やばい、なんか本格的にやばい。

　犬上先輩だって、元の世界では普通の女子高生だったんだ。

　気丈に振る舞っていても、内面ではかなり恐怖しているのだろう。精神的に不安定になり奇行に走っているのかもしれない。

「私は、いやいやと抵抗するウサト君を懐かい柔じゅうして、デレデレさせる状況を所望しているッ!!　さっ、仲良くしよう!!」

「やっぱ違うわ。アンタ元からおかしいわ」

　この人の言う「仲良く」の定義って一体……。

「分かりました。分かりましたから、一いっ旦たんそこで止まりましょう。人は話をする生き物です、対話をしましょう」

　僕は声を震わせながらジリジリと後ろへ下がる。

　犬上先輩だってきっと落ち着いて話してくれる。

　ほら、今だって少し悩む動作をしてからの──、

「時には力技も必要な時がある。今がその時だ」

「カズキィィィィィィ!!　助けてぇぇぇぇぇぇ!!」

　この声が聞こえているなら助けてくれ、マイベストフレンド、カズキ。

「ウサトどうした!?」

「本当に来た!?」

　犬上先輩とは違って重厚な鎧を纏ったカズキが、血相を変えてテントの中に入ってくる。

　あまりの早さに逆に感動した。

　犬上先輩の姿を目撃したカズキは、やっと見つけたと言わんばかりに彼女を指差す。

「先輩、ここにいたんですか!?　探していたんですよ！　シグルスさんが作戦会議するから集まれって……」

「大丈夫だ。ウサト君を手中に収めたらすぐに行く」

「あの、何を言っているんですか？」

「カズキ君はウサト君と親交を深めた。つまりそういうことだ」

　すいません、僕達に分かる言語で話してください。

　カズキも訳が分からず、首を傾かしげている。

「今の犬上先輩はご乱心だ!!　今すぐ連れていってカズキ！」

「な、なんだか分からないけど……ウサトの言うことだ！　分かった!!」

　犬上先輩を羽交い絞めにしたカズキは、ずるずると彼女を引きずりながらテントから出ていく。

「む、やはり君が一番の障害かッ!!　ずるいぞカズキ君!!　君達だけ男同士の友情を深めて、私をのけ者にしおってぇ!!」

「何を言っているんですか！」

　その通りだねカズキ。本当に何を言っているんだこの先輩は。

「はなせー！」

「じゃ、じゃあなウサト！」

「ありがとね!!　本当にありがとう!!」

　嵐のように去っていった犬上先輩。

　悪い人じゃないんだよな。気が合う部分もあるし、どちらかというと好感が持てるくらいだ。

　でも、なんで僕？　気に入られる理由も分からないし、どこぞのギャルゲーみたいに明確なフラグを立てた覚えもない。












　そもそも、そんなものを立てられる会話力も行動力もない。

「うーむ、分からん」

　ま、今はそんなことを考えている暇はない。

　偵察に行っている人達が戻ってくるまで、開戦の時間が分からないんだ。

「気を引き締めなくちゃな……」
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　明朝。

　広大な平原を見据えながら、震える右手をロイド王から頂いた剣に添える。

「大丈夫、大丈夫……」

　自分に言い聞かせるようにそう呟つぶやき、不安を紛らわせる。

　開戦は魔王軍の影が現れたと同時。

　勇者である俺と先輩の役割は、魔法で敵兵を迎撃しつつ味方の騎士と共に敵将までの道を切り開き、可能ならば敵将を討ち取ること。

　あくまで可能なら、だ。

「カズキ君、無理はするなよ」

　隣にいる先輩が、労いたわるようにそう告げる。

「大丈夫です。俺のことは心配いらないです」

「そうは言うがな……」

「先輩だって不安なんじゃないですか？　ウサトのところで気を紛わそうとしていたくらいには」

　先輩にそう返すと、彼女はバツが悪そうに唇を尖とがらせそっぽを向いてしまった。

　元の世界ではあんな先輩見たことがない。

　一緒に生徒会の仕事をしていたから、この人のことはよく知っている。少なくともあんな姿は赤の他人には絶対に見せたりはしない。

「君は他人のことに関しては鋭いね。確かに不安な気持ちもあるよ。でもね、こんな時に言うのはなんだが……正直言って少し高揚している」

　なんとなく先輩の言いたいことは分かる。

　この戦場の最前線に立って、剣を持ち重厚な鎧に身を包んだ自分が、今この世界の歴史に刻まれるであろう一瞬の当事者になれる。そう思うと先輩の高揚するという気持ちも分からなくもない。

　でも、だからこそ俺は──、

「俺は、先輩のようには思えませんよ」

　俺は、名誉や名声のために戦うわけじゃない。俺の友達になってくれたウサトと先輩を助けたいって思ったからこの場に立っている。

「ふふっ、そうだろうな。でもこれが本当の私なんだ」

「確かに、元の世界の先輩とは全然違いますね」

「ああそうさ。元の世界の私はもういない。でも、他ならぬウサト君が今の私を肯定してくれたんだ。もう、迷いも何もない」

　どうやら俺の知らないところで、先輩とウサトの間に何かあったようだ。

　少し興味深げに先輩に視線を移すと、その視線に気付いた先輩は嬉しそうに笑みを深める。

「私とウサト君が行方不明になった時の話だけど……今は話すことじゃないね。無事帰れたら話すとしよう」

「帰ったら……ですか」

「帰らなくちゃいけない理由ができただろう？」

　にこりとこちらに笑みを向ける先輩。

　こんな緊迫した最中でも、こんな表情を浮かべられるのはこの人だけだろうな。

　悪く言えば緊張感が足りないが、良く言えば頼もしい。

　そんな軽口を叩たたいていると、体を包み込むような強烈な悪寒が全身を駆け抜ける。思わず平原の彼方かなたに目を向ける。

　未いまだ魔王軍の姿はない。けど、近づいてきているのは分かる。

　先輩も緊迫した面持ちで平原の先を見つめている。

　不気味に思える静寂が支配する中、ざわりと心臓を刺すようなプレッシャーが襲い掛かった。

「先輩！」

「……来たな！」

　恐らく、シグルスさんも気付いているだろう。

　現に、部隊それぞれに伝令が飛び交っている。

　作戦通り、魔法専門の騎士が前衛に出始める。

「私達も準備するぞ」

「分かっています！」

　ゆっくりと深呼吸し息を整え、魔力を高める。

　俺の魔法は、光。

　この魔法が魔王軍にどれだけ効くかは分からないけど……やるだけやってやる。

　体中に力が循環する感覚に体を慣らしてゆく。

　やはり慣れないモノだ、魔力を感じることなんて。

『我らが王国軍は、魔王軍を打倒するため力の限りに戦う！』

　後方で指揮をしているシグルスさんが、兵の士気を高めるために声を張り上げている。彼の声に応じて兵士達の眼光は次第に鋭くなっていく。

『我らが王のためッ！　民のためッ！　リングル王国のために!!』

　いつしか彼らの瞳からは不安が消え、兵を鼓舞するシグルスさんと共に声を張り上げる。大勢の兵が大地を震わせんばかりに声を張り上げる様は、壮観だった。

　鼓膜を大きく震わせる喧けん騒そうの中、平原の丘陵地点に一点の黒い影が現れる。その影はとても小さく、距離が遠いせいかもしれないが、暗闇を思わせるような真っ黒い塊のように見える。

「何だ、あれ……」

　次第に影は雪崩なだれのように増えてゆく。

　その姿は人間に近いが、明らかに人間とは違う刺とげ々とげしい角が生えている。

『魔法部隊準備ィ──!!』

「はっ!?」

　シグルスさんの大声で現実に引き戻された俺は、こちらに疾走してくる魔王軍に目を向ける。

「一番槍やりは私達だ。できる？」

「やってやりますよ……やるしかないんだから!!」

　掌てのひらを前方に向け、魔力を収束させる。

　前衛に待機していた魔法を扱う騎士も、俺達に合わせて手の平を前方にかざし始める。

　射程距離内に入ったら、一気に魔法を放つ。

「初手は派手に打ち上げなくちゃね!!」

　先輩も全身から雷を迸ほとばしらせている。彼女も準備はできたようだ。

　俺もいつでも魔法を放てる。

　迎撃の準備が完了したが、魔王軍の足は止まらない。

　その無鉄砲な進軍はまるで特攻のようにも見える。

『合図と共に放て!!』

　魔王軍と王国軍との距離がどんどん狭まっていく。もう後には引けない、歯をギシリと噛み締め、目を見開き、俺は────、

『放てェェェェェェェ』

「うおおおおおおおおおお!!」

　全力をもって、白く輝く光魔法を前方に解き放つ。

　やや遅れてから、王国軍の放った様々な系統の魔法が魔王軍へと殺到した。
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　外で大きな炸さく裂れつ音が聞こえた。

「……始まったか」

　僕達救命団は、ローズの前で一列になって整列する。

「黒服は、先に戦場で怪我人を見つけ次第連れてこい」

「「「へい!!」」」

　黒い上着を着た強面共が、威勢よく声を上げる。

　しかし、こいつらの服のデザインおかしくないかな？　戦地で黒いジャケットなんて……完全に犯罪者だな。こいつらに捕まったら正直、泣くんじゃないのかな？

「灰服は、終始ここで活動。ただし緊急事態の時は逃げろ」

「「はい!!」」

　ローズや僕と似たような形状の灰色の服を身につけた、オルガさんとウルルさん。

　二人がこの場所の中核を任されている。

「で、お前と私が、戦闘経過とともに前線に出る」

「分かりました」

「よし！　トング、アレク、ミル、ゴムル、グルド、頼んだぞ」

「「「へい!!」」」

　一様に声を上げる強面共。

「フッ、じゃあ行け。前回のように生きて戻ってこい！」

　こいつらなら心配はいらないね。こいつらの耐久力は化け物だからな。

　ドタバタと出入り口から飛び出していくトング達。

　彼らを見届けた僕達は、とりあえずテント内で待機。

「先輩とカズキは大丈夫かな……」

「友達が心配？」

　出入り口を見ていると、不意にウルルさんが声を掛けてきた。

「……そりゃ心配ですよ」

「そっか、でもウサト君も気を付けてね……」

「分かってますって」

　ウルルさんと言葉を交わしていると、泣きじゃくる女性騎士を肩に担ぎ上げたトングがテント内に飛び込むように入ってきた。

「連れてきたぜぇ!!」

「「早っ!?」」

　ウルルさんと声が被かぶる。

　いや、まだ戦闘開始から五分も経っていないだろ。

「当然だろ。戦争なんだからこれが普通だ。これから続々来るぞ。トング、そいつはウサトに預けて次の怪我人を連れてこい」

「了解しやしたぜぇ姉御!!　おいウサト、頼んだぜ!!」

「お、おう」

　トングから、女性騎士を預けられる。

　容体は……肩と足に刃物によってつけられた深い傷。

　出血が酷ひどいけど、この程度の傷ならすぐに治せる。

「うぅ、顔、怖い……」

「かわいそうに、きっと痛くて泣いているんだな……そうだ、そうに違いないな。もう大丈夫、痛みは消えるし。ほら、僕と隣の彼女の顔を見て、ね、強面の化け物なんていないでしょう？」

「ウサト君、現実から目を逸らしちゃ駄目だよ……」

　聞こえんな。

　なぜか必死に僕に縋すがり付こうとする女性騎士を離しながら、傷に手をかざし治癒魔法を流し込む。

　数秒ほどで傷を治すと、錯乱していた女性騎士に声を掛ける。

「大丈夫ですか？」

「大きな化け物、それに黒い敵が……」

「落ち着いてください」

　ショックで記憶が混濁しているようだ。

　黒い敵、か──、

「ッ!!」

　ズキリと頭に痛みが走る。脳内で再現されるのは、獣人の娘に見せられたビジョン。

　今、なんでこの光景を思い出すんだよッ。

「これじゃあ本当にカズキと先輩が死ぬみたいじゃないか……ッ」
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　広範囲の魔法攻撃で魔王軍に大打撃を与えようとした王国軍に対して、ボク達が取った手段は、大規模な幻覚魔法で王国軍を欺くことだった。

　幻覚魔法によって見当違いの場所に魔法を撃たせ、動揺したところにボクと魔造モンスターのバルジナクが先頭を切って突撃する。

「弱いなぁ、人間」

「が、はぁ……っ、な、なぜ……」

　腹部から血を流し前のめりに倒れる王国軍騎士。

　相手は、何をされたか分からないと言いたげな顔でこちらを睨み付ける。

「どうなっている……何だ、貴様は……」

「さぁて、何なんだろうね」

　死に体たいの騎士の言葉に適当に返し、そのまま体を跨またいで次の獲物を探す。

「……あれ？」

　気付けば足元には、血の海に沈む王国軍の騎士達。

　周囲にいた敵は全て片づけてしまったのか。あまりにも歯応えがなさすぎて気付かなかったよ。

「大したことないな。人間なんてこんなものか」

　だらりと剣を下げたまま敵のいる方に適当に歩いていると、視界の端にバルジナクがその巨きょ躯くで王国軍の騎士を吹き飛ばし、押し潰つぶしている光景が目に入る。

「これって、ボクが来る必要なかったんじゃないの？」

　どう見てもこっちが優勢だ。

　こっちの兵も苦戦こそすれ、次々と騎士を斬り伏せている。

　どうして前回の戦いで敗走したのか理解できないね。

「よくも仲間をぉ!!」

「ん？」

　考えに耽ふけっていたせいか、剣を構え接近してきた敵の存在に気付くのが遅れてしまった。

　剣を振り上げるも、その前に王国軍騎士の鋭い突きがボクの鎧に深々と突き刺さる。

「獲ったぞ!!」

　手応えを感じたところ悪いけど──、獲ったのはボクじゃないんだよねぇ。

「哀れだよ。本当に」

「何だと……!?」

　嘲あざ笑わらうと同時に魔法を発動させる。

　すると、怪け訝げんな表情を浮かべた騎士が血を吐く。

「ガフッ……まさか、皆はこれに……」

　剣を手放し、後ろへ倒れ込む騎士。

　駄目押しとばかりに剣を叩きつけるように振り下ろし、肩から脇腹までを斬りつける。

　噴き出した血が鎧を赤く染める。

　ボクは、体に突き刺さったままの王国軍騎士の剣を引き抜く。

　ぽっかりと貫通した穴は、すぐに生き物のように揺らいだ鎧によって塞ふさがれる。

　所しょ詮せんはこんなものか。箱を開ければ、人間達が数で対抗しているだけじゃないか。

「ぐ、うぅ……」

「何だ、まだ生きていたのか」

「伝えなくては……今すぐに、このことを……」

「……しぶとさだけは認めてあげるよ」

　もう周りすら見えていないのか、虚うつろな目で仲間のいる方に這はっていこうとする騎士の背中を目掛け、剣を思い切り振り下ろす。

　だがこの瞬間、視界の端に黒い何かが映り込む。

「っ!?」

　咄とっ嗟さに剣を止め、なぎ払うように大きく振り回すが手応えはない。

　警戒するも、周囲には戦う味方と敵の騎士しか見えない。

「気のせいかな……？」

　そう思い、再び騎士に止とどめを刺そうと目を移すと、

「!?」

　さっきまで地に伏せていた騎士が消えている。

　まさか、ボクが目を離している間に地面を這って移動したのか？

　いや、あの傷で速く動けるはずがない。

「何が起こったんだ……」

　もう一度あたりを見回すと、仕留め損ねてかろうじて息をしていた奴らも消えている。

　王国軍の魔法か何かか？

　まさか、これがアーミラの言っていた……。

「化け物……」

　人攫いと呼ばれる、戦場を駆ける戦わない兵士。

「ハハ、ハハハハッ!!」

　本当にいたのか!!　そんなデタラメな存在が!!

　喜びを抑えきれず、戦場にもかかわらず笑ってしまった。

　鎧が、ボクの感情を表すかのように躍動し大きく蠢く。

　気持ちを落ち着かせて鎧を元の形に戻し、再び歩き出す。

　まだ終わりじゃない。もっと強くてボクを楽しませてくれる奴らがいる。

　そう思うと笑いが止まらない。

「ん？」

　少し離れた場所で、強烈な光と、迸るような轟ごう音おんを響かせる雷が見える。

　相当強い威力の魔法だ。

「面白そうだなぁ」

　口元が緩むのを感じながら、そう呟いたボクは、そちらに歩を進める。

　今度の相手は楽しめそうだ……。
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　戦闘開始から、もう何人目の治療だろうか。

　慌ただしく入れ替わる怪我人達を治していると、ローズが呟いた。

「そろそろだな」

　彼女の言葉に、オルガさんの表情が引き締まる。

「行くんですか？　ローズさん」

「バカ野郎、ここでは団長と呼べ」

　ローズの言葉を聞いて数秒後、僕は自おのずと理解した。

　ああ、これから僕も戦場に行くんだ、と。

　魔力も十分余裕がある。

　貰った白色の団服は綺き麗れいなまま。

「どうだウサト。覚悟はできてんだろうなァ？」

　ローズはいつものような獰どう猛もうな笑みで僕にそう問いかけた。

「もちろんですよ。僕はあなたの右腕になるよう訓練されたんですから」

「ああ、そうだな……お前はそういう奴だったな。なら心配はいらねえ」

「心配してくれたんですか？　意外です」

「ハッ、口が減らねぇ奴だよお前は……。オルガ、ウルル、ここは任せる。もしもここまで敵が来たらお前達は真っ先に逃げろ」

　後方担当の最重要事項。

　二人は肉体的には強くないので、危険な状況に陥ったら早く逃げることが最も大事だ。

　もし二人に何かあったら、怪我人を治せる人がいなくなっちゃうからね。

「分かっています。僕達のことは気にせず、思う存分、人助けしてきてください」

「怪我しないでくだいね」

「おう」

　オルガさんとウルルさんに背を向け軽く手を振るローズ。

　あまりにもそっけない仕草だけど、なんとなく僕はそれが彼女なりの意思表示だと思えた。

　素直じゃないなあ。

「じゃ、オルガさん、ウルルさん。これが今生の別れにならないように頑張ってきます」

「気を付けて……」

「危なくなったら逃げてね、ウサト君……無事に戻ってきて」

　二人に背を向け、僕は先を歩いていったローズの後を追う。

「遅ぇぞ」

　外で待ってくれていたローズに無言でついていく。

　テントから離れる際、アルクさんも激励の言葉をかけてくれた。

　アルクさんに現在の戦況を聞くと、どうやらこちらがだいぶ押されているらしいけど、なんとか持ちこたえてくれているらしい。

　じわりと額に滲にじむ汗を感じながら歩いていると、ふいに前を歩くローズが振り向いた。

「最後に一つアドバイスしてやる」

「はい？」

「お前、殺しなんてできねぇだろ」

「いや、それは……僕の役目は人助けですから」

「追い詰められても同じことをほざけたら、お前はよほどのバカだな」

　そんなこと、考えてすらいなかった。

　別に攻撃されてもすぐに治せるから、避よけることに専念すればいいかと思っていたし……。

「まあ、そんなバカなお前にとっておきの技を教えてやる。よく聞いておけよ？　一回しか言わねえからな」

「……はい」

「それは──」

　ローズの口から発せられた『技』。

　その技はあまりにも不可解なもので、正直何がしたいのか分からないものだった。

　使っても意味がない、うまく決まっても気絶させるくらいのものだろう。

　だけどそれは、治癒魔法の間違った使い方を形容したようなものだった。

「最高の技じゃないですか」

「そうか、そりゃ良かった」

「まさか僕のために考えてくれてたりとか？」

「……んなわけねえだろ」

「ありがとうございます」

「……おう」

　僕のお礼にそっぽを向いて返事をし、前に向き直ったローズ。

「それと、トングから気になることを聞いた」

「はい？」

「黒い鎧を着た敵がいるらしい。厄介な魔法を使うようだから気を付けておけ」

「黒い、鎧……」

　またあの光景が脳裏に映る。

　最悪のシナリオ、カズキと先輩の死。

　脳裏に焼き付いている光景を追い出すように、頭を振る。

「聞いてんのか？」

「え、は、はい！」

　今さら気にしてもしょうがない。

　深呼吸してから、集中する。

　研ぎ澄まされた聴覚に戦場の音が入り込み、これまで感じたことのない緊張感が僕の体を縛り付けるが、それでも歩む足を止めない。

「ウサト、行くぞ」

　ローズの声を聞き、大きく息を吸う。

　この人と一緒の戦場なら──怖くない。

「はいッ団長!!」

　僕とローズは、掛け声と共に同時に駆け出した。




　途中で僕と別方向に分かれ駆け出すローズを一いち瞥べつし、一気に戦場の最前線へと走り抜ける。

　ローズと僕とは別の場所をカバーする。

　空気に混じって鼻に入り込む、鉄臭い血の匂い。

　一瞬むせそうになって涙目になりながらも、無理やり空気を吸い込み慣れさせる。

　この程度で立ち止まってなんかいられない。

　向かってくる魔王軍兵も無視。途中、怪我人もいるが全て信頼する仲間に任せる。

　まっすぐ、まっすぐ、突っ切ったその先は最前線。

「ここが戦場……」

　心を強く持つ。

　決して呑のまれないように。

　ビビって足が竦んで動けなくならないように。

　最前線は文字通り総力戦。

　それは、自分の回復すらする暇がないほど熾し烈れつな戦い。

　だが、その中で僕のすることは決まっている。












　即座に視界に映った二人の重傷人を確認すると、足に力を込め走り出す。

　体力は訓練で鍛えた。

　動体視力は森で鍛えた。

　人の間を走り抜けることも街中で鍛えた。

　疲労も魔法で解決する。

　治癒魔法、本日絶好調！

　混戦する王国兵と魔族の間を縫うように走り、最短ルートで一人目の怪我人のそばに駆け寄り担ぎ上げる。

「っ!?　貴様が治癒魔法持ちかァ!!」

　近くの魔族がこちらに向けて斧おのを振りかぶっているが、遅い。

　威圧感もうちの強面達にすら及ばない。全然耐えられる。

　敵を倒すことが僕の戦いじゃない。僕の戦いは人を助ける役目にある。

　怪我人を抱えたまま、振り下ろされた斧を体を反転させるようにひらりと避ける。

　攻撃を仕掛けてきた魔族を無視して、次の怪我人の元へ難なく辿たどり着き、もう片方の腕で担ぐ。

　そのまま一気にこの場から離れ、前線から後退する。

「うぅ……き、君は？」

　意識はある。この程度の傷なら数秒ほどで治る。

　もう一人は既に傷の治療を終えているがこちらも意識がある。さすが最前線を任せられる騎士さん、凄すさまじい忍耐と精神力だ。

「治療は済んでいます。動かないでください」

　最前線から一歩離れた所まで移動し、担いだ二人を下ろす。

　下ろされた二人は、傷を負った場所をさすりながら驚いた顔で僕の方を見ている。

　説明している時間はないので、すぐに戻らないといけない。

　現在進行形で人の生死がかかっている。

「もう大丈夫です。まだ体に不調があれば、前線から下がってください」

　そう言い放ち、僕はまた最前線へ走り出す。




　僕のこの手の届く限り、誰も死なせやしない。絶対に助ける──。





　　番外編　スズネの手記







　魔王軍との戦いの前に、今の自分の気持ちのようなものを残してみようと思う。

　私がこの戦いでもし死んでしまったら、続きを読んでほしい。

　運命に抗あらがうことを放棄した私、犬いぬ上かみ鈴すず音ねの話をここに記す。




　私は面白くない人生を歩んできた。

　私は、勉強でもスポーツでも、何でもできた。

　家庭環境にも、学校の友人達にも恵まれていた。

　その全てがとても充実していて、そして──どうしようもなく退屈だと思っていた。

　そんな自分が嫌いだから、他人に未知の「将来」を求めてしまう。

　やりたいことが見つからなかったから、他者の語る「夢」に羨うらやましさを抱いていた。

　笑える話だ。何でもできるからと思考を放棄して、何でもできるからと自己完結して、そのくせ自分を取り囲むしがらみに雁がん字じ搦がらめに縛られて身動きができなくなって、ついには抵抗をしなくなった私が、一丁前にこの世に絶望しているなんておかしい話だ。

　完璧なんて欲しくなかった。誰にも縛られない人生を生きたかった。

　でもそれは私の周りが許してはくれなかった。




　古い慣習に縛られた名家の娘として生まれてしまった私は、親の期待に応えるために幼い頃から習い事や勉強ばかりをやらされ、子供らしい遊びなんてほとんどしたことがなかった。

　このまま、家の命令に従うだけのただの操り人形のまま人生を終わらせていいのだろうか。

　何でもできてしまう自分への失望を抱えて、このまま退屈な日常を過ごしていくのか。

　この世界に来るまでは、そんなことをずっと考えていた。

　私のことを恵まれていると人は言うだろう。名家に生まれ、約束された将来を待つだけの人生を退屈だと思わないならば、私は恵まれているといってもいいかもしれない。

　でも、それは私の求める幸せではない。

　私は、そんなの嫌だ。




　ウサト君、カズキ君。

　私はね、この世界に召喚された時、自分のことばかり考えていた。

　ここで新しい自分が始められる。

　そう思って喜んでいた。

　でも、君達は違っていた。

　元の世界からの脱却という目的を達成している私と違って、君達はこの世界での〝これから〟を生きようとしている。

　悩み苦しみ、そして異世界という環境に馴な染じもうとしている無む垢くな君達は、私にとってとても眩まぶしい存在で、そんな君達を見て元の世界の束縛から逃れた私自身も、新しく生まれ変わった自分として何かを始めてみたいと思ったんだ。




　カズキ君は戦いという大きな出来事を前に苦悩していたけど、あやふやながらもしっかりと自分という〝個〟を模索しようとしている。

　元の世界で君をよく知っている私から見ればすごいことだ。今までの自分を変える難しさは私自身よく知っているから、それがどれだけすごいことかよく分かる。




　ウサト君、君は不思議な存在だ。

　私に対して少しドライなところもあるけど、君はとても意思が強い人だと思う。

　思えば、私やカズキ君よりも早く、自分のするべきことをしっかりと決めていたのは君だったね。

　あの森で君に話をした時、本当は不安で一杯だった。

　でも君は全く気にしていなくて、逆に私に同意するように異世界への憧れを口にしてくれた。

　一番嬉うれしかったのは、この世界の私を肯定してくれたことだ。

　元の世界の偽りの犬上鈴音ではなく、この世界の本当の私を認めてくれた。

　巻き込まれたのが君で良かった、なんて不謹慎にもそう思ってしまったほどに。

　君は否定するかもしれないけど、君という存在はカズキ君にとっても、もちろん私にとってもかけがえのないものになっている。

　だから、私も君と同じように頑張ろうと思う。

　あの森で君に誓ったように、私の、私達の新しい居場所を守るために戦いたい。




　この世界には君達がいる。

　もう、絶望なんてしないよ。
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